
　
　
六
、

芋
　

小

　

屋

一
　
村
の
発
祥

　
文
化
三
年

(
一
八
〇
六
)
会
津
藩
地
志
方
役
所

へ
提
出
し
た

『
大
谷
組
地
志

書
上
帳
』

の
芋
小
屋
村
の
項
に
、

　

「家
数
拾
壱
軒
村
居
東
西
三
拾
三
間
南
北
壱
丁
弐
拾
間
離
々
ニ
家
居
仕
候
」

と
記
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
七
十
四
年
前

の
享
保
十
七
年

(
一
七
三
二
)
の
資
料
に

よ
れ
ば
十
七
戸
で
あ

っ
た
。
こ
の
芋
小
屋
の
集
落
が
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ

れ
ど
の
よ
う
な
歴
史
を
刻
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
村
の
発
祥
は
村
の
周
辺
の
住
居
跡
と
の
関
係
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
。
村

の
北
方
滝
原
と
の
境
を
字
岩
沢
と
呼
ぶ
が
、
三
十
年
前
開
田
工
事

の
時
、
土
器

・
石
棒
と
思
わ
れ
る
も

の
の
破
片

・
消
し
炭
等
生
活
遺
品
が
発
見

さ
れ
て
お
り
、
先
住
民
の
住
居
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

　
昭
和
四
十
九
年
十

二
月
県
道
滝
原
地
内
の
道
路
開
削
中
地
下
二
メ
ー
ト
ル
か

ら
壷
と
石
数
個
が
出
土
し
た
。
工
事
中
だ

っ
た
の
で
原
形
を
留
め
る
こ
と
が
出

来
な
か

っ
た
が
、
こ
れ
は
炉
跡
で
あ

っ
た
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
居
村

の

西
方
今
は
水
田
と
な

っ
て
い
る
が
、
開
田
事
業
の
時
い
く

つ
か
の
柱
跡
が
あ

っ

た
と
い
う
。

こ
れ
は
竪
穴
住
居
跡
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
清
流
に

沿

っ
た
地
域

で
あ
り
、
山
続
き
で
あ

る
こ
と
は
狩
猟
を
業
と
し
た
先
史
時
代
人

の
生
活
居
住
地
と
し
て
好
適
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
そ
の
範
囲
は
滝
原
か
ら
居
村
の
西
方
に
ま
で
広
範
な
地

域
に
亘

っ
て
お
り
、
従

っ
て
住
居
跡
は
右
の
外
に
も
今
後
発
見
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
縄
文
中
期
か
ら
後
期
で
あ
ろ
う
か
ら
、
少
く
も
四
千
年

前
こ
の
地
域
に
先
住
民
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
住
居
と
現
在

の
村
落
と
の
直
接
的
な

つ
な
が
り
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、

人
類
が
生
活
す
る
に
適
地
で
あ

っ
た
こ
と
が
、
村

の
発
祥
に

つ
な
が
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

　
縄
文
時
代
か
ら
今

の
先
祖
が
土
着
す
る
ま
で
の
時
代
に

つ
い
て
は
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

こ
れ
に

つ
い
て
は
第
二
章
歴
史
編
で
詳
述
し
て
あ
る
か
ら
参
照

さ
れ
た
い
。

　
今
、
村
に
は
星
と
杉
原
の
姓
が
あ
り
、
星
家
の
祖
は
南
会
津
郡
只
見
町
の
熊

倉
村
か
ら

の
移
住

で
あ
る
。

　
元
禄
三
年

(
一
六
九
〇
)
芋
小
屋
村
星
長
兵
衛
が
記
し
た

「今
野
高
野
村
切

立
候
帯
刀
代

々
之
事
」

と
い
う
巻
物

(星
栄
喜
氏
蔵
)
が
現
存
す
る
。

こ
れ
に
は
、

　
（
一

、
芋
小
屋
切
立
屋
敷
の
事

　
　

一
、
光
法
様
御
た
く
せ
ん
の
事

　
　
一

、
御
う
が
い
水
之
事

　
　
一

、
今
野
高
野
と
名
付
候
事

　
　

一
、
赤
城
明
神
様
御
禁
之
事
」

等
十
五
ケ
条
に

つ
い
て
記
し
て
あ
る
が
、
そ
の
第
一
段
に
、

　

「伊
南

ノ
内
熊
倉

ヨ
リ
参
候
、
月
ニ
星
帯
刀
L
伊
南
は
伊
北

の
誤
か
)

と
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
来
住

の
年
代
は
元
亀

(
一
五
七

〇
)

・
天
正

(
一
五
七
三
)
と
も
、
あ
る
い
は
永
禄

(
一
五
五
八
～
六
九
)
年



代
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
源
平
争
乱
の
末
源
氏
の
世
と
な
り
建
久
三
年

(
一
一

九
二
)
頼
朝
に
よ

っ
て
鎌
倉
に
幕
府
が
開
か
れ
る
が
、
源
氏
は
僅
か
三
代
に
し

て
滅
亡
す
る
。
そ
の
頃
千
葉
彦
次
郎
種
勝
と
い
う
武
将
あ
り
小
田
原
の
合
戦
に

討
死
、
そ
の
流
れ
を
汲
む
原
田
讃
岐
守
種
重
も
ま
た
鎌
倉
に
て
討
死
し
、
そ
の

娘
が
星
源
五
正
吉

の
妻
と
な
り
、
そ
れ
よ
り
星
と
改
姓
こ
れ
が
星

の
祖
で
あ
り

月
ニ
星
を
改
め
九
曜
を
家
紋
と
し
た
と
伝
え
て
い
る
。

　
杉
原
家

の
祖
に

つ
い
て
は
、
重
な
る
大
火
に
よ

っ
て
古
文
書
等
焼
失
し
、
来

往
年
代
を
証
す
る
資
料
と
な
る
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
『会
津
正
統
記
』
に
、

　

「後
柏
原
天
皇
永
正
十
年
癸
酉
会
津
大
沼
郡
金
山
谷
芋
小
屋
邑
に
赤
城
明
神

　
の
祠
建
」

と
あ
り
、
永
正
十
年
は

一
五
一
三
年
で
あ
る
か
ら
神
社
創
建
以
前
既
に
先
住
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
西
山
地
内
各
地
に
原
始
時
代
人
の
生
活
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
れ

以
降
に

つ
い
て
は
な
ん
ら
の
資
料
も
な

い
。
こ
の
地
区
の
最
も
古
い
記
録
と
し

て
は
、
神
の
湯

・
下
の
湯
の
発
見
が
養
老
元
年

(七

一
七
)
(『
正
統
記
』)
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
各
集
落
が

い
つ
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
不
明

で
あ
る
が
、

一
説
に
よ
れ
ば
滝
谷
川
筋

が
早
く
開
け
た

(琵
琶
首

の
項
参
照
)

と
言
わ
れ
る
か
ら
祖
先
の
足
跡
を
こ

の
時
代
と
推
定

で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

会
津
高
田
町
永
井
野
の
杉
原
家
は
芋
小

屋
か
ら
分
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

二
　
村
名
の
起
り

　
村
名

の
起
源
で
あ
る
が

「
芋
小
屋
L

の
名
は
特
異
な
感
が
す
る
。
砂
子
原
村

・
大
谷
村
な
ど
は
自
然
の
変
化
に
よ
り
起

っ
た
も
の
と
し
て
享
和
年
間
の
地
志

書
上
帳
に
こ
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
が
当
村

の
場
合
、
山
川
の
変
化
に
よ
る

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
前
掲

の
巻
物
に
は
、

　

「今
野
高
野
村
と
名
付
候
事

ハ
マ
マ
光
法
大
師
様
高
野
山
御
見
立

日
本
国
中

　
御
順
見
之
時
高
野
山
ニ

御
立
被
レ成
」

と
博
士
山
を
高
野
山
に
見
立
て
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
七
谷
七
峯

の
高
野
山
見
立
物
語
は
南
会
の
館
岩
村
や
会
津
高
田
町
に
も
あ
る
。
し
か
し
、

「弘
法
大
師
は
会
津

に
は
来
な
か

っ
た
L
(『
古
代
会
津

の
歴
史
』
)
と
さ
れ
て
い

る
。

　

と
も
あ
れ

「今
野
高
野
村
L
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。
『新
編
会
津
風
土
記
』

に
、

　

「此
村
の
名
主
市
之
亟
と
云
者
、
上
杉
蒲
生
加
藤
氏
の
時
證
文
三
十
八
通
を

　

蔵
む
、
今
其

一
二
を
下
に
出
す
」

と
し
て
慶
長
三
年

(
]
五
九
八
)

の
文
書

の
中
に
、

　

「大
沼
郡
八
重
山
の
内
い
も

の
こ
う
や
村
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
よ
り
早
く
文
禄
三
年

(
一
五
九
四
)

の
村
高

目
録
に
は

「芋
之
小
屋
L

の
名
が
見
え
る
。
「今

野
高
野
L
が
い
つ
の
時
代
に

か

「
い
も
の
こ
や
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
芋

の
貯
蔵
の
適

地
ら
し
い
条
件
が
あ

っ
た
の
か
、
柳
津
町
野
老
沢

の
よ
う
に
山
芋
と
の
関
係
が

あ

っ
た
の
か

「芋
小
屋
」

の
文
字
を
用
い
た
由
来
は
解
明
す
る
に
至
ら
な
か
っ

た
。

三
　
慶
長
か
ら
宝
暦
の
村
の
よ
う
す

　

慶
長
年
間
か
ら
宝
暦
に
か
け
天
変

・
行
政

・
災
害
等
に

つ
い
て
星
長
兵
が
記



し
た

『
奥
州
会
津
守
護
定
』
と
い
う
冊
子
の
中
か
ら
特
に
当
村
に
関
す
る
部
分

を
抜
き
書
き
す
る
の
で
村
の
様
子
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

奥
州
会
津
守
護
定
』
に
よ
る
芋
小
屋
の
変
遷

年
　
　
　

号

寛
永

四
年

寛
文

八
年

　

　

十
年

　

十
三
年

延
宝

七
年

元
禄
十
二
年

　

十
三
年

　

十
六
年

宝
永

二
年

　

　

四
年

　

　

六
年

正
徳

六
年

享
保
　
三
年

　

　

四
年

　

　

五
年

　

　

七
年

　

　

八
年

西

暦

 

一
六

二
七

一
六
六

八

一
六
七
〇

一
六
七

三

一
六
七
九

一
六

九
九

一
七
〇

〇

一
七
〇
三

一
七
〇
五

一
七
〇
七

一
七
〇
九

一
七

一
六

一
七

一
八

一
七

一
九

一
七

二
〇

一
七

二
二

一
七

二
三

事

　

　

　
　
項

九
月
十

三
日
大
水
出

る

大

日
照
り

暮
よ
り
春
ま

で

一
切
雪
降
ら
ず

八
月

二
十
九

日
芋
小

屋
村
畑
新

田
御
竿

入
リ
御
役
人

平
出
次
郎
兵
衛

・
熊

谷
十
兵
衛

九
月

三
日
御
改

残
り
畑
新

田
御
役

人
小

川
清

太
夫
、

富
岡
市
兵
衛
、
右

両
度
ニ

取
合
八
反

八
畝

拾
六
歩
高

に
直
し
九
石
弐

斗
九
升
五
合

八
月
十

五
日
大

風
吹
き
家
漆
木
な

ど
大
分
に
吹
返
し

二
月

二
十

日
の
夜
芋
小
屋
長
五
郎

別
家
よ
り
出
家
、

家
数
六
軒
、

か
ま
ど
九

ツ
焼
出
、

二
軒

焼
残
り
、
弥

次
衛
門

・
長
右
門

七
月

二
十

一
日
大
水

出
る

春
、
地
蔵
堂

を
弐
間
四
面

に
建

て
た
。
中
津

川
村
大

衛
喜
右
衛
門

是
は
年

数
久
し
く
捨

て
置

い
た
の

で
立
替
え

た

四
月
伊

勢
宮
石
堂

に
作
り

立
て
た
。
春
大
分

に
雪
降

り
重

な
り
家
な
ど
損
し

た
。

暮

よ
り
春

ま

で
雪

ふ
ら
ず

七
月
石
冑

上
川
原
孫
之
亟

新
田
井

堰
普
請
、

当
村
冑

中
村

・
大
成
沢
村

・
漆
峠
村

・
琵
琶
首
村
、

日
数

三

日
、

人
数

百
六
拾
三
人

に
て
堰

百
八
十
間
作

る

四
月
二
十
二

日
の
昼
、
芋

小
屋
村
茂
左
衛
門

家

一
軒

焼
く

大

成
沢
に
新
し

い
蔵
を
建

て
た

四
月
二

日
昼
芋
小
屋
村

長
右
門
火
元

に
て
四
軒

焼
失

子

の
年
よ
り
上
川
原

五
左
衛
門
新

田
高

に
直

り
壱
石

七
斗
九
升
九
合
御
竿
改

十
月
よ
り
五
万
石
騒
動

、
丑

の
正
月

よ
り

(
享
保
六

年
)
江
戸

に
登
り
寅

(
同
七
年
)

の
七
月
二

日
に
相

済
事
八
月
十
五

日
大

風
吹
く

八
月
八

日
大
水
出

る
、
川
通

の
田
畑
損

し
、
同
十

日

享
保

九
年

　
　

十
年

　

十
三
年

　

十
九
年

元
文

元
年

　
　

二
年

　
　

三
年

寛
保

元
年

　
　

三
年

　
　

四
年

延
享

四
年

寛
延

二
年

宝
暦

二
年

　
　

四
年

一
七

二
四

一
七

二
五

一
七

二
八

一
七

三
四

一
七

三
六

一
七

三
七

一
七

三
八

一
七

四

一

一
七

四
三

一
七
四
四

一
七
四
七

一
七
四
九

一
七
五

二

一
七
五
四

に
五
十

里

の
う
み

ぬ
け
家
数

損
す

九

月
六

日
雨
風
吹
き
諸
作

損
す

四
月
鎮
守

の
石
段
を
敷
く

六
月
十
二

日
俄
雨
大
水
出

川
通
損
す

八
月
十
三

日
大
水
出

る
　

　
七
ケ
年
定

免

六
月
十

日
、

八
月
十
六

日
大
水

出

る

六
月
二
十
七

日
大
水
出

る

六
月

二
十

二
日
大
水

出
る
。
大
成
沢
仁

右
門
雪
隠
流

れ
る
九
月
十
四

日
只
今

の
通
り
五
年

の
間
定

免

六
月
伊
勢
宮

、
石
に

て
き
だ

は
し
敷

く

六
月

三
十

日
郡
奉

行
丸
山
庄

左
衛
門

巡
見

三
ケ
年
定

免

二
月
鎮
守

の
長
床

(
拝
殿
)
九

尺
、
二
間
半

に
建

つ

二
月
十

三
日
赤
砂
ま
じ
り

の
雪
降

る

十

二
月

二
十
四

日
若
松
御
城

下
に
押
し

か
け
訴

願

六
月

二
十

九

日
大
雨
降

り
増
水

し
村

々
に

て
山

ぬ
け

田
畑
損

す

大

日
照
り

　
大
ま
か
な
記
録
で
は
あ
る
が
風
水
害
に
よ
る
欠
損

・
役
人
の
巡
見

・
年
貢

の

定
免

・
鎮
守

の
伊
勢
宮
の
改
修
工
事
等
の
村
の
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
長
床

の
語
を
用
い
た
と
こ
ろ
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

四
　
寛
文
の
検
地
と
村
高

　
田
畑
が
生
活

の
基
盤
で
あ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。寛
文
十
三
年
(
一

六
七
三
)
畑
新
田
の
御
竿
入
が
あ

っ
た
。
竿
入
と
は
縄
打

・
大
縄
割
と
も
い
い

検
地
の
こ
と
で
あ
る
。

一
村
の
村
高
と
領
国
の
石
高
を
明
ら
か
に
し
て
年
貢
賦

課
の
基
礎
と
す
る
も
の
で
近
世
封
建
制
の
基
本
的
政
策

で
あ
る
。
こ
れ
を
全
国

に
及
ぼ
し
た
の
は

一
般
に
太
閣
検
地

・
文
禄
検
地

・
天
正
の
石
直
し
な
ど
と
い

わ
れ
て
い
る
。
方
六
尺
三
寸
を

一
歩
、
三
百
歩
を

一
反
と
し
て

一
筆
毎
に
測
量



し
て
面
積
を
出
し
石
高
を
定
め
る
の
で
あ
る
。
芋
小
屋
の
こ
れ
は
新
田
の
検
地

で
、
平
出
次
郎
兵
衛

・
熊
谷
十
兵
衛
が
検
地
役
人
で
あ
っ
た

。

芋小屋の村高の推移一覧表

年 　 号　西 暦　石 高　本 田高　新 田高

石斗升台石斗升合石 斗升 合

28.4.5.6

110.9.4

110.9.4

11.3.0.7

113.0.7

33.0.0.0.

33.0.0.0.

33.0.0.0

33.0.0.0.

44.0.9.4

44.0.9.4

44.3.0.7

44.3.0.7
-

44.3.0.7

1597

1720

1732

1790

1867

1875

文禄3年

享保5年

享保17年

寛政9年

慶応3年

明治8年

　
ほ
う
の
木
の
上
、
三
石
、
家
前

の
新
田
検
地
で
面
積
四
段
六
畝
十

七
歩
で
あ

っ
た
。
検
地
を
う
け
た

の
は
、市
兵
衛

・五
左
衛
門
.弥
八

郎
・清
三
郎

・十
衛
門
・
佐
三
郎

.

五
衛
門

・佐
蔵
の
八
名
で
あ

っ
た
。

　
村
高
の
推
移
を
み
る
と
上
表
の

通
り
で
文
禄
三
年
か
ら
享
保
五
年

ま
で
の
一
二
六
年
間
に
お
よ
そ
十

五
石
余

の
増
を
み
て
い
る
が
そ
れ

以
降
は
明
治
初
期
ま
で
ほ
と
ん
ど

増
加
し
て
い
な
い
。

五
　
近
世
の
村
の
よ
う
す

　
次
に
享
保
十
七
年
の
資
料
に
よ

っ
て
村
勢
を
み
て
み
よ
う
。

『享
保
十
七
年
　
大
谷
組
村
方
目
録
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

芋
小
屋
村
　
　
名
主
　
宇
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
頭
　
　
⊥∠
宿
門

　
江
戸

へ
　

六
拾
壱
里
拾
壱
町
拾
七
間

　
若
松

へ　
海
老
山
通
七
里
十
七
丁

　
　
　
　
　
五
十
六
間

　
漆
峠

へ
　
廿

一
町
拾
弐
間

　
大
成
沢
へ
　
九
町
十
七
間

　
冑
中
へ
　
弐
拾
丁
四
拾
弐
間

高
三
拾
三
石
　
　
　
　
　
本
田
金
方

　
此
反
別
　
七
町
六
反
九
畝
廿
六
歩

　
　
　
　
　
　
　
免
四
ツ
五
分
五
厘

　
　
内
弐
反
　
　
　
　
　
　

田
方

　
　
　
此
分
米
　
弐
石
壱
斗

　
　
　
七
町
四
反
九
畝
廿
六
歩
畠
方

　
　
　
此
分
米
　
三
拾
石
九
斗

　
　
此
訳

　
下
田
　
弐
反
歩
　
此
分
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
石
壱
斗

　
上
畑
　
壱
反
九
畝
九
歩

　
　
　
此
分
米
壱
石
三
斗
五
升
壱
合

　
中
畑
　
壱
町
五
反
歩

　
　
　
此
分
米
八
石
四
斗

　
下
畑
　
五
町
五
反
弐
畝
廿
六
歩

　
　
　
此
分
米
拾
九
石
四
斗
九
升

　
屋
敷
　
弐
反
三
畝
廿
三
歩

一
、
竃
　
拾
七
　
壱
人
名
主
　
壱
人
組

　
　
　
　
　
　
　

頭
　
十
五
人
百
姓

一
、
人
数
　
八
拾
六
人
　
四
拾
弐
人
男

　
　
　
　

四
拾
四
人
女

一
、
御
役
漆
木
　
三
百
五
拾
本

　

同

漆

　
三
盃
五
合

一
、
御
役
蝋
　
拾
五
貫
五
拾
匁

　
　
　

内
　
七
貫
三
百
五
拾
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
年
貢
蝋

　
　
　
　
　

四
貫
九
百
文
　
大
買
蝋

　
　
　
　
　

弐
貫
八
百
文
　
小
買
蝋

一
、
鎮
守
　
赤
城
明
神
　
社
人
砂
子
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
向
守

一
、
地
蔵
堂
弐
間
四
方
　
　
　
無
別
当

一
、
籾
　
八
俵
　
　
　
　
　
　
定
　
和

一
、
猟
師
鉄
砲
　
壱
挺
　
長
三
尺
四
寸

　
　
六
分
　
五
左
衛
門



　
　
　
此
分
米
壱
石
六
斗
五
升
九
合

高
拾
壱
石
九
斗
四
合
　
　
新
田
金
方

　
此
反
別
　
下
田
壱
町
五
畝
廿
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
免
三
ッ
五
分

合
四
拾
四
石
九
升
四
合

一
、
金
　
五
両
三
分
　
永
百
五
拾
六

　
　
　
　
　
　
　
文
六
分
　
御
年
貢

一
、
金
　
壱
両
　
永
百
拾
九
文
壱
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
口
永

一
、
永
　
百
九
拾
九
文
八
分
小
物
成

　
　
　
此
銀
　
十
二
匁
七
分
九
厘

　
　
　
　
　
此
訳

　
　
　
　
銀
　
七
匁
六
厘
　
糠
藁
役

　
　
　
　
銀
　
五
匁
七
分
三
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
役

一
、
永
　
百
拾
文
弐
分
御
蔵
米
入
用

一
、
米

八
升
八
合

　

御
六
尺
給

一
、
同
　
弐
升
六
合
　
　
御
伝
馬
米

一
、
金
壱
分
　
永
百
廿
五
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
和
社
倉

一
、
家
　
拾
七
軒

　
　
　
　
　
　
　

玉
目
　
三
匁
三
分

一
、
川
　
壱
筋

　
中

ノ
河
　
幅
七
間

一
、
橋
　
壱
ケ
所

一
、
雑
木
立
林
　
壱
ケ
所

一
、
用
水
池
　
壱
ケ
所

　
　

産
　
業

一
、
雪
中

ハ
女
大
布
少

々
は
、
夏
こ
か

　

い
少

々
仕
、
其
外
無
御
座
候

芋小屋の戸数 ・人口等の推移一覧表

年 号　西 暦　戸数 竃

年貢割付

村方目録4442

宗門改帳

書上帳

宗門改帳

28

38

35

33

26

52

50

35

86

63

24

54

90

85

68

17

15

15

15

16

14

17

15

15

　 9

11

15

15

16

1720享保5年

1732享 保17年

1782天 明2年

1786天 明6年

1797寛政9年

1806文化3年

1867慶応3年

1876明治9年

1975昭 和50年

　
宗
門
改
帳
や
そ
の

他
の
資
料
に
よ

っ
て

戸
数
や
人
口
の
推
移

を
み
て
み
よ
う
。

　
享
保
五
年

に
は
戸

数
十
四
戸
、
享
保
十

七
戸
に
は
戸
数

・
竃

数
共
に
十
七
で
こ
れ

は
名
主

一
人
組
頭

一

人
百
姓
十
五
名
人
口

八
十
六
人
で
あ

っ
た

そ
れ
よ
り
六
十
五
年

後
の
寛
政
九
年
に
は

竃
数
十
五
、
戸
数
九

戸
、人
口
五
十
四
人
に

急
減
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
時

の
各
戸

の
持
高
や
家
族
構
成
が
わ
か
る
。
戸
数
人
口

が
急
減
し
た
の
は
天
明
三
～
四
年

(卯
年

一
七
八
三
～
八
四
)

の
史
上
空
前
と

い
わ
れ
る
大
飢
饉

に
よ
る
も
の
で
餓
死
者
十
八
人
、
関
東
方
面

へ
の
他
出
者

二

十

一
人
で
天
明
六
年
に
は
在
住
者
僅
か
二
十
四
人
で
あ

っ
た
。

　
そ
の
窮
状
は
、
名
主
仮
役
門
兵
衛
と
百
姓
代
市
郎
治
が
天
明
四
年
十

一
月
に

代
官
に
宛
て
た
訴
願
状

(杉
原
重

一
氏
蔵
)
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。



芋 小 屋 の 村 勢 一 覧 表(寛 政9年 宗門改帳による)

考備
家　　 　　 族
計 男 女

家

持高

百 姓 名

他出高太郎兵衛預り

6人

4

1

3

1

1

3

1

3

3人9人8間 ×32石9斗6升1合市 之 亟

267　 ×32.　 8.　 6.　 4市 郎 次

347　 ×31　 8.　 6.　 4太郎兵衛

257　 ×31　 9.　 8.　 4門 兵 衛

127　 ×32.　 1　 8.　 5千代 ノ助

111.　 4.　 3.　 7丹 治 郎

3

計

1　 6.　 2.　 0新 　 吉
112.　 1　 1　 3松 治 郎

147　 ×32.　 6.　 5.　 1長 兵 衛
123.　 2.　 4.　 2友 　 吉
147　 ×31　 9.　 7.　 0清 太 郎

無跡高市之亟預り1　 5.　 6.　 8宇 平 次

無跡高門兵衛預り家明1　 5.　 7.　 0十 右 門

無跡高市郎次預り1　 3.　 2.　 6弥治右門

相家
外年凶作高清太郎預り

外年凶作高鶴吉預り
外年凶作高亀太郎預り

　 2

　 3

　 1

28

357　 ×33.　 8.　 8.　 6亀 太 郎

147　 ×33.　 1　 7　 5鶴 　 吉
123l　 3.　 1　 9五 郎 助
113　 ×31　 8.　 0.　 1五 　 助
112.　 7.　 6.　 4弥 太 郎
2654944.　 　 3.　　0.　　 7

飢
餓
に
苦
し
む
者
続
出
し
、
そ
の
上
疾
病
が
発
生
し
田
畑
の
仕
付
け
え
か
な
わ

ず
多
数
病
死
し
、
無
跡
者
や
無
跡
同
様
の
者
が
出
た
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

　
こ
れ
を
約
八
十
年
後
の
慶
応
三
年
と
此
較
し
て
み
る
と
、
石
高
は
同
じ
で
あ

る
が
家
数
は
十
五
と
増
し
ほ
ぼ
現
在

(十
六
戸
)

の
形
に
な
っ
た
こ
と
が
判
る
。

こ
の
十
五
戸
は
、
五
郎
左
衛
門

・
五
左
右
門

・
若
蔵

・
仙
次
郎

・
儀
三
郎

・
市

郎
次

・
多
右
門

・
弥
右
門

・
仁
右
門

・
重
右
門

・
鉄
蔵

・
熊
重

・
惣
蔵

・
清
蔵

で
名
主
は
儀
三
郎
で
あ

っ
た

(『
宗
門
改
帳
』)
。

　
経
営
規
模
の
零
細
化
を
防
ぐ
た
め
、
分
家
し
な
い
こ
と
を
村
の
掟
と
し
て
守

ら
れ
て
き
た
。

六
　
五
万
石
騒
動

　
前
掲
の
年
表
の
中
で
享
保
五
年

の
項
に
、

　

「
十
月
よ
り
五
万
石
騒
動
、
丑
の
正
月
よ
り
江
戸
に
登
り
寅
の
七
月
二
日
に

　
相
済
事
」

と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
。
南
山
御
蔵
入
地
方
が
幕
府
直

轄
支
配
が
行
わ
れ
た
年
数
は
、
通
算
し
て
四
十
三
年
程
度
で
大
半
は
会
津
藩
預

り
領
と
し
て
支
配
さ
れ
た
。
天
領

・
藩
預
を
繰
返
し
た
が
第

一
回
目
の
幕
府
直

支
配
時
の
享
保
五
年
に
百
姓

一
揆
が
勃
発
し
た
。
い
わ
ゆ
る
南
山
御
蔵
入
騒
動

(
五
万
石
騒
動
と
も
言
う
)
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
享
保
年
間
は
自
然
災

が
続
き
民
力
は
い
ち
じ
る
し
く
減
退
し
代
官
山
田
八
郎
兵
衛
の
暴
政
に
対
し
農

民

一
揆
を
起
し
た
の
で
あ
る
。
享
保
五
年
(
一
七
二
〇
)十

一
月
二
十
七
日
、
伊

南

・
伊
北

・
金
山
谷

・
下
郷
各
組
の
百
姓
五
、
六
百
人
が
田
島
代
官
屋
敷
に
押

し
か
け
た
事
件

で
あ
る
。



　

こ
の

一
揆
に
係
わ

っ
た
西
山
地
内

の
者
の
名
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る

芋
小
屋
村
　
名
主
五
左
衛
門
　
　
　
砂
子
原
村
　
組
頭
権
左
衛
門

黒
沢
村
　
名
主
長
左
衛
門
　
　
　
　
冑
中
村
　
弥
治
左
衛
門

五
畳
敷
村
　
太
郎
左
衛
門
　
　
　
　
同
　
　
　
金
右
門

同
　
　
　
　
名
主
利
兵
衛
　
　
　
　
同
村
湯
守
　
善
次
郎

漆
峠
村
　
勘
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
芋
小
屋
村
　
伝
左
衛
門

冑
中
村
　
孫
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
田
代
村
　
与
治
右
衛
門

同
　
　
　
太
治
左
衛
門
　
　
　
　
　
遅
越
渡
村
　
清
左
衛
門

牧
沢
村
　
仲
右
衛
門

で
あ
る
。

　
享
保
六
年

(
一
七
二

一
)
二
月
奥
州
会
津
郡
御
料
所
惣
百
姓
代
三
十
三
名
が

連
名

で
代
官
山
田
八
郎
兵
衛
に
十
三
ケ
条
の
訴
状
を
提
出
し
て
い
る
が
、
そ
の

中
に
牧
沢
村
仲
右
衛
門
と
共
に
芋
小
屋
村
五
左
衛
門
の
名
が
み
え
る
(『
大
沼
郡

誌
』
)。
村
人
の
救
済
に
活
動
し
た
義
民
で
あ

っ
た
。
こ
の

一
揆
は
享
保
七
年
に

終
局
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

七
　

御
役
漆

　
御
役
漆
木
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
大
谷
組
七
、

一
四
九
本
七
分

の
中
芋

小
屋
村

の
御
役
漆
木
は
三
五
〇
本

で
あ

っ
た

(漆
峠
の
項
の
表
参
照
)
。

　
正
徳
五
年

(
一
七

一
五
)
星
孫
之
亟
が
記
し
た
文
書

(星
栄
喜
氏
蔵
)
に
よ

る
と
次

の
通
り
で
、
享
保
十
七
年

の

『
村
方
目
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
数
量
と

一
致
す
る
。

正
徳
五
年
未
四
月

一
、
三
百
五
拾
本
　
御
役
漆
木
数

　

此
御
役
蝋
七
貫
三
百
五
拾
目
　
但
壱
本
ニ

付
弐
拾
壱
匁
ツ
ツ

一
、
四
貫
九
百
目
　
大
買
蝋
　
但
壱
本
ニ
付
拾
匁
ツ
ツ

一
、
弐
貫
八
百
目
　
小
買
蝋
　
但
壱
本
ニ
付
八
匁
ツ
ツ

こ
の
漆
木
の
各
人
の
持
数
と
役
蝋

の
負
担
は
次
表
の
よ
う
で
あ

っ
た
。

漆 木 持 数 と 役 蝋 負 担 表

役 　 　蝋本 　 数百姓名

貫 百 匁 分 厘

2.　 4　 9.　 1.　 8

本 分 厘

56.　 2.　 6
孫 之 丞

1.　　6.　 12.　 5.　　037.　 5.　 0.□ 五 郎

1.　　1.　 14.　 9.　　925.　 9.　 3

武 右 門
長 次 郎

1.　　1.　 79.　 9.　　227.　 4.　 4十 衛 門

1.　　1.　 79.　 9.　 227.　 4.　 4角 兵 衛

3.　　3.　 82.　 3.　 878.　 6.　 6

助左衛門
市 兵 衛
八左右門

1.　　3.　　0.　　6.　　230.　 2.　 4.　 7清 右 門

1.　　4.　 30.　 4.　 833.　 　2.　　6.　　7長 右 門

1　 4　 30.4　 833.　 　2.　　6.　　7

孫 次 郎
孫 右 門
捨 　 六

 

　
年
貢
と
し
て
蝋

の
取
立
て
は
き
び
し
く
、
田
島
代
官
所
に
は
御
蔵
入
総
取
締

の
漆
役
人
が
置
か
れ
、
ま
た
寛
政
年
間
に
は
東
尾
岐
字
遅
沢
に
も
御
蔵
入
の
漆

役
人
が
置
か
れ
て
い
た
。
役
漆

の
割
高
が
強
か

っ
た
の
で

一
本

で
も
所
有
権
は

大
切
だ
っ
た
。
天
明
三
年

の
凶
作
以
来
禿
百
姓
が
多
数
出
て
、
そ
の
者
た
ち
の



漆
木
を
他
の
者
が
支
配
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
隣
村
の
者
が
芋
小
屋
門
兵
衛
の

漆
木

一
本
を
抓
取
る
不
法
行
為
が
あ
り
、
門
兵
衛
が
代
官
所
漆
役
人
黒
川
柳
助

に
訴
願
し
た
文
書

(杉
原
重

一
氏
蔵
)
が
現
存
す
る
。
い
か
に
漆
木
を
大
切
に

し
所
有
権
を
主
張
し
た
か
が
推
察

で
き
る
。
ま
た
反
面
年
貢
取
立
て
の
厳
し
さ

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

八
　
滝
原
の
開
田

　
滝
原
に
六

ヘ
ク
タ
ー

ル
の

一
団
地
の
水
田
が
あ
る
。
こ
れ
が
開
田
さ
れ
た
の

は
昭
和
十
年
の
こ
と
で
あ
る
。
山
村
で
あ
る
限
り
生
活
基
盤
を
田
畑
山
林
に
求

め
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
芋
小
屋

・
冑
中
両
村
は
田
地
に
乏
し
く
自
給
量
に

達
せ
ず
、
他
か
ら
購
入
す
る
状
態
で
あ

っ
た
。
両
村
民
は
早
く
か
ら
こ
れ
を
憂

い
そ
の
解
決
策
を
協
議
し
た
。
滝
谷
川

の
流
水
を
芋
小
屋
字
清
水
平
よ
り
疏
水

し
芋
小
屋

・
胃
中
村

の
中
間
で
あ
る
滝

原
地
内
の
開
田
を
計
画
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
元
年
十
二
月
堰
組
合
を
設
置
、
同
五
年
四
月
起
工
幾
多
の
艱
難
を
経
て
昭

和
十
年
四
月
に
竣
工
し
た
。

　

こ
の
工
事
は
途
中
の
岩
石

一
二
〇
メ
ー
ト
ル
を
貫
通
し
堰
を
築
く
と
い
う
難

工
事
で
あ
り
工
費
三
、
○
○
○
円
を
要
し
た
。
土
地
所
有
者
は
耕
地
整
理
組
合

を
設
立
し
、
整
理
計
画
を
申
請
し
、
県
は
農
林
技
手
野
呂
氏
を
派
遣
し
設
計
に

当
ら
せ
た
。
工
費

一
〇
、
五
八

一
円
を
要
し
て
五

・
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
水
田
に

し
た
の
で
あ
る
。

　

以
来
水
利
の
便
よ
く
黄
金
の
穂
波
ゆ
れ
、
米

の
生
産
の
増
加
に
よ
り
充
足
す

る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
先
人
の
労
が
偲
ば
れ
る
。
こ
れ
を
記
念
す
る
開
田
の

碑
が
昭
和
昭
和
十

一
年
に
建
立
さ
れ
た
。

九
壇
の
松

　
大
成
沢

へ
の
途
中
に

「
壇
の
松
L
と
い
う
所
が
あ
る
。
壇
の
松
は
、
信
者
が

念
願
成
就
を
祈
願
し
た
お
符
を
結
び

つ
け
る

「御
符
木
L
で
あ

っ
た
。
道
路
拡

張
や
開
田
の
た
め
に
崩
さ
れ
現
存
し
な
い
。
開
田
の
時
に
は

一
メ
ー
ト
ル
四
方

か
ら
発
掘
さ
れ
た
多
数
の
二
寸
位
の
小
石
の

一
つ
一
つ
に
南
無
阿
弥
陀
仏
の
文

字
が
書
き
こ
ま
れ
て
い
た
。
昔
山
伏
が
七
日
七
晩
誦

経
し
、
経
文
を
書
い
て
埋

め
た

一
石

一
字
経
で
あ
る
。
ま
た
六
部
が
生
き
埋
め
に
な
っ
た
と
も
伝
え
て
い
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
前
掲

の

『
今
野
高
野
村
切
立
候
帯
刀
代
々
之
事
』
の
巻
物

の

中
に
、

　
「
一

、
坊
主

ハ
壱
世
行
人
ニ
成
リ
其
後
七
尺
ニ
穴
ヲ
掘
リ
其
中

へ
入
リ
上
ヲ

　
　
　
壇
に

つ
か
せ
し
と
申
す
此
ノ
壇
は
か
み
の
壱
里
壇
の
並
に
か
み
の
壇
上

　
　
　
入
行
人
壇
と
申
伝
候
」
「
一、
其
上
ノ
田
ノ
中
ノ
壇

ハ
高
野
ひ
じ
り
拾
弐

　
　
　
人
ニ

て
千
部
ノ
経
を
よ
み
日
本
国
中

ヲ
廻
リ
よ
み
あ
け
候
所
ニ

て
塚
を

　
　
　

つ
き
則
ち
石
を
買
い
其
石
ニ
字
を
書
き
経
塚

つ
き
候
よ
し
石
ニ
字
有
リ
」

と
あ
り
、
元
禄
三
年
（
一

六
九
〇
)
に
記
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前

か
ら
の
伝
承
で
あ
る
と

い
え
る
。

一
〇
　

信

仰

　

次
に
信
仰
に

つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

　

赤
城
神
社
や
地
蔵
堂
に
つ
い
て
は
第
八
章
宗
教
の
項
に
詳
述
し
た
の
で
参
照

し
て
ほ
し
い
。
各
戸
仏
教
徒
で
あ
る
。
珍
し

い
文
書
が
あ
る
の
で
所
収
し
て
お

く
。



　
　
　
往
来

一
札

　

一
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芋
小
屋
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
郎
左
衛
門
　
年
六
拾
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
シ
壱
人

右
者
拙
寺
檀
中
之
者
ニ
紛
無
御
座
候
今
度

　
二
十
四
輩
順
拝
ニ

罷
出
候
所
何
ノ
貯

　
無
之
唯
世
間
之
以
御
慈
悲
罷
通
リ
候
間

御
関
所
御
通
シ
可
被
下
候
若
シ
日
暮
ニ

行
掛
リ
候

ハ
、

一
宿
御
留
可
被
下
候

萬

一
病
死
仕
候

ハ
、
其
御
国
ノ
御
作
法
ニ
而
御
取
扱
奉
願
上
候
依
而
　
往
来

　

一
札
如
件

　
　
　
安
政
二
乙
卯
　
十
二
月
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
奥
国
会
津

大
沼
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂
子
原
村
　
西
念
寺
　
　
印

　
御
関
所

　
　
　
御
役
人
衆
中

　
　
　
　
船
川
問
屋
衆
中

　
五
郎
左
衛
門
が
只

一
人
で
二
十
四
輩

(
親
鸞
・
蓮
如
上
人
の
旧
績
)
巡
拝
に

出
発
す
る
時
に
、
通
行
手
形
と
し
て
発
行
し
た
寺
証
文
で
あ
る
。安
政
二
年
（
一

八
五
五
)

の
こ
と
で
あ
る
。
世
間
の
慈
悲
に
よ

っ
て
旅
を
す
る
の
で
関
所
を
通

し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
、
夕
刻
に
は

一
宿
泊
め
て
も
ら
い
た
い
こ
と
、
旅
の
途

中
万

一
病
死
し
た
時
は
そ
の
国
の
作
法
に
従

っ
て
取
扱

っ
て
も
ら
い
た
い
と
述

べ
て
い
る
。
当
時
は
行
路
病
人
と
し
て
土
葬
さ
れ
て
も
差
支
え
な
い
と
さ
れ
て

い
た
。
交
通
機
関
と
て
な
く
徒
歩
で
旅
を
続
け
た
姿
が
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
。

順
拝
記

(現
在
の
集
印
帳
の
如
き
も
の
)
に
よ
れ
ば
十
二
月
十
日
頃
出
発
し
翌

年
三
月
初
め
に
無
事
帰
宅
し
て
い
る
。
新
潟

・
富
山

・
福
井

・
滋
賀
に
ま
た
が

り
身
命
を
堵
し
て
の
大
旅
行
で
あ

っ
た
ろ
う
。
そ
の
根
底
は
い
か
に
信
心
が
篤

か

っ
た
か
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
寺
院

の
発
行
す
る
証
明
に
よ

っ
て
関
所

を
通
行
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
当
時

の
寺
院
の
政
治
的
地
位

の
高

い
こ
と
を
物

語
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

　
観
音
信
仰
や
古
峯
講
に

つ
い
て
は
他
の
集
落
と
同
様

で
あ
る
。

一
一
　

用
水
堰

　
村
中
を
貫
流
す
る
堰
は
、
簡
易
水
道
が
施
設
さ
れ
て
か
ら
は
飲
料
に
用
い
ら

れ
な
く
な

っ
た
が
、
今
も
な
お
灌
漑

・
防
火
用
水
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
こ
の
用
水
堰
の
開
削
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

揚
水
口
は
大
成
沢
向
い
の
地
で
中

ノ
川
の
本
流
か
ら
揚
水
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
地
の
岩
盤
は
固
く
岩
切
り

(開
削
)
は
困
難
と
さ
れ
て
い
た
。
先
覚
者
五

左
衛
門
は
樋
に
よ
る
引
水
を
計
画
し
、
十
兵
衛

(重
兵
衛
)
と
共
に
村
人
と
協

議
し
た
が

一
笑
さ
れ
る
有
様
で
あ

っ
た
。
両
人
は
試
み
に
ホ
ソ
キ
を
縄
に
吊
し

三
間
あ
る
い
は
二
間
の
樋
を
架
け
、
よ
う
や
く
引
水

の
見
通
し
が
立

っ
た
。
万

治
元
年

(
一
六
五
八
)
正
月
十

一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
工
費
は
如
何
程
要
し
よ

う
と
も
、
こ
の
大
業
が
完
成
さ
え
す
る
な
ら
と
両
人
が
負
担
す
る
こ
と
と
し
た

の
で
あ
る
。
同
年
二
月
二
十
七
日
、
博
士
山
か
ら
長
さ
二
十
三
間
幅
八
寸
、
長

さ
二
十
六
間
幅

一
尺
の
樋
材
料
を
採
り
、
大
成
沢
村

・
漆
峠
村

の
人
足
に
よ
り



搬
出
し
た
。
柳
津
村
の
大
工
吉
蔵
を
頼
み
、
そ
の
工
法
は
上
水
口
迄
は
立
木
九

本
を
岩

へ
打
込
み
、
立
木
に
樋
を
も
た
せ
か
す
が
い
で
止
め
、
山
側

へ
長
さ
六

間
の
樋
を
架
け
下
か
ら
柱
を
立
て
た
。
軟
盤
は
吉
蔵
が
開
削
し
た
の
で
あ
る
。

　
工
費
は
、

　

「
つ
る
は
し
　
　
　
　
三
百
弐
十
文

　
　

た
が
ね
　
　
三
本
　
弐
百
三
文

　
　
大
工
つ
ち
　
　
　
　
四
百
文

　
　
は
さ
み
　
　
壱
丁
　
　
　
八
文

　
　
釘

・
か
す
が
い
　

弐
百
九
文

　
　
　
合
壱
貫
三
百
廿
文
　
日
用
金
　
壱
分
　
雑
費
壱
分
」

で
あ

っ
た
。

　

こ
の
樋
も
年
月
と
共
に
腐
蝕
し
、
補
修
さ
れ
た
が
、
そ
の
年
代
は
不
明
で
あ

る
。
板
材
の
樋
は
腐
蝕
す
る
の
で
岩
盤

を
開
削
す
る
こ
と
を
御
公
儀
に
願

い
出

て
只
見
村

の
大
工
平
右
門

・
鍛
治
屋
与
右
衛
門
、
そ
の
外
甚
左
衛
門
.清
八
郎

.

五
郎
兵
衛
の
五
人
に
長
さ
二
十
四
間
、
幅

一
尺
の
岩
樋
を
切
り
開
く
こ
と
を
頼

み
着
工
し
た
。
こ
の
工
費
九
両
三
分
は
御
公
儀
よ
り
下
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

岩
盤
は
固
く
そ
の
年
中
に
完
成
せ
ず
翌
年
に
継
続
さ
れ
た
。
右
の
職
人
が
、

一

年
間
で
完
成
予
定

の
と
こ
ろ
岩
盤
固
く
二
年
も
工
事
を
続
け
た
が
大
水
に
よ
り

損
害
を
う
け
た
と
時

の
代
官
遠
山
三
太
夫

・
兵
左
衛
門
に
訴
願
す
る
程
の
難
工

事
で
あ

っ
た
。

　

こ
の
用
水
堰
の
完
成
に
よ
り
畑
は
改
田
さ
れ
前
述

の
よ
う

に
寛
文
十

三
年

　
(
一
六
七
三
)
八
月
に
検
地
が
行
わ
れ
こ
の
時
の
竿
高
(検
地
に
よ
る
石
高
)
は

九
石
二
斗
九
升
五
合
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
灌
漑

や
防
火
、
そ
し
て
日
常
の
用

水
と
し
て
村

の
生
活

の
動
脈
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
用
水
堰
を
発
案
し
た

先
人
の
業
績
を
今
に
と
ど
め
て
い
る
。
後
の
た
め
顕
彰
も
考
え
る
必
要
も
あ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
二

　
現
状
と
展
望

　
当
村
は
滝
谷
川
の
河
岸
段
丘
の
狭
隘
な
土
地
に
形
成
さ
れ
た
集
落
で
あ
る
。

歴
史
の
跡
を
振
り
返
え
る
と
、
生
活
様
式
や
精
神
文
化

の
面
で
も
変
遷
が
あ

っ

た
。
一
戸

平
均
田
地
約
三
十
五
ア
ー
ル
、
畑
地
十
二
ア
ー
ル
、
山
林
原
野

一
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
共
有
林
野
は
全
体
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
急
峻
な
山
地
で
あ
り
利

用
面
積
は
自
然
林
が
約
三
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
人
工
林
約
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
造
林

可
能
地
三
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
生
活
の
基
盤
で
あ

っ
た
。
が
、
経
済
機
構
の
変
革

と
共
に
道
路
改
良
工
事
等
に
よ
る
農
外
収
入
も
得
て
い
る
。

　

現
在
人
口
六
十
八
名
、
西
山
地
区
に
共
通
す
る
過
疎
化
の
現
象
は
こ
こ
に
も

み
ら
れ
、
後
継
者
が
通
勤
、
あ
る
い
は
技
術
職
を
求
め
る
傾
向
が
目
立

っ
て
い

る
。
必
ず
し
も
恵
ま
れ
な
い
土
地
条
件
の
も
と
で
、
自
給
食
糧
を
生
産
す
る
程

度

の
小
規
模
農
業
に
移
行
し
余
剰
農
地
は
委
託
耕
作
に
切
り
換
え
、
兼
業
農
家

し
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
山
林
資
源
は
人
工
林
の
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
幼
令
林

で
あ
る
が
、
従
来

の
管
理
と
は
異
に
し
、
こ
れ
を
優
良
材
に
撫
育
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
よ
う
。
先
年
行
わ
れ
た
養
鱒
事
業
は
中
止
さ
れ
て
い
る
が
、
適
切
な

水
管
理
の
も
と
に

一
村
挙
げ
て
の
事
業
と
し
て
再
開
は
望
め
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

村
を
経
営
す
る
の
は
人
で
あ
る
。
今
村
人
は
、
先
人
が
築

い
て
き
た
郷
土
を

愛
し
、
将
来
を
見

つ
め
な
が
ら

一
致
協
力
し
て
村
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。



至大成沢

至冑中

観
音
堂

赤
城
神
社

字居平

芋 小 屋

戸数　　　16戸

男　 39名

女　 32名
人口

杉　原　11戸

星　　5戸



　
　
七

、

大
　

成
　

沢

一
　
石
器
時
代
の
大
成
沢
と
大
社
跡

　
大
成
沢
は
霊
峰
博
士
山
麓
、
滝
谷
川

の
渓
谷
沿
い
に
形
成
さ
れ
た
山
村
集
落

で
あ
る
。

　
文
化
三
年

(
一
八
〇
六
)
に
大
成
沢
村
名
主
治
兵
衛
が
記
し
た

『
地
志
書
上

帳
』
に
、

　
「
一

、
家
数
十
八

　
　
　
軒
村
居
東
西

　
　
　
壱
丁
拾
三
間

　
　
　
南
北
壱
丁
三

　
　
　
拾
八
間
離
々

　
　
　

二
家
居
仕
東

　
　
　

ハ
山
、
西

ハ

　
　
　
中
ノ
川
、南
ハ

　
　
　
畑
、
北

ハ
田

　
　
　

二
御
座
候
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

一
七
〇
年
前
十
八
戸

が
離
れ
離
れ
に
家
を

構
え
て
い
た
散
村

の

形
態
が
知
ら
れ
る
。

大 成 沢 村 遠 景

こ
の
大
成
沢
集
落
が
、
い
つ
ど

の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

大
成
沢
を
知
る
に
は
た
と
え
そ
れ
が
血
縁
的
関
係
が
な
い
に
し
て
も
、
や
は
り
縄

文
時
代
に
さ
か
の
ぼ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
博
士
登
山
道
を
約

一
・
五
キ

ロ
メ
l
ト
ル
登

っ
た
所
に
約
十
ア
ー
ル
の
平
坦

地
が
あ
る
。
字
名
栗
平
と
い
い
、
通
称
堀
田
平
と
い
う
。
昭
和
三
十
九
年
開
田

作
業
の
時
、
炉
跡

・
柱
跡
と
思
わ
れ
る
も
の
や
土
器
石
器
が
発
見
さ
れ
た
。
赤

土
の
中
に
黒
く
円
形
を
な
し
た
も
の
数
ケ
所
、
こ
れ
は
竪
穴
住
居

の
柱
跡
で
あ

り
そ
の
中
心
と
思
わ
れ
る
所
に
扁
平
な
数
個
の
石
が
密
着
し
焼
石
と
消
し
炭
が

出
土
し
た
が
、
炉
跡
と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
周
辺
か
ら

長
さ
約
十

セ
ン
チ
の
石
槍

(現
存
)
や
波
紋
の
あ
る
厚
手
の
土
器
破
片
や
石
斧

が
出
土
し
て
い
る
。
約

二
メ
ー
ト
ル
の
深
い
地
層
か
ら
出
土
し
た
の
は
、
弘
治

元
年

(
一
五
五
五
)
の
地
震
に
よ
る
山
崩
れ
に
よ

っ
て
流
土
が
堆
積
し
た
か
ら

で
あ
る
。
村
民
は
山
が
崩
れ
た
の
で

「抜
け
沢
」

と
称
し
て
い
る
。
開
田
の
時

な
ど
埋
れ
木
が
散
見
さ
れ
た
。
こ
の
地
震
で
湯

の
嶽
が
山
崩
れ
を
起
し
、
湯
八

木
沢

の
住
家
を
埋
没
す
る
と
い
う
惨
害
が
あ

っ
た
。
先
住
民
族
の
住
居
跡
と
推

定
し
て
間
違
い
な
い
。
と
す
れ
ば
約
四
千
年
前
こ
の
地
に
人
跡
を
留
あ
た
こ
と

で
あ
り
村
の
曙
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
芋
小
屋
の
岩
沢
や
冑
中
上
野
の
住
居

跡
と
同
様
に
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
狩
猟
生
活
で
あ

っ
た
か
ら
山
続
き
で

あ
り
、
博
士
山
か
ら
の
沢
水
な
ど
生
活
条
件
を
充
た
す
適
地
で
あ

っ
た
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
約
四
千
年
前

の
縄
文
時
代
人
の
生
活
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、

次
の
弥
生
時
代
に
な
る
と
生
活
し
た
形
跡
を
全
く
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

こ
れ
は
縄
文
時
代
は
自
然
物
採
集
の
移
住
生
活
で
あ

っ
た
が
、
弥
生
時
代
は
農



耕
定
住
生
活
と
な
り
低
湿
地
帯
で
は
可
能
で
あ
る
が
、
台
地
上
で
は
不
可
能
で

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
や
が
て
人
工
に
よ
る
灌
漑
が
始
め
ら
れ

山
間
部
に
水
田
開
発
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
縄
文
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
至
る
千
数
百
年
間
に
つ
い
て
は
な
ん
の
資

料
も
な
く
そ
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
『会
津
正
統
記
』
に
よ
る
と
、

当
地
方
は
伊
佐
須
美
明
神
の
社
領
で
あ
り
次
い
で
磐
梯
恵
日
寺
の
寺
領
で
あ

っ

た
と
い
わ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
以
前
に

つ
い
て
は
伝
説
に
よ

っ
て
知
る
ほ
か
は
な

い
。
伊
佐
須
美
明
神
の
伝
説
は
八
世
紀
以
前
の
社
領
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
神

輿
渡
行
に
ま

つ
わ
る
伝
説
は
西
山
に
数
多
く
語
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
砂
子
原

・

黒
沢

・
冑
中

・
五
畳
敷

・
牧
沢
の
村

名
の
起
り
、
神
の
湯

・
血
の
池

・
双
子
山

切
伏
峠

・
善
波
平

・
千
石
五
郎

の
物
語
等
で
あ
る
。

　
享
和
三
年

(
一
八
〇
三
)
砂
子
原

の

『
書
上
帳
』
に
、

　

「湯
之
嶽
山
往
古
山
頂
ニ
伊
佐
須
美
明
神
立
セ
給

フ
ト
申
伝
候
、
山
之
八
合

　
　
目
ニ
池
有
長
五
尺
横
四
尺
是
ヲ
御
手
洗
沼
ト
申
伝
候
」

と
記
し
て
あ
る
。
伊
佐
須
美
明
神
は
金
山
町
御
神
楽
嶽
に
祀
り
れ
て
あ

っ
た
が

湯

の
嶽
山
頂
に
遷
ら
れ
干
石
五
郎
と

の
戦
い
の
後
博
士
山
頂
に
立
た
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
文
化
三
年
大
成
沢
の

『
地
志
書
上
帳
」
に
、

　
「
一

、
博
士
山
　
此
山
之
頂
上
に
伊
佐
須
美
明
神
之
社
跡
有
之
候
但
弐
間
四

　
　
　
方
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
今
現
に
博
士
山
頂

(
一
四
八
二
メ
ー
ト
ル
)
に
石
積
み
の

大
社
跡
が
あ
り
明
ら
か
に
人
工
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
社
窪
に
は
御
手
洗

に
用
い
た
石
舟
と
切
石
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
し
ば
ら
く
山
頂
に
在
ら
せ
ら
れ
た
明
神
は
や
が
て
明
神
嶽
に
お
遷
り
に
な
り

欽
明
天
皇
十
三
年

(『大
沼
郡
誌
」
)
に
高
田
に
遷
座
さ
れ
た
。
即
ち
御
神
楽
嶽

水
昌
ケ
峯
に
祀
ら
れ
て
あ

つ
た
が
、
御
坂
山
と
博
士
山

・
明
神
嶽
に
分
祠
祀

さ

れ
御
本
体
は
高
田
の
高
天
原
に
鎮
座
さ
れ
、
こ
れ
が
伊
佐
須
美
神
社
で
あ
る
。

祭
神
は
伊
弉
諾
尊

・
伊
弉
冊
尊
で
国
家
鎮
護
の
た
め
に
奉
祀
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
　
集
落
形
成
と
村
名
の
起
り

　
大
成
沢
は
現
在
字
前
田
が
居
村

の
中
心
で
あ
る
が
、
い
つ
の
時
代
に
現
在
の

集
落
を
形
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と

か

っ
て
は
上

村

・
杉
山

・
谷
滝

・
中
平

・
上
中
平

・
下
の
原

・
博
士
山
の
七
ケ
所
に
住
居
し

て
い
た
が
、
山
崩
れ
と
水
害
に
よ

っ
て
住
居
流
失
し
現
在
地
に
移

っ
た
と
い
わ

れ
る
。

　
字
上
村

(わ
ぶ
ら
)
は
大
成
沢
か
ら
博
士
登
山
道
を
約
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
登

っ
た
地
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
七
～
八
戸
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
九
尺
に
十

二
尺
の
欅
造
り
の
神
社
に
は
第
六
天
神
が
祀
ら
れ
後
に
住
吉
神
社
に
合
祀
さ
れ

た
。
神
社
跡
に
は
石
祠
が
祀
ら
れ
石
段

・
石
畳
が
あ
り
灯
篭
の
残
欠
が
見
ら
れ

近
く
に
は
御
手
洗
の
水
が
あ
る
。
第
六
天
の
鈴
が
あ

っ
た
が
神
社
に
奉
納
さ
れ

た
。
杉
藤
家
は
上
村
か
ら
移
住
し
た
と
い
わ
れ
屋
敷
跡
は
開
田
さ
れ
て
い
る
。

　
字
杉
山
に
は
何
戸
あ

っ
た
か
不
明
だ
が
現
在
石
祠
が
あ
り
そ
の
傍
ら
に
あ
る

目
通
り
五

・
三
メ
ー
ト

ル
の
楢
の
大
木
は
神
木

で
あ
ろ
う
。

　
石
段
二
十
級
余
を
数
え
る
。
石
宮
の
下
方

に
二
段
の
平
坦
地
が
あ
り
こ
れ
が

屋
敷
跡
と
思
わ
れ
る
。
鈴
木
春
夫
氏
の
先
祖
は
こ
こ
か
ら
移
住
し
た
と
い
わ
れ

る
。



　
谷
滝
に
は

「
お
宮

の
栃

の
木
」
と
呼
ば
れ
る
大
木

(天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
た
湯
八
木
沢
宮

の
原
の
栃
の
木
と
兄
弟
と
伝
え
て
い
る
)
が
あ

っ
た
が
昭
和

初
期
に
倒
れ
今
は
な
い
。
こ
の
木
の
周
辺
に
屋
敷
跡
が
あ
る
。

　
上
中
平
に
は
通
称
長
者
屋
敷
跡
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
人
工
の
釣
瓶
の
跡

が
あ
る
。

　

中
平

・
下
の
原
に
は
屋
敷
跡
の
確
証
と
な
る
も
の
が
な
い
。
字
博
士
に
も
屋

敷
跡
が
あ
り
博
士
屋
敷
と
呼
ん
で
い
る
。

　
屋
敷
跡
は
河
岸
段
丘
に
な

っ
て
お
り

五
～
八
戸
あ

っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
石

祠
と
十
基
の
墓
石
が
あ
り
後
述
の
蛇
桂

の
伝
説
に
あ
る
が
木
地
師
の
住
居
跡
と

い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
後
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
昭
和
三
十
九
年
慶
応
大
学

生
二
百
名
が
博
士
登
山
の
折
こ
の
地
に
キ
ャ
ン
プ
し
た
の
で
慶
応
平

の
名
が
生

ま
れ
た
。
こ
の
屋
敷
跡
か
ら

一
・
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
登

っ
た
所
を
金
堂
寺
跡
と

い
え
、
本
尊
は

一
寸
八
分
の
金
仏
で
後

に
昭
和
村
小
野
川
大
乗
寺
に
安
置
し
た

と
い
わ
れ
る
が
信
憑

性
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
大
成
沢
は
七
ケ
所
に
住
居
し
て

い
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
生
活
に
必
要
な
沢
水
が
あ

っ
た
。
七
ケ
所
の
沢
か
ら

集

っ
て

一
村
を
形
成
し
た
の
で
大
成
沢
に
な

っ
た
と
い
う
の
が
村
名
起
源
の

一

説
で
あ
る
。

　
ま
た
、
大
成
沢
地
内
に
は
川
床

の
流
失
沈
下
に
よ

っ
て
生
じ
た
有
名
無
名
の

幾
条

の
滝
が
あ
る
。
大
成
沢
芋
小
屋
の
中
間
に
あ
る
滝
谷
川
に
懸
る
滝
は
水
量

多
く
雄
大
で
豪
音
を
響
か
せ
て
い
る
。
支
流
杉
山
川
の
都
務
知
倉
滝
は
水
源
を

博
士
山
に
発
し
上
下
二
段
か
ら
な
り
、

一
度
に
全
貌
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
な

い
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
る
。

　
鳴
動
す
る
沢

「
鳴
沢
L
に
ふ
さ
わ
し
く
大
成
沢

の
名
が
生
じ
た
と
い
う
。

『滝
谷
山
ノ
内
家
系
図
』

の
中
に
、

　

「
俊
清
ヨ
リ
成
沢
峠
屋
敷
越
渡
五
ケ
村
二
十
貫
文

ノ
地

ヲ
分
地
セ
リ
」

と

「
成
沢
」

の
名
が
み
え
る
。
永
禄
元
年

(
一
五
五
八
)
頃
の
記
録
で
あ
る
。

「大
成
沢
」

の
名
は
更
に
古
く

『会
津
正
統
記
』
に
よ
れ
ば
大
成
沢
に
阿
弥
陀

堂
が
建
立
さ
れ
た
の
は
仁
平
二
年

(
一
一
五
二
)
と
そ
の
名
が
あ
る
。
こ
の
阿

弥
陀
堂
が
文
亀
三
年

(
一
五
〇
三
)
に
地
蔵
堂
と
改
め
ら
れ
た
。
鎮
守
住
吉
神

社
が
奉
祀
さ
れ
た
の
が
同
じ
く
文
亀
三
年

で
、
第
六
天
神
が
奉
斎
さ
れ
た
の
は

永
正
六
年

(
一
五
〇
九
)
で
あ
る
。
琵
琶
首

の
第
六
天
神
社

(現
在
の
多
賀
神

社
)
と
漆
峠
の
山

の
神
が
祀
ら
れ
た
の
も
同
年
で
あ
る
。

　
西
山
地
区
に
珍
ら
し
い
真
言
宗
の
檀
家
が
あ
る
。
大
成
沢
か
ら
漆
峠
、
海
老

山
越
え
の
道
路
が
か

っ
て
の
主
要
道
路
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
推
察
す
る
と
、
鎌

倉
幕
府

の
支
配
体
制
が
確
立
す
る
以
前
は
、
高
田
方
面
と
の
接
触
に
よ

っ
て
拓

け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
荘
園
制

の
頃
大
沼
郡
に
は
門
田
荘

・
赤
館

荘

・
金
山
荘
が
あ

っ
た
が

・
赤
館
荘

の
荘
園
の

一
部
と
し
て
拓
か
れ
た
た
め
会

津
高
田
町
長
岡
の
長
福
寺
と
結
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
太
師
信
仰
者
が
中
心
と
な
り
太
師
堂

(建
立
年
不
明
)
を
造
立
し
た
と

思
わ
れ
る
。
堂
の
跡
地
に
弘
法
清
水
が
あ
り
、
芋
小
屋
に
も

「博
士
山
を
高
野

山
に
見
立
る
物
語
」

が
あ
る
が
、
「弘
法
太
師
は
会
津
に
は
来
な
か

っ
た
」
(『古

代
会
津
の
歴
史
』
)
と
さ
れ
て
い
る
。
(住
吉
神
社

・
地
蔵
堂

・
太
師
堂
に
つ
い
て

は
第
八
章
宗
教

の
項
に
詳
述
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
)

　
鈴
木
裕
氏
所
蔵
の
家
系
図
を
大
成
沢
に
関
す
る
部
分
を
書
写
す
る
と
次
の
通



り

で
あ

る
。

鈴
木
弥
太
郎
重
朝

長二三四

大
内
蔵

蔵
人
又
兵
衛

左
膳

五
　
源
七

六
　
藤
左
衛
門

成
沢

二
住

ス

・源

七

一　

七
郎
左
衛
門

二
　
監
物

三
　
源
左
衛
門

四
　
市
左
衛
門

　

こ
の
家
系
図
は
次
に
述
べ
る
漆
峠
鈴
木
留
重

・
同
金

一
郎
氏
所
蔵
の
も
の
と

全
く
同
じ
で
あ
り
同

一
家
系

で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　
弥
太
郎
重
朝
は
戦
に
敗
れ
延
徳
三
年

(
一
四
九

一
)
に
黒
川

(若
松
)
に
来

り
、
更
に
明
応
九
年

(
一
五
〇
〇
)

に
横
田
城
主
山
ノ
内
俊
清
の
旗
下
に
属
し

た
。
そ
の
五
男
源
七
の
子
の
源
七
が
大
成
沢
に
住
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
、
そ

の
子
孫
が
居
住
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
現
在
大
成
沢
は
ほ
と
ん
ど

が
鈴
木
の
姓
で
あ
る
か
ら
同
族
集
落
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
村
の
発
祥
か
ら
村
落
形
成
の
歴
史
の

一
端
を
み
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
幕
藩
時
代

の
村
勢
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

三
　
幕
藩
時
代
の
村
の
よ
う
す

　
享
保
十
七
年

『大
谷
組
御
手
鑑
」

に
よ

っ
て
村
勢
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
村

高
、
田
畑

の
反
別
、
年
貢
、
戸
数
、
人
口
、
神
社
、
仏
堂
等
に
つ
い
て
書
か
れ

て
お
り

い
わ
ば
村
勢
要
覧
で
あ
る
。

　
　

『
享
保
十
七
年
　
大
谷
組
村
方
目
録
』

大
成
沢
村
　
　
　
　
名
主
　
彦
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
　
与
右
衛
門

　
江
戸

へ　

六
拾
壱
里
弐
丁

　
若
松

へ
　
海
老
山
通

　
　
　
　
　
　
七
里
八
丁
三
十
九
間

　
漆
峠

へ
　
十
弐
町
五
間

　
芋
小
屋
へ
　
九
丁
十
七
間

　
琵
琶
首

へ
　

三
十
四
丁
七
間

高
九
拾
三
石
四
升
七
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
金
方

　
此
反
別
　
弐
拾
町
弐
反
五
畝
歩

　
　
　
　
　
　
　
免
四
ツ
弐
分
三
厘

　
内
　
壱
町
六
反
壱
畝
三
歩
　
　
田
方

　
　
　
　
　
此
分
米
　
拾
七
石
九
斗

　
拾
八
町
六
反
三
畝
廿
七
歩
　
畑
方

　
　
　
　
此
分
米

　
　
　
　
七
拾
五
石
壱
斗
四
升
七
合

一、金
　
三
分
　
永
五
拾
五
文
八
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
口
永

一、金
　
弐
分
　
永
百
拾
文
七
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
物
成

　
　

此
銀
　
三
拾
九
匁
六
分
六
厘

　
　
　
　

此
訳

　
　

銀

拾
壱
匁
　
　

　

布

役

　
　

銀
　
拾
五
匁
八
分
壱
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糠
藁
役

　
　

銀
　
拾
弐
匁
八
分
五
厘
　
綿
役

一、永
弐
百
四
拾
九
文
　
　
御
蔵
米
入
用

一、米
　
壱
斗
九
升
八
合
　
　
御
六
尺
給

一、米
　
六
升
　
　
　
　
　
　
御
伝
馬
米

一、金
　
壱
両
　
永
百
廿
五
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
個
社
倉

一、家
　
三
拾
壱
軒
　
馬
八
疋
　
牛
壱
疋

一、竃
　
三
拾
七



　
　
　
此
訳

上
田
　
壱
反
七
畝
弐
歩

　
此
分
米
　
弐
石
三
斗
八
升
九
合

中
田
　
壱
反
八
畝
十
五
歩

　
此
分
米
　
弐
石
三
斗
三
升
壱
合

下
田
　
壱
町
弐
反
五
畝
拾
六
歩

　
此
分
米
　
拾
三
石
壱
斗
八
升

上
畑

七
反
三
畝
廿

一
歩

　
此
分
米
　
五
石
壱
斗
六
升

中
畑
　
弐
町
六
反
三
畝
歩

　
　
　
　
四
畝
十
九
歩
　
夘
砂
入

　
此
分
米
　
弐
斗
五
升
九
合

　
此
分
米

　
　
　
拾
四
石
壱
斗
六
升
弐
合

下
畑
　
拾
四
町
七
反
九
畝
十
六
歩

　
内

壱
反
四
畝
九
歩

夘
山
崩

　
此
分
米
　
五
斗
三
合

　
此
分
米

　
　
　
五
拾
壱
石
七
斗
八
升
三
合

屋
敷
　
五
反
七
畝
廿
歩

　
此
分
米
　
四
石
三
升
六
合

　
　
　
壱
人
　
名
主
　
壱
人
　
組
頭

　
　
　
三
拾
壱
人
　
百
姓

　
　
　
四
人
　
水
呑

一、人
数
　
百
七
拾
四
人
　
百
五
拾
人
男

　
　
　
　
六
拾
九
人
女

一、御
役
漆
木
　
弐
百
三
拾
八
本

一、同
　
漆
　
弐
盃
三
合
八
夕

一、同
　
蝋
　
拾
壱
貫
弐
百
三
拾
四
文

　
　
内

　
　
　
　
四
貫
九
百
九
拾
八
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
年
貢

　
　
　
　
三
貫
三
百
三
拾
三
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
買
蝋

　
　
　
　
壱
貫
九
百
四
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
買
蝋

一、鎮
守
　
住
吉
明
神
　
社
人
　
砂
子
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
向
守

　
　
　
　
身
六
尺

一、地
蔵
堂
　
弐
間
四
面
　
　
　
無
別
当

一、籾
　
　
　
八
俵
　
　
　
　
　
定
　
個

高
六
石
五
斗
三
升
八
合
　
新
田
金
方

　
此
反
別
　
下
田
六
反
弐
畝
八
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
免
三
ツ
弐
分

合
九
拾
九
石
五
斗
八
升
五
合

　
一、
田
　
壱
反
五
畝
弐
拾
七
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
取

　
　
　
　
　
　
取
壱
斗
弐
升
七
合

　
一、金
　
拾
弐
両
三
分

　
　
　
　
　
永
百
四
拾
弐
文
五
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亥
御
年
貢

一、猟
師
鉄
砲
　
壱
挺

　
　
　
　
　
　
長
弐
尺
九
寸
九
分

　
　
　
　
　
　
玉
目
　
　
　
市
右
衛
門

一、
威
鉄
砲
　
壱
挺
　
長
弐
尺
九
寸
九
分

　
　
　
　
　
　
玉
目
　
　
　
　
彦
太
郎

　
家
数
三
十
一
戸

、
竃
数

(世
帯
数
)
三
十
七
で
、

一
人
名
主
、

一
人
組
頭
、

三
十

一
人
百
姓
、
四
人
水
呑
、
人
口

一
七
四
人
で
あ

っ
た
。
こ
の
戸
数
人
口
の

推
移
を
み
る
と
文
化
三
年

(
一
八
〇
六
)
に
は
十
八
戸
、
弘
化
二
年
に
は
木
地

屋
五
戸
を
含
め
て
二
十
七
戸
、
人
口

一
五
四
人
と
激
減
し
て
い
る
。

こ
れ
は
天

明
三
年
続
い
て
天
保
年
間
の
凶
作
飢
饉

に
よ
っ
て
前
記
四
人
の
水
呑
百
姓
が
欠

落
し
、
ま
た
七
戸
の
無
跡
者
が
出
た
た
め
で
あ
る
。

　
大
成
沢
に
は
近
世
文
書
が
比
較
的
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
た
。
次
の
表
は
寛
永

二
十

一
年

(
一
六
四
四
)
か
ら
嘉
永
二
年

(
一
八
四
九
)
ま
で
の
村
高
等
を
年

貢
割
付
状

(年
貢
納
入
告
知
書
)
に
よ

っ
て

一
覧
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。



大成沢村の本田 ・新田高、年貢率、災害引、取米等の状況一覧表

備　　 　　　 考納 合 計
取 米
合 計

災 害
引 高

同 免

(年貢率
新田高

同 免

(年貢率

 

高田本年 号

定免

今年より幕府直轄支配

畑田成増　 0.278

畑 田成増 　 0.595

畑田成増　4.277

今年より会津藩預り

9両2分 永60文

8両5分 永310文

7両5分 永353文

6両5分 永463文

8両4分 永185文

8両1分 永197文

6両3分 永127文

8両3分 永　 6文

8両3分 永156文

8両2分 永227文

6両2分 永51文

5両1分 永116文

6両1分 永209文

　不　　　明

畑 田成 増 　 0.450

今年より第2回

幕府直轄支配

畑田成増　 0.504

畑 田成増　 0.538

畑 田成増　 0.560

畑 田成増　 0.544

今年 より会津藩預 り支配
となる

石 　 合

　8.124

29.338

32.205

33.090

33.090

23.958

28.815

25.584

29.663

29.663

25.905

23.120

26.362

26.362

27.218

28.957

26.728

16.714

19.513

27.120

27.120

23.960

26.273

25.425

24.409

26.273

27.120

27.120

24.582

22.093

26.156

23.849

22.009

24.769

25.202

24.683

18.399

15.003

18.161

22.897

26.352

27.158

24.678

27.158

27.608

27.608

不 　明

　　 !ノ

27.608

27.608

不 　 明

30.957

33.058

34.406

33.401

36.621

37.480

36.274

石 　合

50.536

　　 928

　　　　 0

　　　　 0

　　　　 0

20.000

　　　　 0

4.800

　　　　0

　　　　 0

8.820

7.682

　　　　 0

　　　　 0

　　　　 0

　　　　0

6.834

35.590

23.772

　　　　0

　　　　0

4.883

　　　　0

　　　　0

3.388

　　　　0

　　　　0

　　　　0

9.769

16.895

4.225

11090

16.840

9.205

7.862

9.472

29.112

42.377

32.512

17.839

9.439

6.996

11.511

6.996

6.996

6.996

不 明

　　 !ノ

6.996

6.996

不 明

6.996

6.996

6.996

6.996

9.080

6.996

10.256

　　100

　　　　0

　 1.00

　　100

　　110

　　160

　　160

　　　　0

　　　　0

　　　　0

　　　　0

　　　　0

　　　　0

　　　　0

　　　 0

　　　 0

　　　　0

　　　　0

　　　 0

　　　 0

　　　 0

　　　 0

　　　 0

　　　 0

　　　 0

　　　 0

　　　 0

　 180

　180

不 明

　 2.10

　2.10

　2.10

　2.10

　2.10

　2.10

不 明
　 〃

　 2.10

　 2.10

不 明

　 2.50

　 2.80

　 3.12

　 3.02

　 3.10

　 3.10

　 3.10

石合

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

0.889

　　!ノ

〃

〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

0.420
　〃

　〃

〃

〃

〃

〃

/ノ

　 〃

不 明
　 Z/

0.420

　　〃

不 明

0.420
　 〃

〃

　 Z/

6.538

　 〃

　 〃

　　ツ分

　　2.37

　　3.5C

　　3.8C

　　4.OC

　　4.OC

　　3.70

　　3.4C

　　3.2C

　　3.5C

　　3.50

　　3.40

　　3.00

　　3.10

　　3.10

　　3.20

　　3.40

　　3.40

　　3.40

　　3.20

　　3.20

　　3.20

　　3.00

　　3、10

　　3.00

　　3.00

　 3.10

　　3.10

　 3.20

　 3.20

　 3.20

　 3.20

　 3.20

　 3.20

　 3.20

　 3.20

　 3.20

　 3.20

　 3.20

　 3.20

　 3.20

　 3.30

　 3.30

　 3.30

　 3.30

　 3.30

　 3.30

不 明

　 〃

　 3.30

　 3.30

不 明

　 3.70

　 3.95

　 4.11

　 3.99

　 4.12

　 4.12

　 4.12

石　 合

84.750
　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 Zノ

　　 !ノ

　　 !ノ

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

89.027

　　 !ノ

　　 〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

不 明
　　〃

89.027

　　〃

不明

89.027

　　〃

　　〃

　　〃

93.047

　　〃

　　 Zノ

寛 永21年

承 応2年

明暦 元 年

　 〃2年
〃3年

万 治元 年

　 〃2年

寛 文5年
〃11年

〃12年

延 宝 元 年

〃2年

〃3年

〃4年

〃5年

〃6年

〃7年

〃8年

天 和 元 年
〃2年

〃3年

貞 享 元 年
〃2年

〃3年

〃4年

元 禄 元 年
〃2年

〃3年

〃4年

〃5年

〃6年

〃7年

〃8年

〃9年

〃10年

〃11年

〃12年

〃13年

〃15年

"16年

宝 永2年
〃3年

〃4年

〃5年

〃6年

〃7年

正徳 元 年
〃2年

〃3年

〃4年

〃5年

享 保 元 年
〃2年

〃3年

〃4年

〃5年

〃7年

〃8年



考備納 合 計
取 米
合 計

災 害
引 高

石 合
本田.

定免制 となる
7ケ 年定免
3ケ 年定免

5ケ 年定免

5ケ 年定免

5ケ 年定免

5ケ 年定免　今年より

第3回 幕府直轄支配

5ケ 年定免

5ケ 年定免の内改出増

10ケ 年定免

今年より会津藩預り支哲

新田高入0.461

新 田高入0.130

凶作 により破免

去凶作引戻旱損皆無

去凶作引戻

5ケ 年定免　青立劣減

去凶作引戻

5ケ 年定免

3ケ 年定免

5ケ 年定免

7ケ 年定免

7ケ 年定免

7ケ 年定免

7ケ 年定免

7ケ 年定免

青立皆無

青立皆無

7ケ 年定免

5ケ 年定免

1ケ 年定免　今年より

会津藩預り

1ケ 年定免

7ケ 年定免

老コ　 合

7.756

1760

1760

1760

1.760

0.501

5.576

0

0

0

　 米0.264

永14貫151文

　 米0.264

永15貫064文

　 米0.264

永15貫097文

　 米0.264

永14貫687文

　 米 α264

永14貫692文

　 米0.264

永14貫891文

　 米0.196

永11貫416文

　 米0.265

永11貫645文　 米
0.265

永15貫009文

　 米 α265

永8貫288文

　 米0.265

永10貫281文

　 米0.265

永11貫753文

　 米0.265

永11貫085文

　 米0.265

永13貫025文

　 米0.265

永13貫414文

　 米0.265

永13貫439文

　 米 α265

永13貫439文

　 米0.265

永13貫685文　 米
0.265

永13貫695文

　 米0.265

永9貫553文

米0.265

永11貫051文

米0.265

永14貫189文

米0.265

永14貫189文

米0.265

永13貫847文

米0.265

永13貫847文

米0.265

永13貫889文

永13貫
0

0

0

0

0

但古新田分

不 明

1田高のうち

大成沢村年貢割付状から作成

同 免

(年貢率
新田高

可免

〔年貢率
年　 号　本田高

不 明

　 3.10

　 3.10

　 3.20

　 3.20

　 3.20

　 3.20

　 3.20

　 2.45

　 3.20

　 2.45

　 3.20

　 2.45

　 3.20

　 2.45

石 　 台

6.538
　　 ノノ

　　 Zノ

　　 !/

　　〃

　　 〃

　　 〃

6.538

1670

　　/ノ

8.208

〃

3.87〃

　　ツ分

　　4.12

　　4.12

　　4.12

　　4.2∈

　　4.23

　　4.3ε

　　4.33

　　4.33

　　16C

　　4.33

　　2.03

　　4.33

　　2.03

　　4.33

　　2.03

田4.36

畑4.26

石 合

93.047
　　 ∠ノ

　　 〃

　　 〃

　　 !/

　　 /ノ

　　 〃

87.471

5.576

　　 〃

93.047

〃〃!ノ

〃〃〃

Zノ8.669〃

8.799
田4.36

畑4.44

〃〃

〃

〃

田4.36

畑4.44

田4.36

畑4.44

不 明

1.80

1.51

195

2.67

2.81

2.81

2.81

2.81

2.81

2.81

181

2.81

2.41

2.81

不 明

田2.38

畑3.07

田2.58

畑3.23

田2.98

佃3.26

ヨ3.67

畑3.82

田3.83

畑3.93

田3.85

佃3.93

田3.85

旧3.93

田3.85

旧4.05

田3.87

1田4.05

田3.87

1田4.05

田3.87

佃4.05

田4.04

佃4.05

〃

〃

　〃

ヨ4.11

田4.05

享保9年
　〃10年
　〃11年　
〃12年

　〃13年
　〃20年
元 文3年

延享3年

宝暦元年

　〃5年

　〃6年

〃8年

〃11年

〃13年

明和2年

安永2年

天明3年

〃4年

〃5年

〃6年

〃7年

寛政3年

〃8年

〃11年

文化元年

〃8年

文政元年

〃8年

天保3年

〃4年

〃6年

〃11年

〃13年

弘化4年

嘉永元年



　
寛
永
二
十

一
年
に
村
高
八
十
四
石
七
斗
五
升

で
あ

っ
た
が
、
安
永
二
年

二

七
七

三
)
に
は

一
〇

一
石
八
斗
四
升
六
合
と
な

っ
た
。
新
田
が

開
拓
さ
れ
た
年
代
や
本
田
高
新
田
高
年
貢
率
の

変
遷
な
ど
表
に
よ

っ
て
理
解
願
い
た
い
。
年
貢

率
は
本
田
二
割
三
分
七
厘
で
あ

っ
た

の
が
徴
税

政
策
に
よ
り
四
割
四
分
四
厘
ま
で
増
徴
さ
れ
て

い
る
。
殿
倉
屋
敷
が
あ
り
二
間
四
方

の
郷
倉
が

あ

っ
た
。
こ
れ
は
享
保
三
年

(
一
七

一
八
)
に

大
成
沢
村

・
琵
琶
首
村

・
漆
峠
村

・
芋
小
屋
村

に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
四
ケ
村
の
上
納

米
を
収
納
し
た
。
後
代
字
前
田
に
移
転
し
た
。

表
の
備
考
欄

の

「
凶
作
に
よ
り
被
免
」
「旱
損
皆

無
」
「青
立
劣
減
」
「
青
立
皆
無
」

の
文
字
を
見
て

頂
き
た
い
。
天
明

・
天
保
年
間
の
史
上
空
前
と

い
わ
れ
た
大
凶
作
飢
饉

を
物
語
る
悲

痛
な
記
録

で
あ
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
前
述
の
通
り
禿
百
姓

が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
安
永
二
年
以
降
は
江
戸

末
期
ま

で
村
高
の
変
動
は
な
か

っ
た
。

　
下
表
は
弘
化
二
年
か
ら
慶
応
四
年
ま
で
の
宗

門
改
帳
に
よ

つ
て
戸
数
人
口
等
を

一
覧
に
し
た

も
の
で
あ
る
。

性　別人口木屋無跡死 亡出 生性　別人 口家数
本 田

新田高

調

木屋1戸田島へ引っ越し

欠 冊

糊



　

弘
化
二
年
か
ら
二
十
三
年
間
の
推
移

で
あ
る
か
ら
戸
数
の
変
動
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
生
活
基
盤
が
安
定
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
無
跡
七
戸
は
復
帰
す

る
に
至
ら
な
か

っ
た
。
木
屋

(木
地
屋
)
五
戸
と
あ
り
こ
れ
が
字
博
士
に
居
住

し
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
比
較
的
新
し
い
墓
石
が
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
理

解
で
き
る
。
田
島

・
冑
中

・
九

々
明
に
転
住
し
明
治
元
年
に
は
そ
の
姿
を
消
し

た
。
明
治
八
年
に
は
村
高
戸
数

の
変
動

な
く
人
口
は

一
五
四
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
元
禄
十
二
年

(
一
六
九
九
)
九
戸
を
残
し
全
焼
、
寛
政
二
年

(
一
七
九
〇
)

の
大
火
に
太
師
堂
焼
失
、
明
治
二
十
五
年
に
再
度
の
大
火
が
あ

っ
た
。

　
享
和
三
年
の

『書
上
帳
』
に
、

　

「雪
中
之
内
男
は
薪
を
取
り
女
は
太
布
仕
候
」

と
あ
る
が
、
太
布
と
は
絹
織
物
に
対
す
る
方
言
で
、
麻

・
楮

・
綿

の
繊
維

で
織

っ
た
布

の
こ
と
で
あ
る
。
帯

・
布
団

・
蚊
帳
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
。
太
布
織
り

は
冬
期
間
女
性

の
主
要
な
手
工
業
で
あ

っ
た
。

　
養
蚕
は
大
正
年
間
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
全
戸
が
行
い
副
業
と
し
て
重
要
な
収
入

源
で
あ
り
昭
和
二
十
五
年
頃
ま
で
は
高

田

・
宮
下
に
運
搬
さ
れ
た
。
古
来
製
炭

も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
木
炭

・
繭

・
板
材
等
人
馬
に
よ

っ
て
海
老
山
峠
あ
る
い
は

羽
佐
間
峠
を
越
え
て
高
田
方
面
に
出
荷
し
、
衣
料

・
食
料
品

・
日
用
品
な
ど
を

購
入
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
こ
の
道
路
は
当
時
の
主
要
道
路
で
、
芋
小
屋

・
大

成
沢

・
琵
琶
首
村
か
ら
の
人
足
に
よ

っ
て
補
修
さ
れ
た
。
県
道
は
小
径
で
迂
余

曲
折
多
く
車
が
通
行
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
昭
和
十
年
頃
で
あ
る
。
堺
橋
は

昭
和
四
十
六
年
永
久
橋
と
な

っ
た
。

四

御
役
漆

　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候

一
、
大
沼
郡
大
成
沢
村
御
蝋
點
釜
元

　
　
市
右
門
病
身
ニ
罷
成
勤
兼
退
役
奉

　
　
願
上
候
跡
釜
役
當
村
名
主
七
平
衛
方
へ

　
　
村
中
熟
談
之
上
被
仰
付
被
下
置
度

　
　
奉
願
上
候
厚
以
御
愛
憐
奉
願
通

　
　
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ハ
重
々
難
有
仕
合
奉

　
　
存
上
候
以
上

　
　
　
弘
化
三
年
　
　
大
成
沢
村

　
　
　
　
午
正
月
　
　
　
　
富
七
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
　
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
　
平

　
黒
川
大
吾
様
　
　
　
　
　
弥
次
郎

　
黒
川
大
蔵
様
　
　
　
　
　
金
右
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
右
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圓
之
助



藤
　
八

万
　
蔵

與
四
郎

悦
次
郎

治
右
門

又
左
右
門

勝
太
郎

與
惣
次

　
漆
の
用
途
は
広
く
、
樹
液
は
武
具
と
調
度
品
の
塗
料
、
種
実
か
ら
は
木
蝋
が

製
せ
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
に
な
り
燈
火
の
需
要
増
大
し
植
栽
が
奨
励
さ
れ
会
津

地
方
は
漆
木

の
適
地
で
寛
保
二
年

(
一
七
四
二
)
に
は

一
八
〇
万
本
に
達
し
た
。

領
主
は
農
民
に
漆
木
を
植
栽
さ
せ
漆
木
役
と
い
う
年
貢
を
課
し
た
。
享
保
十
七

年

の

『手
鑑
』
に
よ
る
と
大
成
沢
の
御
役
漆
木
二
三
八
本
、
御
役
蝋
十

一
貫
二

三
四
匁
で
あ

っ
た
。
生
蝋
精
製
の
た
め
釜
元
と
い
う
生
産
者
が
置
か
れ
漆
年
貢

の
支
配
を
し
た
。
蝋
は
漆
役
人
の
厳
重
な
統
制
下
に
あ

っ
た
こ
と
は
、
名
主
七

兵
衛

(鈴
木
彦

一
郎
氏
の
祖
先
)
が
記
し
た
代
官
宛
の
文
書

の
中
に
「抜
蝋
(密

売
)
漆
の
儀
重
き
御
禁
制
に
候
間
L
と
い
う
の
に
よ

っ
て
も
知
る
こ
と
が
出
来

る
。

　
前
掲

の
文
書
は
釜
元
市
右
門
が
病
身
の
た
め
七
兵
衛
に
釜
元
を
任
命
さ
れ
る

よ
う
訴
願
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
　
明
治
以
後
の
概
要

　
明
治
五
年
学
制
発
布
と
共
に
砂
子
原
に
開
校
さ
れ
た
が
同
六
年
久
保
田
分
校

同
八
年
大
成
沢
、
牧
沢
に
二
分
校
が
設
け
ら
れ
た
。
現
在
の
校
舎
は
昭
和
三
十

六
年
十

一
月
新
築
さ
れ
同
三
十
八
年

へ
き
地
集
会
室
が
出
来
た
。

　
明
治
十
年
大
成
沢
村

・
漆
峠
村
が
合
併
し
て
大
成
沢
村
に
改
め
ら
れ
た
。
田

代
村

・
大
嶺
村
が
合
併
し
た
の
も
同
年
で
あ
る
。

　
昭
和
三
十
九
年
学
校
跡
地
に
工
費
約
五
〇
〇
万
円
で
近
代
的
公
民
館
が
建
て

ら
れ
た
諸
集
会
に
ま
た
保
育
所
が
開
か
れ
て
い
た
。

　
大
成
沢
は
渓
谷
に
沿
う
山
村
で
、
耕
地
は
錯
雑
し
道
水
路

の
迂
回
屈
曲
甚
だ

し
く
農
機
具
の
活
用
、
生
産
材
や
農
作
物
の
搬
出
入
が
困
難
な
状
態
に
あ

っ
た
。

そ
こ
で
生
産
性
向
上
を
目
的
と
し
て
昭
和
四
十
五
年
か
ら
二
ケ
年
に
亘

っ
て
開

田
事
業
が
行
わ
れ
た
。

　
第

一
年
度
下
原
地
区
、
受
益
面
積

一
・
六
四

ヘ
ク
タ
ー

ル
、第
二
年
度
中
平

・

谷
滝

・
大
谷
滝
地
区
、
面
積
八

・
四
六

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
関
係
農
家
戸
数
延
四
三

戸
総
工
費

一
、
四
〇
〇
万
円
を
要
し
た
。

　

昭
和
四
十
八
年
に
は
下
原
に
公
園
が
造
ら
れ
た
。
郷
土
の
偉
人
大
成
沢
出
身

の
鈴
木
勝
博
士

(
日
本
大
学
総
長
)
が
勲
一
等
瑞
宝
章
を
親
授
さ
れ
る
に
当

り
博
勝
公
園
と
命
名
さ
れ
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

　
村
民
の
仏
教
信
仰
は
篤
く
深
く
仏
に
帰
依
し
て
い
る
。
民
間
信
仰
と
し
て
は

殿
倉
屋
敷

の
近
く
自
然
林
の
中
に
雷
神
が
祀
ら

れ
、
そ
の
下
方
に
山
の
神
が
鎮

座
し
、
二
月
十
二
日
と
十
二
月
十
二
日
を
祭
日
と
し
て
い
る
。
観
音
講
が
結
ば

れ
二
月
十
六
日
木
彫
座
像
の
観
音
像
を
公
民
館
に
お
迎
え
し
て
参
詣
す
る
。
伊



勢
宮
も
祀
ら
れ
て
い
る
。
祖
先
が
奉
斎
し
た
諸
神
を
崇
拝
し
今
に
伝
え
て
い
る
。

　
総
面
積
約

一
八
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
中
耕
地
は
二
十

一
ヘ
ク
タ
l
ル
、
収
量
も

増
加
し
て
自
給
し
供
米
さ
れ
る
。
近
代

農
機
具
導
入
に
よ

っ
て
省
力
化
が
進
め

ら
れ
、
官
林
の
撫
育
、
土
木
工
事
、
近
年
は
ナ
メ
コ
・
シ
イ
タ
ケ
栽
培
、
春

の

山
菜
等
に
よ

っ
て
収
入
を
得
て
い
る
。
山
林
は
三
十
二

ヘ
ク
タ
ー
ル
特
に
杉

・

桐
の
適
地
で
よ
く
成
木
し
生
活
の
基
盤
と
な

っ
て
い
る
。

　
博
士
山
麓
に
あ
り
登
山
者
も
数
を
増
し
、
杉
山
川
に
は
上
段
二
十
メ
ー
ト
ル

下
段
五
十
メ
ー
ト

ル
の
都
務
知
倉
滝

(奥
州
白
女
ケ
滝
)
の
景
観
は
絶
讃
す

べ

く
登
山
道
の
整
備
が
待
た
れ
る
。
ま
た
林
道
漆
峠
線
の
開
通
に
よ

っ
て
西
山
地

区
環
状
線

の
基
点
と
も
な
り
高
田
地
区
と
の
交
流
も
期
待
さ
れ
る
。

六
　
伝
　
説

ｏ
蛇
桂

　
大
谷
滝
の
上
流
博
士
山
の
麓
に
根
元
が
焼
け
た
大
き
な
桂
の
木
が
あ
る
。
こ

れ
を
蛇
桂
と
呼
ん
で
い
る
。樹
令
幾
百
年
、周
囲
六
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
老
木
で
根

元
は
う

つ
ろ
に
な

っ
て
い
た
。
昔
こ
の
う

つ
ろ
の
中
に
大
蛇
が
棲
ん
で
い
た
。
こ

の
木
の
近
く
に
若
者
が
老
婆
と
牛
と

一
緒
に
住
み
木
地
挽
き
を
業
と
し
て
い
た
。

　
若
者
は
大
蛇
を
退
治
せ
ん
も
の
と
、う

つ
ろ
の
中
に
燃
え
草
を
入
れ
周
り
に
薪

を
積
ん
で
火
を
放

っ
た
。
火
は
焔
々
と
燃
え

一
夜
明
け
る
と
火
は
お
さ
ま

っ
た

が
、
大
蛇
は
死
ぬ
ど
こ
ろ
か
梢
に
ま
き

つ
い
て
ら
ん
ら
ん
と
目
を
輝
か
せ
若
者

を
に
ら
み
つ
け
て
い
た
。
あ
ま
り
の
恐
ろ
し
さ
に
若
者
は
そ
の
地
を
去
り
博
士

屋
敷
に
移

っ
た
が
、
こ
の
時
老
婆
と
牛

の
姿
を
見
失

っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
大

桂
を
人
呼
ん
で
蛇
桂
と
い
う
。
根
元
が
焼
け
た
蛇
桂
が
あ
り
、
今
は
二
再
木
が

成
木
し
て
い
る
と
い
う
。

七
　
　『宗
門
改
人
別
家
別
帳
」
に
み
る
大
成
沢

　
　
　
安
政
四
年

　
　
宗
門
改
人
別
家
別
帳

　
　
　
己
ノ
三
月
　
　
陸
奥
国
大
沼
郡
大
成
澤
村

　
　
　
　
覚

高
百
壱
石
八
斗
四
升
六
合
　
内
九
拾
三
石
四
升
七
合
　
本
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
石
七
斗
九
升
九
合
　
新
田

　
　
　
此
訳

　
本
山
山
城
国
京
都
西
本
願
寺
直
末
寺

　
　
　
　
　
　
　
　

砂
子
原

　
　
　
　
　
　
　
　

浄
土
真
宗
　
西
念
寺
檀
那

　
　
　
内

　
高
三
石
六
斗
四
升
八
合
　
　
　
　
　
本
田
　
新
田

　
　

一
、
家
壱
軒
　
長
六
間

・
横
三
間
　
萱
葺
　
市
郎
兵
衛
　
　
　
年
六
拾
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房
り
ん
　
　
　
年
五
拾
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

娘
　
志
ち
　
　
　
年
三
拾
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聟

　
長
五
郎
　
　
年
四
拾
壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弟
　
菊
蔵
　
　
　
年
弐
拾
壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
孫
　
つ
ね
　
　
年
拾
壱



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
孫
　
よ
し
　
　
年
九
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
孫
　
り
い
　
　
年
四
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
孫
　
長
蔵
　
　
年

一
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
九
人
　
内
四
人
男
　
五
人
女
　
馬
壱
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
壱
人
　
出
生
ま
し

高
四
石
七
斗
九
升
壱
合
　
　
　
　
　
本
田
　
新
田

　
外
ニ
五
斗
八
升
八
合

　
　
　
是

ハ
金
五
両
貸
当
村
福
太
郎
方
よ
り
質
地
ニ
取
置
申
候

　

一
、
家
壱
軒
　
長
六
間

・
横
三
間
　
萱
葺
　
市
左
衛
門
　
　
　
年
五
拾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房
さ
の
　
　
　
年
四
拾
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
　
よ
た
　
　
　
年
六
拾
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忰

　
金
蔵
　
　
　
年
三
拾
壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

娘
　
た
か
　
　
　
年
弐
拾
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弟

左
之
吉

　
年
弐
拾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
子
　
常
治
　
　
年
拾
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
孫
　
き
く
　
　
年
五
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
八
人
　
内
四
人
男
　
四
人
女
　
馬
壱
疋

高
弐
石
三
斗
七
升
八
合
　
　
　
　
　
本
田
　
新
田

　
内
三
斗
九
升
九
合

　
　
是
ハ
金
六
両
ニ
而
冑
中
村
重
左
衛
門
方

へ
質
地
ニ
差
置
申
候

　

一
、
家
壱
軒
　
長
六
間

・
横
三
間
　
萱
葺
　
茂
平
　
　
　
　
　年
四
拾
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

娘
　
む
つ
　
　
　
年
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

娘
　
た
つ
　
　
　
年
六
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
三
人
　
内
壱
人
男
　
弐
人
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
ニ
弐
人
女
病
死
減
リ

高
弐
石
五
斗
五
升
壱
合
六
夕
　
　
　
本
田
　
新
田

　

一
、
家
壱
軒
　
長
六
間

・
横
三
間
　
萱
葺
　
與
右
門
　
　
　
　
年
六
拾
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房
せ
ん
　
　
　
年
五
拾
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忰

　
延
蔵
　
　
　
年
弐
拾
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弟
　
辰
治
　
　
　
年
拾
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
四
人
　
内
三
人
男
　
壱
人
女

高
三
石
壱
斗
六
升
七
合
　
　
　
　
　
本
田
　
新
田

　

一
、
家
壱
軒
　
長
六
間

・
横
三
間
　
萱
葺
　
平
右
門
　
　
　
　
年
四
拾
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房
つ
ね
　
　
　
年
四
拾
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
　
と
よ
　
　
　
年
六
拾
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忰

　
惣
太
郎
　
　
年
弐
拾
弐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弟
　
惣
七
　
　
　
年
弐
拾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
子
　
留
四
郎
　
年
拾
弐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
六
人
　
内
四
人
男
　
弐
人
女
　
馬

一
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
ニ
壱
人
男
病
死
減
リ

高
壱
石
八
斗
壱
升
八
合
　
　
　
　
　
本
田
　
新
田

　
外
ニ
壱
石
七
斗
八
升
九
合

　
是
ハ
無
跡
半
右
門
高
金
七
両
ニ
而
当
村
治
平
方

へ
質
地
ニ
差
置
申
候

高
弐
石
壱
斗
七
升
八
合



　

一
、
家
壱
軒
　
長
六
間
・
横
三
間
　
萱
葺
　
茂
八
　
　
　
　
　
年
八
拾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房
志
け
　
　
　
年
六
拾
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

娘
　
ゆ
わ
　
　
　
年
弐
拾
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
孫
　
市
太
郎
　
年
九
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
孫
　
市
治
郎
　
年
五
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
五
人
　
内
三
人
男
　
弐
人
女

高
弐
石
五
斗
五
升
壱
合
六
夕
　
　
　
本
田
　
新
田

　

一
、
家

一
軒
　
長
六
間

・
横
三
間
　
萱
葺
　
勝
太
郎
　
　
　
　
年
三
拾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房
ふ
き
　
　
　
年
三
拾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
　
タ
ケ
ヨ
　
　
年
四
拾
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伯
母
　
き
く
　
　
年
六
拾
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弟
勝
治
郎
　
　
　
年
弐
拾
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
五
人
　
内
弐
人
男
　
三
人
女
　
馬
壱
疋

高
弐
石
三
斗
六
升
三
合

　

内
六
斗
三
升

　
　
是
ハ
冑
中
村
重
左
衛
門
方

へ
金
三
両
弐
分
銭
三
百
ニ
而
質
地
ニ
差
置
申
候

　

一
、
家
壱
軒
　
長
七
間
・
横
三
間
　
萱
葺
　
武
平
衛
　
　
　
　
年
三
拾
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房
つ
め
　
　
　
年
三
拾
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弟

運
吉

　

年
弐
拾
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忰

　
源
太
郎
　
　
年
拾
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
　
文
吉
　
　
年
拾
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
　
文
治
郎
　
年
拾
壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
　
文
蔵
　
　
年
八
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
子
　
た
け
　
　
年
五
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
子
　
り
ん
　
　
年
三
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
九
人
　
内
六
人
男
　
三
人
女

高
弐
石
八
斗
八
升
五
合
　
　
　
　
　
本
田
　
新
田

　

一
、
家
壱
軒
　
長
七
間

・
横
三
間
　
萱
葺
　
弥
八
　
　
　
　
　
年
三
拾
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房
い
せ
　
　
　
年
三
拾
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伯
父
　
三
重
郎
　
年
八
拾
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
　
つ
ね
　
　
　
年
五
拾
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忰

　
三
代
治
　
　
年
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弟
　
三
治
郎
　
　
年
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
子

春
吉
　
　
年
五
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
子
　
え
ん
　
　
年
七
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
八
人
　
内
五
人
男
　
三
人
女
　
馬
壱
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
ニ
壱
人
男
病
死
減
リ

高
四
石
六
斗
三
升
　
　
　
　
　
　
本
田
　
新
田

　

一
、
家
壱
軒
　
長
八
間

・
横
三
間
　
萱
葺
　
源
七
　
　
　
　
　
年
五
拾
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房
わ
き
　
　
　
年
四
十
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忰

　
岩
之
助
　
　
年
弐
拾
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弟
　
岩
蔵
　
　
　
年
弐
拾
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
子
　
た
き
　
　
年
拾
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
五
人
　
内
三
人
男
　
弐
人
女



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
ニ
壱
人
女
病
死
減
リ

高
弐
石
五
斗
六
升
壱
合
六
夕
　
　
　
本
田
　
新
田

　

一
、
家
壱
軒
　
長
六
間
・
横
三
間
　
萱
葺
　
藤
治
郎
　
　
　
　
年
弐
拾
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房
な
か
　
　
　
年
弐
拾
弐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
　
と
く
　
　
　
年
四
拾
弐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
子
　
く
の
　
　
年
拾
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
子
　
き
い
　
　
年
拾
弐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
五
人
　
内
壱
人
男
　
四
人
女

高
五
石
弐
斗
九
升
七
合
弐
夕
　
　
　
本
田
　
新
田

　

一
、
家
壱
軒
　
長
七
間
・
横
三
間
　
萱
葺
　
七
兵
衛
　
　
　
　
年
五
拾
弐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房
り
や
　
　
　
年
四
拾
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

父
　
彦
太
郎
　
　
年
八
拾
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
　
ひ
さ
　
　
　
年
七
拾
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忰

　
八
百
八
　
　
年
弐
拾
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

娘
　
よ
つ
　
　
　
年
弐
拾
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弟

熊
吉

　
　
年
拾
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
子
　
す
ぎ
　
　
年
拾
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
子
　
す
え
　
　
年
五
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
孫
　
縫
助
　
　
年
七
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
孫
　
そ
め
　
　
年
三
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
拾
壱
人
　
内
五
人
男
　
六
人
女
　
馬
壱
疋

高
弐
石
四
斗
五
升
四
合
　
　
　
　
　
本
田
　
新
田

　
内
五
斗
八
升
八
合

　
　
是
ハ
金
五
両
弐
分
ニ
而
当
村
市
左
衛
門
方
へ
質
地
ニ
差
置
申
候

高
弐
石
四
斗
五
升
四
合
　
　
　
　
本
田
　
新
田

　
是
ハ
無
跡
太
治
右
門
高
預
リ
支
配
仕
候

　

一
、
家
壱
軒
　
長
七
間

・
横
三
間
　
萱
葺
　
福
太
郎
　
　
　
　
年
弐
拾
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妹
　
も
ん
　
　
　
年
弐
拾
弐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
弐
人
　
内
壱
人
男
　
壱
人
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
ニ
壱
人
女
病
死
減
リ

高
弐
石
九
斗
三
升
壱
合
　
　
　
　
　
本
田
　
新
田

　

一
、
家
壱
軒
　
長
六
間
・
横
三
間
　
萱
葺
　
金
右
門
　
　
　
　
年
六
拾
弐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

娘
　
そ
の
　
　
　
年
弐
拾
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聟

　
磯
吉
　
　
　
年
三
拾
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妹
　
ッ
ネ
　
　
　
年
十
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
孫
　
金
治
郎
　
年
五
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
孫
　
そ
よ
　
　
年
三
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
六
人
　
内
三
人
男
　
三
人
女
　
馬
壱
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
ニ
壱
人
女
病
死
減
リ

高
三
石
九
斗
九
升
壱
合
　
　
　
　
　
本
田
　
新
田

　

一
、
家
壱
軒
　
長
八
間

・
横
三
軒
　
萱
葺
　
市
右
門
　
　
　
　
年
六
拾
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

娘
　
さ
き
　
　
　
年
四
拾
壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弟

代
蔵

　

年
弐
拾
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
孫
　
い
そ
　
　
年
拾
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
四
人
　
内
弐
人
男
　
弐
人
女
　
馬
壱
疋

高
三
石
六
斗
七
升
九
合
四
夕
　
　
　
本
田
　
新
田

　
外
ニ
四
斗
是

ハ
芋
小
屋
村
五
助
方
よ
り
金
五
両
二
而
質
地
二
取
置
申
候

　

一
、
家
壱
軒
　
長
七
間

・
横
三
間
　
萱
葺
　
又
左
右
門
　
　
　
年
七
拾
壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
房
ち
よ
　
　
　
年
六
拾
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忰
　
惣
五
郎
　
　
年
三
拾
壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
娘
　
は
な
　
　
　
年
三
拾
壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
孫
　
惣
太
郎
　
年
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
孫
　
惣
三
郎

年
四
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
孫
　
志
の
　
　
年
弐
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
七
人
　
内
四
人
男
　
三
人
女
　
馬
壱
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
壱
人
女
出
生
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
ニ
壱
人
男
病
死
減
リ

高
壱
石
七
斗
七
升
弐
合
　
　
　
　
　
本
田
　
新
田

　

一
、
家
壱
軒
　
長
六
間

・
横
三
間
　
萱
葺
　
圓
之
助
　
　
　
　
年
三
拾
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
房
と
よ
　
　
　
年
弐
拾
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父
　
武
右
門
　
　
年
五
拾
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
　
た
け
　
　
　
年
五
拾
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弟
　
七
蔵
　
　
　
年
拾
弐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
娘
　
は
つ
　
　
　
年
四
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
六
人
　
内
三
人
男
　
三
人
女

高
四
石
八
斗
三
升
七
合
　
　
　
　
　
本
田
　
新
田

　

此
高
村
中
持
ニ
而
支
配
仕
候

　
　
一
、
家
壱
軒
　
長
八
間

・
横
三
間
　
萱
葺
　
よ
て
　
　
　
　
　
年
五
拾
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆
壱
人
女

　
一
、
高
弐
石
八
斗
八
升
六
合
五
夕

無
跡
長
兵
衛
高

　
一
、
高
弐
石
三
斗
七
升
八
合
弐
夕
　
無
跡
庄
兵
衛
高

　
一
、
高
弐
石
八
斗
三
升
六
合
五
夕
　
無
跡
　
長
左
右
門
高

　
　
〆
八
石
壱
斗
壱
合
弐
夕

　
　
此
高
　
治
平
　
市
右
門
　
弥
八
　
源
七

　
　
　
　
　
又
左
右
門
　
悦
治
郎

　
　
〆
六
人
ニ
而
預
リ
支
配
仕
候

　
一
、
高
弐
石
壱
斗
九
升
九
合
　
無
跡
　
吉
左
右
門
高

　
　
　
此
高
武
平
衛
預
リ
支
配
仕
候

　
一
、
高
壱
石
五
斗
八
升
　
　
　
　
無
跡
　
彦
六
高

　
　
　
此
高
平
右
門
預
り
支
配
仕
候

　
一
、
高
壱
石
壱
斗
八
升
四
合
　
無
跡
　
久
右
門
高

　
　
　
此
高
金
拾
両
ニ
而
当
村
治
平
方
江
質
地
ニ
差
置
申
候

人
数
合
百
五
人
内
五
拾
四
人
男
　
五
拾
壱
人
女

　
　
内
弐
人
内
壱
人
男
　
壱
人
女
　
出
生
増

　
　
外
八
人
内
三
人
男
　
五
人
女
　
病
死
減
リ

　
本
山
山
城
国
廣
沢
仁
和
寺
末
寺

　
尾
岐
　
無
量
村
長
岡
　
真
言
宗
　
長
福
寺
檀
那



高
四
石
六
斗
九
升
八
合
　
　
　
　
　
本
田
　
新
田

　

一
、
家
壱
軒
　
長
八
間

・
横
三
間
　
萱
葺
　
悦
治
郎
　
　
　
　
年
五
拾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房
ふ
み
　
　
　
年
三
拾
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

娘
　
ま
つ
　
　
　
年
拾
壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
子
　
悦
吉
　
　
年
八
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
子
　
み
え
　
　
年
四
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
五
人
　
内
弐
人
男
　
三
人
女

高
四
石
三
斗
七
升
五
合
　
　
　
　
　
本
田
　
新
田

　

一
、
家
壱
軒
　
長
八
間

・
横
三
間
　
萱
葺
　
治
左
右
門
　
　
　
年
四
拾
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房
い
ろ
　
　
　
年
四
拾
壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
　
は
る
　
　
　
年
六
拾
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伯
父
　
廣
治
　
　
年
五
拾
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忰

　
甚
太
郎
　
　
年
拾
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

娘
　
つ
ぎ
　
　
　
年
拾
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
子
　
さ
よ
　
　
年
拾
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
子
　
悦
蔵
　
　
年
拾
壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
子
　
悦
五
郎
　
年
七
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
子
　
は
る
　
　
年
弐
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
拾
人
　
内
五
人
男
　
五
人
女
　
馬
壱
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
ニ
壱
人
男
病
死
減
リ

高
三
石
弐
斗
九
升
壱
合
弐
夕
　
本
田
　
新
田

　

一
、
家
壱
軒
　
長
八
間

・
横
三
間
　
萱
葺
　
弥
治
兵
衛
　
　
　
年
三
拾
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
房
さ
き
　
　
　
年
三
拾
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

父
　
弥
之
丞
　
　
年
六
拾
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伯
父
　
治
郎
七
　
年
四
拾
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忰

　
熊
治
郎
　
　
年
拾
弐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
　
キ
ミ
　
　
年
九
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
　
作
蔵
　
　
年
五
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
　
弥
助
　
　
年
弐
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
八
人
　
内
六
人
男
　
弐
人
女
　
馬
壱
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
壱
人
男
出
生
ま
し

高
三
石
三
斗
七
合
壱
夕
　
　
　
　
　
本
田
　
新
田

　

一
、
家
壱
軒
　
長
七
間

・
横
三
間
　
萱
葺
　
治
右
門
　
　
　
　
年
四
拾
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
　
ふ
み
　
　
　
年
七
拾
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忰
　
喜
代
太
郎
　
年
弐
拾
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
娘
　
さ
の
　
　
　
年
弐
拾
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
　
イ
ネ
　
　
年
拾
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
五
人
　
内
弐
人
男
　
三
人
女
　
馬
壱
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
ニ
壱
人
男
病
死
減
リ

高
弐
石
六
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
　
新
田

　
外
ニ
壱
石
五
斗
八
升

無
跡

太
治
右
門
高

　
是
ハ
金
拾
両
ニ
而
質
地
二
取
置
申
候

高
壱
石
七
斗
八
升
九
合

　
是
ハ
金
七
両
ニ
而
当
村
半
右
門
方
よ
り
質
地
ニ
取
置
申
候



　
高
弐
斗
七
升
三
合
　
新
田
　
無
跡
　
久
治
平
衛
高
預
リ
支
配
仕
候

　
　

一
、
家
壱
軒
　
長
八
間

・
横
三
間
　
萱
葺
　
治
平
　
　
　
　
　
年
五
拾
壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房
は
る
　
　
　
年
五
拾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

娘
　
は
や
　
　
　
年
弐
拾
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聟

　
己
之
蔵
　
　
年
弐
拾
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弟
　
伴
治
　
　
　
年
拾
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
孫
　
り
う
　
　
年
四
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
孫
　
さ
と
　
　
年
弐
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
七
人
　
内
三
人
男
　
四
人
女
　
馬
壱
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
壱
人
女
産
子
ま
し

　
高
弐
石
五
斗
五
升
八
合
　
　
　
　
　
本
田
　
新
田

　
　
此
高
村
中
ニ
而
支
配
仕
候

　
　
一
、
家
壱
軒
　
長
八
間

・
横
三
間
　
萱
葺
　
三
右
門
　
　
　
　
年
五
拾
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
壱
人
男

人
数
合
三
拾
六
人
　
内
拾
九
人
男
　
拾
七
人
女

　
内
弐
人
　
内
壱
人
男
　
壱
人
女
　
出
生
増

　
外
ニ
弐
人
男
病
死
減
リ

　
高
弐
斗
弐
升
四
合
　
此
高
村
中
持

一
、
家
数
弐
拾
四
軒

　
　
此
人
数
百
四
拾
壱
人
　
内
七
拾
三
人
男
　
六
拾
八
人
女

　
　
　
内
四
人
　
内
弐
人
男
　
弐
人
女
　
出
生
増

　
　
　
外
ニ
九
人
内
五
人
男

四
人
女

病
死
減
リ

一
向
宗
砂
子
原
村
西
念
寺
檀
那
大
成
澤
村
木
地
挽

　

一
、
木
地
屋
壱
軒
　
長
五
間

・
横
三
間

萱
葺
　
重
左
右
門
　
　
年
五
拾
弐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
房
つ
る
　
　
年
四
拾
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忰
　
政
之
助
　
年
弐
拾
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弟
　
政
蔵
　
　
年
拾
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
　
廣
之
助
　
年
拾
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
六
人
　
内
四
人
男
　
壱
人
女

右
者
帳
面
之
通
リ
嘉
判
仕
候
者
共
拙
寺
檀
那
ニ
紛
無
御
座
候
若
御
法
度
宗
門
之

由
申
者
御
座
候

ハ
ハ
拙
寺
共
々
罷
出
屹
度
申
訳
可
仕
候
為
後
日
依
而
如
件

　
本
山
山
城
国
京
都
西
本
願
寺
直
末
寺

　
　
　
大
沼
郡
砂
子
原
村
浄
土
真
宗
　
西
念
寺

　
本
山
山
城
国
廣
澤
仁
和
寺
末
寺

　
　
　
大
沼
郡
尾
岐
無
量
村
長
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
言
宗
久
月
山
　
長
福
寺

一
、
家
数
合
弐
拾
五
軒

　
　
此
人
数
百
四
拾
六
人
　
内
七
拾
七
人
男
　
五
拾
九
人
女
　
馬
拾
三
疋

　
　
内
四
人
内
弐
人
男
　
弐
人
女
　
出
生
増

　
　
外
ニ
九
人
内
五
人
男

四
人
女

病
死
減
リ

　
　
外
ニ
拾
六
人
内
七
人
男

九
人
女

当
組
間
方
村
引
越
減
リ

　
　
去
春

へ
差
引
　
五
人
内
三
人
男
　
弐
人
女
　
減
リ
人



右
者
村
中
宗
門
改
被
仰
附
候
ニ
付
遂
吟
味
候
処
怪
敷
も
の
壱
人
茂
無
御
座
候
依

而
檀
那
寺
よ
り
判
形
為
致
差
上
申
候
所
御
法
度
宗
門
隠
置
向
後
顕
候
ハ
ハ
当
人

者
不
及
申
上
ニ
村
中
如
何
様
之
越
度
ニ
仕
可
被
仰
付
候
右
之
趣
請
印
仕
差
上
申

候
処
書
画
之
通
リ
相
違
無
御
座
候
為
後
日
依
而
如
件

安
政
四
年
己
ノ
三
月
　
大
成
沢
村
百
姓
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
治
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
　
治
左
右
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
七
兵
衛

至
漆
峠

大成沢分校

住吉神社

字平六平

公民館

戸数　　　34戸

　N博

士

登

山

道

男　 80名

女　88名
人 口

戸

戸

30

1

木

原

鈴

杉

県
道
柳
津
小
野
川
線

至芋小屋

滝1

谷

川ノ

字前田

至琵琶首

大 成 沢

砂

取

場



　
　
八
、

漆
　

　

　

峠

　
大
成
沢
か
ら
高
森
に
通
ず
る
開
道
の
峠

の
中
腹
に
霊
峰
博
士
山

(
一
、
四
八

二
メ
ー
ト

ル
)
を
仰
ぎ
静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
み
せ
て
い
る
小
集
落
、
こ
れ
が

漆
峠
で
あ
る
。

　

こ
の
附
近
か
ら
土
器
石
器
は
出
土
し
な
い
か
ら
先
住
民
族
の
文
化
は
な
か
っ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
村

の
発
祥
は
中
世
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
お
よ
そ
四
〇

〇
年
前
先
祖
が
土
着
以
来
幾
多

の
変
遷
を
経
、
歴
史
を
刻
み
な
が
ら
今
七
戸
が

生
計
を
営
ん
で
い
る
。
当
集
落
は
安
政
元
年

(
一
八
五
四
)
二
月
二
十
日
の
大

火
に
よ
り
村
中
全
焼
し
貴
重
な
資
料
を
焼
失
し
そ
の
歴
史
的
過
程
を
明
ら
か
に

知
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
次
に
掲
げ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
が
他
村
か
ら
の

竃数家数

西暦
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も
の
で
あ

る
が
僅
か
な
資
料
を
も
と
に
記
述
す
る

こ
と
に
す

る
。

　
資
料
を
通
し
て
戸
数
の
変
遷
か
ら
み
て
み
よ
う

享
保
十
七
年
に
五
軒
だ

っ
た
が
七
十
年
後
の
享
和

三
年
に
は
八
戸
と
な
り
こ
の
八
戸
は
明
治
末
期
ま

で
続
き
一
戸

転
住
し
て
現
在
は
七
戸
に
な

っ
て
い

る
。
従

っ
て
戸
数

の
増
減
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

よ
う
で
あ

る
。

こ
の
七
戸
は
凡
て
鈴
木
姓
で
あ
る

が
同

一
家
系
で
は
な
く
い
く

つ
か
の
集
合
体
で
あ

る
。
戦
国
争
乱
の
世
、
渡
部
某
と
い
う
落
武
者
が

此

の
地
に
住
み
、
そ
の
子
孫
が
明
治
以
降
鈴
木
に

改
姓
し
た
と
言
わ
れ

る
。
家
紋
が
渡
部
と

同
じ
で
あ

っ
た
と
こ

ろ
か
ら
立
証
で
き
る

他
の

一
つ
は
鈴
木
留

重
、
同
金

一
郎
氏
所

蔵
の
家
系
に
よ
る
と

　

「
(略
)
鈴
木
弥

　

太
郎
重
朝
ト
云
者

　
延
徳
三
年
辛
亥
伊

　
豆
国
振
越
御
所
足

　
利
将
軍

二
仕
ル
北

　
条
氏
重

二
戦
負
テ

　
子
供
六
人
引
連
会

　
津
江
逃
来
リ
黒
川

漆　峠　部　落　　(右遠景は猿倉嶽

 

　
ニ
浪
居

ス
明
応
九
年
庚
申
八
月
伊
北
横
田
江
来
リ
山
ノ
内
治
部
大
輔
俊
清
ニ

伏
憑

心
而
仕

ル
」

と
あ
り
漆
峠
に
関
す
る
部
分
を
書
写
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

鈴
木
弥
太
郎
重
朝

長

大
内
蔵

二

蔵

人

三

又
兵
衛

四

左

膳



六　五

源

七

藤
左
衛
門

源
兵
衛

又
兵
衛

　
後
茂
左
衛
門
ト

　
云
峠
ニ

住
ス

　
弥
太
郎
重
朝
は
戦
に
敗
れ
、
子
ど
も
六
人
を
連
れ
延
徳
三
年

(
一
四
九

一
)

に
黒
川

(若
松
)
に
来
り
、
更
に
明
応
九
年

(
一
五
〇
〇
)
に
横
田
城
主
山
ノ

内
俊
清
の
旗
下
に
属
し
た
。
そ
の
五
男
源
七
の
孫
、
又
兵
衛

(後
に
茂
左
衛
門

と
改
む
)
が
漆
峠
に
来

て
開
発
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
又
兵
衛
の
流
れ
を
汲
む

者
と
、
そ
の
他

の
家
系

の
者
が
あ
り
、
集
落
を
構
成
し
た
の
で
あ
る
。
享
保
十

七
年
に
家
数
五
戸
と
い
っ
て
も
竃
数

(世
帯
数
)
は
九
戸
で
、
組
頭

一
、
百
姓

七
、
水
呑

一
人
で
こ
の
時
か
ら
八
戸

に
な
る
可
能
性
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

居
村
に
今
も
勘
太
屋
敷
が
あ
り
い
つ
の
時
代
に
か
禿
百
姓
と
な

っ
た
。
さ
て
村

名
の
お
こ
り
で
あ
る
が
、
享
和
三
年
漆
峠
村
組
頭
庄
次
郎
が
記
し
た
『
書
上
帳
」

に
、

　

「当
村
何
訳
を
以
て
漆
峠
村
と
唱
候
謂
無
御
座
候
」

と
あ
る
よ
う
に
そ
の
由
来
は
定
か
で
な
い
。
横
田
山
ノ
内
氏
の

『山

ノ
内
事
跡

考
』
に
は
そ
の
領
地
村
名
が
記
し
て
あ
る
が
そ
の
中
に

「成
沢
峠
」

の
名
が
み

え
漆
峠
を

「成
沢
峠
L
と
呼
ん
だ
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
伝
承
に
よ
れ
ば
野

生

の
漆
木
が
多
か

っ
た
の
か
漆
に
因

み
、
峠
の
中
腹
に
あ
る
集
落

で
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
俗
称
と
し
て
そ
の
名
が
生
ま

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
近
年
ま
で
漆
木

の
株
が
残
存
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
文
政
六
年
（
一

八
二
三
)

の
大
谷
組
御
役
漆
木
高
を
み
る
と
漆
峠

は
御
役
漆
木
は
少
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
漆
成
育

の
立
地
と
し
て
は
最
適
地
で
あ
る
。

大谷組御役漆木高

70本漆 　 峠

350芋 小 屋

172黒 　 沢

97五 畳 敷

1,184川 　 井

238大 成 沢

646冑 　 中

254砂 子 原

85小 ノ川原

983大 　 登

1,492宮 　 下

5.5間 　 方

287桑 原

1,244大 谷

71.2浅 岐

7.149.7

 

　
文
化
三
年

(
一
八
〇
三
)
の

『書
上
帳
』
に
、

　

「若
松
御
城
下

ヨ
リ
西
ニ
而
海
老
山
通
道
法
六
里
三
拾
弐
丁
三
拾
四
間
L

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
か

っ
て
は
、
大
成
沢
か
ら
漆
峠
、
高
森
を
経
て
海

老
山
峠
を
越
え
高
田
へ
通
ず
る
道
路
が
主
要
道
路
で
あ

っ
た
。
大
成
沢
の
項
に

述
べ
た
よ
う
に
こ
の
こ
と
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
高
田
方
面
と
の
接
触
に
よ
っ
て

開
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
大
成
沢
に
旧
旭
村
長
岡

(会
津
高
田
町
)
の
長

福
寺
檀
家
が
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
推
察
出
来
る
。
小
集
落
な
が
ら
独
立
村
で

あ
り
、
幕
領
と
な
り
藩
預
と
な
り
明
治
を
迎
え
同
十
年
大
成
沢
村
と
合
併
し
て

大
字
大
成
沢
と
な
り
漆
峠
は
字
広
表
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。　
『大
沼
郡
誌
』
に

　

「会
津
邦
内
古
塁
記
云

(東
西
四
十
間
南
北
二
十
五
聞
鈴
木
源
兵
衛
住
)
云

　

々
漆
峠
は
字
広
表
と
云
ふ
、
今
戸
数
八
戸
あ
り
、
館
跡
詳
な
ら
ず
」

と
杉
山
館
跡
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
居
村
の
西
北
に
人
工
に
よ
る
平
坦
地
が

あ
り
こ
れ
を
館
跡
と
し
て
い
る
が
明
ら
か
で
な
い
。
館
主
鈴
木
源
兵
衛
が
右
家

系
と
同

一
人
物
と
す
れ
ば
年
代
が
相
異
し
不
明
で
あ
る
。

　
次
に
享
保
十
七
年
の

『大
谷
組
村
方
目
録
」
と
享
和
三
年

の

『
書
上
帳
」
に

よ

っ
て
村
勢
を
み
る
こ
と
に
す
る
。



享
保
十
七
年

『
大
谷
組
村
方
目
録
』

　
　
漆
峠
村
　
　
　
　
　
組
頭
　
文
四
郎

　
　
江
戸
へ
　
六
拾
壱
里
十
四
丁
五
間

　
　
若
松
へ
　
海
老
山
通
六
里
三
十
弐
町
四
間

　
　
芋
小
屋
へ
廿
壱
丁
廿
弐
間

　
　
高
森

へ
　

三
十
四
丁
十
四
間

高
弐
拾
石
八
斗
五
升
　
　
　
本
田
　
金
方

　
此
反
別
　
五
町
四
畝
拾
五
歩
　
免
　
三
ッ
八
分
九
厘

　
　
此
訳

　
上
畑
　
壱
反
六
畝
歩
　
此
分
米
　
壱
石
壱
斗
五
升

　
中
畑
　
壱
町
弐
畝
歩
　
此
分
米
　
五
石
七
斗
壱
升
弐
合

　
下
畑
　
三
町
七
反
弐
畝
十
五
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
分
米
　
十
三
石
三
升
七
合

　
屋
敷
　
壱
反
四
畝
歩
　
此
分
米
　
九
斗
八
升

一
、
田
　
八
畝
弐
拾
弐
歩
　
　
　
　
　
見
取

　
　
　
　
　
内
　
三
畝
歩
　
　
　
　
辰
永
引

　
　
　
残
　
七
畝
廿
二
歩

取
六
升
弐
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
シ
反
ニ
八
升
取

一
、
金
　
弐
両
弐
分
　
永
六
拾
四
文
三
歩

亥
御
年
貢

一
、
永
　
百
五
拾
九
文
六
分
　
　
　
　
　
　
　
御
口
永

一
、
同
　
九
拾
四
文
五
分
　
　
　
　
　
　
　

小
物
成

　
　
　
　
　
此
銀
　
六
匁
五
厘

此
訳
　
　
銀
　
三
匁
三
分
四
厘
　
　
ぬ
か
わ
ら
役

　
　
　
　

同
　
弐
匁
七
分
壱
厘
　
　
わ
　
た
　
役

一
、
永
　
五
拾
弐
文
壱
分
　
　
　
　
　
御
蔵
米
入
用

一
、
米

四
升
弐
合

　

　

　

　

御
六
尺
給

一
、
米

壱
升
三
合

　

　

　

　

御
伝
馬
米

一
、
金

壱
分

　

　

　
社

倉

一
、
家

　
五
軒
　
　

　
　
　
　
　

　
馬

　
五
疋

一
、
竃
　
九

　
　
　

内

壱
人
組
頭

七
人
百
姓
　
壱
人
　
水
呑

一
、
人
数
　
四
拾
壱
人
　
弐
拾
四
人
　
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
七
人
　
　
女

一
、
御
役
漆
木
　
七
本

一
、
同
漆
　
　
　
七
合

一
、
同
蝋
　
　
　
三
貫
拾
匁

　
　
　
　
　
　

内
　
壱
貫
四
百
七
拾
匁
　
御
年
貢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
百
八
拾
匁
　
　
　
大
買
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
六
十
匁
　
　
　
小
買
蝋

一
、
鎮
守
　
山
ノ
神
　
社
人
　
砂
子
原
　
日
向
守

一
、
威
鉄
砲
　
壱
挺
　
長
弐
尺
三
寸
九
分
　
理
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　

玉
目
　
三
匁
五
分

一
、
雑
木
立
林
　
三
ケ
所

一
、
大
滝
　
壱
ツ
　
是

ハ
大
成
沢
村
と
続
　

つ
む
じ
た
き



　
　
　
産
業

一
、
雪
中
　
女

ハ
太
布
少
々
仕
、
夏

こ
か
い
も
少

々
は
仕
候
其
外
、
励
無
御
座

　
　
候

　

文
禄
三
年

(
一
五
九
四
)
の
村
高

は
二
十
石
二
斗
八
升
で
一
三

八
年
後

の
享

保
十
七
年

に
は
二
十
石
八
斗
五
升
で
さ
ほ
ど
の
増
石
は
な
い
。
文
禄
年
間
の
土

地
調
査
は
上

(大
嶺

・
田
代

・
牧
沢

・
鳥
屋

・
遅
越
渡

・
砂
子
原
・湯
八
木
沢
)

中

(
五
畳
敷

・
沢
中

・
高
森

・
芋
小
屋
)
下

(琵
琶

・
九
々
明

・
黒
沢

・
冑
中

・
漆
峠
)
で
漆
峠

の
地
理
的
条
件
か
ら
う
な
ず
か
れ
る
。
享
保
年
代
に
な
っ
て

も
、
下
畑
が
三
町
七
反
二
畝
十
五
歩
と
圧
倒
的
に
多
く
、
田
は
ま
だ

一
反
に
も

満
た
ず
畑
作
が
中
心
で
あ

っ
た
。
し
か
し
享
和
三
年
に
は
田
方

一
反
十
九
歩
と

な
り
わ
ず
か
な
が
ら
新
田
開
発
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
開
田
の
条

村 高 の 変 遷

備 考石 高

高目録

年貢割付

同　上

村方目録

20石2斗8升

20.8.　 5

20.　 8.　 5

20.　 8.　 5

西 暦

1594

1643

1651

1732

年　　号

文禄3年

寛永21年

慶安4年

享保17年

件
は
厳
し
く
杉
山
川
沿
い
の
低
地
を
開
発
し
た

で
あ

ろ
う
。
そ
の
努
力
が
偲
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
御
役
漆
木
に
つ
い
て
述

べ
る
と
、
古

来
燈
火
用
と
し
て
重
要
な
位
置
を
し
め
た
蝋
燭

は
、

わ
が
国
に
お
い
て
は
漆

の
実
か
ら
製
す
る

い
わ

ゆ
る
木
蝋
で
あ
る
。
江
戸
初
頭
以
来
役
木

と
し

て
漆
木

の
数
を
調
査
し
、
百
木
に

つ
い
て

木
の
実

一
石
の
税
を
徴
し
残
り
は
買
上
げ
て
密

売
を
禁
止
し
た
の
で
あ
る
。
漆
峠
は
享
保
十
七

年
に
は
役
木
は
わ
ず
か
七
本

で
あ
り
文
政
の
頃

は
前
掲
の
数
字
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
名
残
り
と
し
て
近
年
ま
で
木
の
実
を
精

製
す
る
石
臼
な
ど
用
具
が
保
存
さ
れ
て
い
た
。

　
居
村
と

の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
が
住
居
跡
と
思
わ
れ
る
特
異
な
地
名
が
あ

る
。

　
そ
の

一
つ
は

「
賽
村
」

で
居
村
の
下
方
杉
山
川
沿
い
に
約

一
反
の
平
地
が
あ

り
家
敷
と
し
て
い
る
。
小
径
が
あ
り

「
賽
村
道
」
と
呼
ん
で
い
る
。
も
う

一
ケ

所
は
杉
山
川
を
狭
み

「
賽
村
」

の
向
い
側
に
俗
に

「
い
し

ゃ
す
ん
ば
」
と
い
う
。

「石
屋
住
み
場
」

と
い
う
意
で
あ
ろ
う
か
、
石
休
場
で
あ
ろ
う
か
、
不
明
で
あ

る
。

　
祖
先
が
土
着
と
同
時
に
氏
神
と
し
て
祀

っ
た
の
が
山
神
社
で
あ
る
。
文
化
三

年

の

『書
上
帳
』
に
よ
る
と
こ
の
頃
の
本
社
は
二
尺
五
寸
に
三
尺
の
規
模
、
鳥

居
は
明
六
尺
の
も
の
で
あ

っ
た

(第
八
章
参
照
)
。
宗
門
改

帳
が
な
く
宗
旨
人

別
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
大
成
沢
に
真
言
宗

の
檀
家
が
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
本
村
も
真
言
宗
の
檀
家
で
あ

っ
た
と
推
定
す
る
向
も
あ
る
が
判
然
し

な
い
。

　
安
政
五
年

(
一
八
五
八
)
の
法
名
に

「釈
晃
誉
」
と
あ
る
か
ら

一
向
宗
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
信
仰
は
深
い
。　
「歓
喜
和
讃

口
説
」
　
「
正
信
偈
絵
抄
」

そ
の

他
真
宗
教
義
に
関
す
る
書
籍
が
多
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
地
蔵
堂
に

つ
い
て
は
別
に
記
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　
寺
小
屋
は
江
戸
時
代
に
も

っ
と
も
普
及
し
た
庶
民
の
教
育
機
関
で
あ

っ
た
。

西
山
地
内
に
も
数
ケ
所
あ
り
漆
峠
で
は
鈴
木
庄
軒
氏
宅
で
行
わ
れ
て
い
た
。
教

育
内
容
は
読
み

・
書
き

・
算
盤
が
主
で
教
科
書
は
「消
息
往
来
」
「
商
売
往
来
」



「百
姓
往
来
」

「庭
訓
往
来
」
算
盤
に
は

「
塵
却
記
」
等
が
用
い
ら
れ
こ
れ
ら
多

く
の
教
科
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
五
年
に
学
制
が
布
か
れ
た
。
庄
軒
氏
保
存
の
掛
図
は
明
治
以
降
の
も
の

で
あ
る
が
訓
育
に
用
い
た
貴
重
な
資
料

で
あ
る
。
手
書
の
掛
図
に
は
、

　

「
人
生
行
路
之
想
像
と
し
て
善
道
悪
道
を
描
き
、
書
道
は
安
楽
の
森
に
到
達

　
し
悪
道
は

一
家
破
滅
に
到
る
」

と
説
き
、

　

「善
悪
二
道
ノ
岐
ル
ル
所
其
ノ
差
僅
ニ
寸
尺
ノ
ミ
而

モ
最
後
ノ
径
庭

ハ
如
何

　
鳴
呼
可
畏
」

と
記
し
て
い
る
。

　
前
掲
享
保
十
七
年
の

『
村
方
目
録
」
産
業
の
項
に
、

　

「夏

こ
か
い
も
少
々
は
仕
候
」

と
記
さ
れ
て
い
る
養
蚕
は

一
八
〇
〇
年
代
に
は
相
当
営
ま
れ
て
い
た
。

　
寛
政
八
年

(
一
七
九
六
)
に
発
行
さ
れ
た

『蚕
養
秘
伝
記
」
や
、
大
正
二
年

農
商
務
省
発
行
の
蚕
病
予
防
掛
図
が
あ
り
、
養
蚕

の
取
り
組
む
姿
勢
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
。

　
繭

の
ま
ま
で
出
荷
し
た
が
、
明
治
年

間
に
は
家
内
工
業
と
し
て
、
高
田
あ
る

い
は
そ
の
他
か
ら
の
二
十
人
程

の
女
工
に
よ
り
製
糸
業
が
営
ま
れ
、
後
に
機
械

も
導
入
さ
れ
た
。
最
大

の
収
入
源
で
春
蚕
に
よ

っ
て

一
年
の
生
計
が
成
立
す
る

程

の
収
入
で
あ
り
西
山
地
内
屈
指

の
養

蚕
集
落
で
あ

っ
た
。

　
そ
の
他
薬
用
人
参
は
明
治
末
年
ま

で
栽
培
さ
れ
、
麻

・
モ
ワ
ダ

・
板
材
、
な

ど
人
馬
で
海
老
山
あ
る
い
は
羽
佐
間
峠
を
越
え
高
田
方
面

へ
出
荷
し
、
衣
類

・

道
具

・
日
用
品

・
食
料
品
を
購
入
し
た
。

　
現
在

の
土
地
反
別

　
　
宅
地
　
三
反
八
畝
十
九
歩

　
　
田
　
　
三
反
○
畝
二
十
八
歩

　
　
山
林

・
原
野
　
十
五
町
五
反

一
畝
四
歩

　
開
田
も
さ
れ
た
が
地
理
的
条
件
か
ら
畑
や
山
林
の
依
存
度
が
高

い
。
昭
和
四

十
年
代
ま
で
続

い
た
養
蚕
は
衰
微
し
、
代
わ

っ
て
四
戸

一
町
五
反
の
た
ば
こ
耕

作
が
行
わ
れ
有
望
視
さ
れ
て
い
る
。

　
安
政
元
年
の
大
火
に
よ

っ
て
全
戸
焼
失
、
大
正
二
年

の
洪
水
に
は
居
村

の
田

畑
埋
没
し
、
杉
山
川
沿
い
の
田
地
流
失
、
昭
和
三
十

一
年
に
は
青
田
が
埋
没
す

る
な
ど
被
災
し
な
が
ら
も
、
村
人
の
努
力
に
よ

っ
て
復
旧
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
昭
和
二
十
二
年
に
電
燈
が

つ
き
、
同
三
十
二
年
神
社
改
築
、
同
三
十
二
年
水

道
敷
設
、
同
三
十
四
年
車
道
に
改
修
さ
れ
た
。

　
大
成
沢
を
基
点
と
し
て
高
森

へ
通
ず
る
漆
峠
林
道
が
開
削
さ
れ

つ
つ
あ
る
が

現
在
の
道
路

の
拡
幅
や
沢
中

へ
通
ず
る
道
路
の
開
削
に
よ

っ
て
四
ツ
谷
方
面
と

の
交
流
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
伝
説

　

ｏ
弘
法
清
水

　
昔
、
弘
法
大
師
が
諸
国
行
脚
の
折
こ
の
村
に
お
立
ち
寄
り
に
な
ら
れ
、
老
婆

に

一
杯
の
水
を
請
わ
れ
た
。
老
婆
は
快
く
応
じ
た
が
、
い
つ
に
な

っ
て
も
持

っ

て
来
な
い
。
あ
ま
り
遅
い
の
で

「
ど
う
し
た
の
か
L
と
た
ず
ね
る
と
、
こ
の
下

の
曽
呂
向
の
清
水
ま
で
汲
み
に
行

っ
て
来
た
と
い
う

こ
と
だ

っ
た
。
こ
の
老
姿



の
善
意
に
感
動
し

た
大
師
は
、
水
の

不
便
を
気
の
毒
に

思
わ
れ
、
水

一
杯

の
お
礼
に
と
錫
杖

を
突
か
れ
た
と
こ

ろ
清
水
が
湧
き
出

た
と
い
う
。

　
冷
水
が
尽
き
る

こ
と
な
く
流
れ
て

い
る
。

こ
の
湧
き

水
が
弘
法
清
水
と

名
付
け
ら
れ
、
何

百
年
来
村
人
の
生

活
用
水

で
あ
り
、

漆 峠 の 弘 法 清 水

 

ま
た
大
成
沢
方
面
か
ら
高
田
方
面

へ
の
通
行
が
盛
ん
で
あ

っ
た
時
代
に
は
、
人

々
の
憩
い
の
場
と
な

っ
た
の
で
あ
る
コ

　
昭
和
三
十
三
年
簡
易
水
道
が
敷
設

さ
れ
た
が
今
尚
峠
の
清
水
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
。

至猿倉岳

漆 峠

至
高
森

戸数　　　7戸

男　 22名

女　 20名
人口

 

至
大
成
沢



　
　
九
、

琵
　

琶

　
首

一
　
村
の
起
り
と
変
遷

　
琵
琶
首
は
滝
谷
川
の
上
流
柳
津
町
の
最
南
端
に
位
置
し
、
小
字
下
平
、
境

の

沢
を
含
む
集
落

で
あ
る
。
村
名
が
珍
ら
し
い
。
享
和
三
年
一

八
〇
三
)
琵
琶

首
村
名
主
仮
役
金
八
が
、
会
津
藩
地
志
方
役
人
に
書
上
げ
た

『
御
尋

二
付
書
上

帳
』

の
中
に
、

「
一

、
當
村
之
儀

　
居
村
琵
琶
之
形
に

　
似
た
る
故
琵
琶
首

　
村
と
唱
候
由
申
伝

　
候
」

と
あ
る
よ
う
に
、
琵

琶
首
の
領
域
は
楽
器

琵
琶
に
相
似
し
、
集

落
の
あ
る
居
村
は
首

の
部
分
に
相
当
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
そ

の
名
が
発
生
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
日
本
民
俗
学
会
員

中
地
茂
男
氏

(塩
川

観 音 堂 よ り琵 琶 首 村 を 望 む

町
)
は
、
そ
の
昔
大
彦
命
と
武
淳
川
別
命
の
出
会
い
に
つ
い
て
触
れ
、
そ
の
中

で

「会
津
の
文
化

の
中
核
地
は
高
尾
嶺
と
考
え
ら
れ
、
滝
谷
川

・
大
谷
川

・
野

尻
川
の
三
渓
谷
を
包
含
し
、
琵
琶
の
形
に
似
た
山
岳
渓
谷
の
地
域

つ
ま
り
琵
琶

平
を
そ
の
圏
域
と
し
た
。
こ
の
琵
琶
平
三
渓
谷
の
う
ち
最
も
早
く
拓
け
た
の
は
、

現
在
奈
良
布
な
ど
の
古
代
史
的
な
地
名
が
残

っ
て
い
る
東
部
滝
谷
川
の
流
域
で

こ
こ
に
は
大
和
文
化
以
前
の
土
着
文
化
が
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
L
と
述
べ
て
い

る
。
越
後
の
国
か
ら
会
津
に
進
出
し
琵
琶
平
文
化
を
形
成
し
た
と
す
る
も
の
で

興
味
深
い
推
考
で
あ
る
。

　
琵
琶
首
か
ら
は
縄
文

・
弥
生
期
の
遺
物
で
あ
る
土
器

・
石
器
は
発
見
さ
れ
ず

全
く
の
空
白
で
知
り
得
べ
く
も
な
い
。
只
、
現
在
の
集
落
を
形
成
す
る
以
前
の

住
居
跡
が
数
ケ
所
あ
る
の
で
そ
れ
に

つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

○
台

(上
琵
琶
)
字
鹿

の
沢
通
称
台
と
い
う
。
居
村
の
南
方
約
二
キ

ロ
メ
ー
ト

　
　

ル
の
高
台
で
あ
る
。
今
は
私
有
地
と
な

っ
て
い
る
が
平
地
が
あ
り
、十
二
、

　
　

三
戸
あ

っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
鉢

・
壷
な
ど
生
活
用
具

　
　
が
採
取
さ
れ
る
。
後
代
の
物
で
あ
る
。
松
の
老
木
を
愛
宕
神
と
し
て
祀

っ

　
　

て
い
た
こ
と
、
ま
た
墓
地
が
あ
り
数
基
の
墓
印
が
あ
る
。

○
古
屋
敷
　
古
屋
敷
の
字
名
が
生
ま
れ
た
。
出
土
品
も
な
く
住
居
跡
と
立
証
で

　
　
き
る
も
の
は
何
も
な
い
が
屋
敷
が
あ

っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

○
森
の
平
　
居
村

の
南
方
三
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
字
森

の
平
で
あ
る
。
上
琵
琶
沢
と

　
　
坂
下
沢
の
中
間
に
位
す
る
。
山
の
神
と
し
て
祀

っ
た
石
の
小
祠

に
は
宝
暦

　
　
九
歳

(
一
七
五
九
)
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
周
囲
十
尺

の
楢
の
大
木
が
あ

っ

　
　

た
が
今
は
な
く
松
の
老
木
の
下
に
鎮
座
し
て
い
る
。
前
面
に
は
約

一
・
五



　
　

ヘ
ク
タ
ー

ル
の
水
田
が
拓
け
て
い
る
。

○
入
道
　
居
村
か
ら
滝
谷
川
向
い
字
名
は
家
の
向
い
と
な

っ
て
い
る
。
入
道
の

　
　
面
積
は
約

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
入
道
屋
敷
跡
が
あ
り
明
ら
か
に
人
工
を
加
え

　
　
た
堀
が
廻
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
流
れ
出
る
滝
を
入
道
滝
と
い
う
。

　
　
栃
の
木
を
山

の
神
と
し
て
信
仰
し
て
い
る
。
昔
近
江
入
道
が
住
ん
だ
所
と

　
　
と
伝
え
て
い
る
。

　
大
同
二
年

(八
〇
七
)
に
山
崩
れ
が
あ

っ
た
と
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の
前
年

に
磐
梯
山
が
噴
火
し
て
猪
苗
代
湖
が
大
き
く
な

っ
た
の
で
こ
れ
と
関
連
し
て
い

い
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
湯
の
嶽
の
崩
壊
を
大
同
二
年
と
伝
え
て

い
る
の
と
同
様
で
あ
ろ
う
。
資
料
に
あ
る
弘
治
元
年

(
一
五
五
五
)

の
会
津
地

方
を
襲

っ
た
大
地
震
に
よ
る
山
崩
れ
と
混
同
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

山
崩
れ
は
上
琵
琶
地
内
で
起
り
そ
の
規
模
は
大
き
く
流
土
は
民
家
立
木
を
埋
没

し
た
。
地
内
を
開
田
す
る
時
に
は
埋
木
が
出
土
す
る
。
以
上
の
住
居
跡
と
本
琵

琶

(居
村
)

の
関
係
は
明
ら
か
で
な

い
。
現
在
は
字
居
平
に
集
結
し
て
い
る
が
、

当
時
は
数
ケ
所
に
分
散
し
家
数
も
五
十
七
戸

(伝
承
)
あ

っ
た
と
い
わ
れ
こ
の

山
崩
れ
に
よ

っ
て
上
琵
琶
の
居
住
者

は
下
平
、
松
倉

(高
田
町
)
、高
清
水

(三

島
)
方
面
に
転
住
し
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
住
居
跡
は
、
出
土
品
や
信
仰

対
象
か
ら
考
え
て
近
世
の
も

の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
十
二
世
紀
に
、
横
田

城
主
山
内
秀
基
が
大
沼
郡

・
会
津
郡

・
越
後
領
上
田
庄

・
小
川
庄
計
八
八
〇
貫

文
の
地
を
領
し
そ
の
領
内
地
と
な

っ
て
い
る
か
ら
鎌
倉
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け

て
郷
村
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
得
る
。

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
記
録
も
残
存
し
村
方
の
様
子
も
か
な
り
詳
細
に
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
前
掲
の
享
和
三
年
書
上
帳
に
、

　
「
一

、
當
村
之
儀
寛
永
十
九
年
迄
加
藤
弐
部
少
輔
様
御
領
地
同
二
十
年
よ
り

　
　
　
御
領
地
、
其
後
御
直
所
御
預
所
移
替
御
座
候
」

と
あ
る
通
り
、
寛
永
二
十
年
（
一

六
四
三
)
よ
り
加
藤
領
で
あ

っ
た
山
内
領

の

全
部
は
幕
府
の
天
領

(直
轄
地
)
と
な

っ
た
り
会
津
藩
保
科
氏
に
預
け
地
と
な

っ
た
り
し
た
、
保
科
氏
に
よ

っ
て
郷
村
の
開
発
が
進
展
し
制
度
化
さ
れ
組
が
整

備
さ
れ
た
。
琵
琶
首
は
大
谷
組
に
属
し
、
明
治
五
年
若
松
県
が
で
き
る
ま
で
そ

の
組
織
下
に
あ

っ
た
。
以
後
大
区
小
区
の
制
、
地
租
改
正
、
郡
区
改
正
が
行
わ

れ
明
治
二
十

二
年
町
村
制

の
実
施

に
よ
り
旧
村
名
を
大
字
と
し
大
字
琵
琶
首

と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
村
の
発
達
概
要
と
政
治
組
織

の
変
遷
を
概
観
し
た
が
、
次
に
『御
手
鑑
』

や

『書
上
帳
』
に
よ

っ
て
近
世
の
村
勢
を
み
て
み
よ
う
。

二
　
近
世
の
村
勢

　
　
　

『享
保
十
七
年
　
大
谷
組
村
方
目
録
』

　
　
　
　
　
琵
琶
首
村
　
　
　
　
名
主
　
茂
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
　
善
左
衛
門

江
戸

へ　

六
拾
里
三
拾
弐
丁
弐
拾

　
　
　
　
三
間

若
松

へ
　
八
里
七
丁
十
六
間



　
　
　
　
　
但
是
ハ
海
老
山
通

　
小
野
川
へ
　
壱
里
廿
九
丁
三
十
三

　
　
　
　
　
　
間

　
大
岐
へ
　
壱
里
五
丁
十
三
間

　
大
成
沢

へ　

三
拾
四
丁
三
十
七
間

高
百
拾
石
七
升
八
合
　
　
本
田
金
方

　
　
此
反
別
　
弐
拾
壱
町
六
反
九
畝

　
　
　
　
　
　
十
七
歩

　
　
　
　
　
　
免
　
三
ツ
九
分
七
厘

　
　
内
壱
町
六
反
九
畝
弐
拾
五
歩

　
　
　
此
分
米
　
拾
八
石
三
斗

　
　
弐
拾
壱
町
九
反
九
畝
弐
拾
弐
歩

　
　
　
此
分
米
　
九
拾
壱
石
七
斗
七

　
　
　
　
　
　
　
升
八
合

　
　
此
訳

　
上
田
　
三
反
三
畝
九
歩

　
　
此
分
米
　
壱
石
八
斗
六
升
弐
合

　
下
田
　
三
町
三
反
七
畝
八
歩

　
　
此
分
米
　
廿
三
石
六
斗
九
合

　
上
畑
　
三
町
三
反
七
畝
八
歩

　
　
此
分
米
　
廿
三
石
六
斗
九
合

　
中
畑
　
五
反
五
畝
拾
歩

　
　
　
壱
分
銀
　
弐
匁
七
分
九

ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
か
は
ら
役

　
　
　
銀
　
　
　
十
五
匁
弐
分
七
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た
役

一、金
　
米
弐
斗
三
升
五
合
　
御
六
尺
給

一、米
　
七
升
　
　

　
　

　

御
伝
馬
米

一、金
　
壱
両
　
　
　
　
　
　
定
個
社
倉

一、家
数
　
弐
拾
八
軒
　
馬
弐
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牛
壱
疋

一、竃
　
三
拾

　
　
内

壱
人

名
主

壱
人

組
頭

　
　
　
廿
七
人
　
百
姓
　
壱
人
　
水
呑

一、人
数
　
百
八
拾
六
人
　
百
九
人
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
拾
七
人
女

　
　
此
分
米
　
三
石
九
升
九
合

　
下
畑
　
拾
七
町
五
反
五
畝
四
歩

　
　
此
分
米
　
三
拾
壱
石
四
斗
三
升

　
屋
敷
　
五
反
弐
畝
歩

　
　
此
分
米
　
三
石
六
斗
四
升

高
七
石
三
斗
五
升
九
合
　
新
田
金
方

　
　
此
反
別
　
下
田
七
反
六
歩

　
　

免
　
二
ッ
弐
分

合
百
拾
七
石
四
斗
四
升
七
合

　
一、田
　
弐
反
四
畝
弐
分
　
　
見
取

　
　
　
　
取
　
壱
斗
九
升
七
合

　
　
　
　
　
　
　
但
シ
反
ニ
八
升
取

一、
金
　
拾
四
両
壱
分

　
　
永
百
拾
壱
文
六
分
亥
御
年
貢

一、金
　
三
分

永
百
四
拾
七
文
六
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
口
永

一、金
　
三
分
　
永
十
六
文
六
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
物
成

　
　
　
　
此
銀
四
拾
九
文
六
厘

　
　
此
訳

銀
　
四
匁
　
　
　
　
　
　
山
役

銀
拾
壱
匁
　
　
　
　
　
　
布
役



寛 延2年 琵 琶 首 村 百 姓 分 限 一 覧 表

家　 人 数　 男 　 女 　 牛 馬1本 田 高 新 田 高百姓名　　 高
間

10×6
石斗升合タオ
　　　　　0

石 斗 升 合 タ オ

3.0.6.9.0.0

石 斗 升 合 タ オ

3.0.6.9.0.0

牛１

借 宅

水 呑

茂 兵 衛

三 次 郎

作 十 郎

兵 右 門

佐 右 門

直左右門

平 十 郎

助 五 郎

小左衛門
源左衛門

清 三 郎

小 右 門
長 四 郎

彦 　 七

傳 兵 衛

長 　 七

又 　 吉

善 兵 衛
兵左衛門

十 兵 衛

又左衛門

又 　 七

九 兵 衛

兵 　 吉

彦 之 蒸

六郎兵衛

吉 次 郎

忠 兵 衛
作 兵 衛

傳 之 蒸

甚 太 郎

孫 兵 衛

太左衛門
長 　 吉

嘉 兵 衛

長 兵 衛

源 　 七

市 兵 衛

小 屋傳 兵 衛
全庄次兵衛
全理 兵 衛
全仙 右 門
全忠 兵 衛
不 持ふ 　 く

小 屋長 三 郎
全勘 兵 衛

寛延二年宗門改帳により作成



　
琵
琶
首
は
五
十
七
戸
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
が
こ
れ
は
伝
承
で
資
料
に
基
づ
く

も
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
に
多
か

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
も
と

散
村
で
あ

っ
た
も
の
が
集
ま

っ
て

一
ケ
所
に
な

っ
た
と
推
考
で
き
る
。

　
前
掲

の
資
料
に
よ

っ
て
み
る
と
、
享
保
十
七
年
（
一

七
三
二
)
に
家
数
二
十

八
軒
、
竃
数

(世
帯
数
)
三
十
と
な

っ
て
い
る
が
、
七
十

一
年
後

の
享
和
三
年

(
一
八
〇
三
)
に
は
家
数
二
十
軒
に
減
少
し
て
い
る
。

こ
れ
は
天
明
三
年

(
一

七
八
三
)

の
史
上
空
前

の
大
飢
饉

と
年
貢
徴
収
の
過
重
負
担
に
堪
え
ず
離
村
す

る
禿
百
姓
が
激
増
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
村

の
窮
状
を
訴
願
し
た
文
書
を

後
に
所
収
す
る
。

　
検
地
に
よ

っ
て
田
畑
共
に
上

・
中

・
下
の
階
級
が
あ

っ
た
が
、
上
田
は
三
反

余
に
対
し
下
田
は
三
町
三
反
余
と
圧
倒
的
に
多
く
、
土
地
柄
を
知
る
こ
と
が
出

来
る
。
前
記
古
文
書
に
、
「極
薄
田
ノ
地
方

ニ
テ
」
の
文
字
に
よ

っ
て
も
判
る

(傍
点
筆
者
)
。

　
石
高
を
知
る
最
も
古
い
資
料
は
文
禄
三
年

(
一
五
九
四
)

の
も

の
で
、
四
十

七
石
九
升

(当
時
高
森
村
が
四
十
九
石
四
斗
二
升
)

で
あ

っ
た
が
一
三

八
年
後

の
享
保
十
七
年
に
は
一
一
〇

石
七
升

八
合
と
倍
増
し
、
当
時

の
大
成
沢
の
九
十

三
石
四
升
七
合
を
上
回
る
数
字
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
比
較
的
平
坦
な
土
地

が
あ
り
中
ノ
平

・
森

ノ
平
な
ど
の
新

田
開
発
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
村
高
を

一
覧
に
す
る
と
下
記
表

の
通
り
で
あ
る
。
文
禄
か
ら
享
保
ま
で
は
倍

増
し
た
が
享
保
か
ら
天
明
に
至
る
五
十
年
間
は
約
十
石
の
増
加
を
み
た
に
過
ぎ

な
い
。

琵琶首村高の堆移表

一
　西

暦

本

田

新

田

備

考

文
禄
　
三
年

一
五
九
四

一
七

三
二

一
七
四
九

一
七
八

一

一
七
八
六

一
八
七
五

石

斗

升

合

四
七

・
○

・
九

・
○

石

斗

升

合

蒲
生
家
高
目
録

享
保

一
七
年

二
○

・
○

・
七

・
八

御
手
鑑

寛
延
　
二
年

二
○

・
○

・
七

・
八

九

・
八

・
九

・
六

宗
門
改
帳

安
永

一
〇
年

二
○

・
○

・
七

・
四

九

・九

・
○

・
○

同

天
明
　
六
年

二
○

・
○

・
七

・
四

九

・
九

・
○

・
○

同

明
治
　
八
年

二
○

・
○

・
七

・
四

九

・九

・
○

・
○

　
次
に
寛
延
二
年

(
一
七
四
九
)

の
宗
門
改
帳
に
よ

っ
て
村
勢
を
み
る
こ
と
に

す
る
。
二
三
六
年
前
の
村
の
構
成

・
百
姓
の
持
高

・
人
数
等
を
知
る
こ
と
が
で

き
る

(前
頁
の
別
表
参
照
)
。

　
宗
門
改
帳
や
そ
の
他

の
資
料
に
よ

っ
て
、
家
数
人
口
の
変
遷
を

一
覧
に
す
る

と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
享
保
十
七
年
に
は
家
数
二
十
八
軒
、
竃
数
三
十
、
内
百
姓
二
十
七
人
、
水
呑

一
人
で
あ

っ
た
が
、
寛
延
二
年
に
な
る
と
人
口
の
変
化
は
な
い
が
戸
数
三
十
八

戸
と
な

っ
て
い
る
。
安
永
十
年
に
は
戸
数
人
口
共
に
大
幅
に
減
少
し
逆
に
木
地

小
屋

の
数
が
増
加
し
て
い
る
。
天
明
六
年
に
は
享
保
十
七
年
と
比
較
し
て
石
高

に
変
化
は
な
い
が
戸
数
人
口
共
に
激
減
し
て
い
る
。
こ
れ
は
会
津

一
円
に
み
ら

れ
る
現
象

で
あ
る
。
前
記
の
如
く
天
明
続
い
て
天
保
年
間

の
大
飢
饉

に
よ

っ
て

禿
百
姓
が
続
出
し
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
更
に
本
村
に
お
い
て
は
牛
馬
の
数
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
に
気
が

つ
く
。
人

の
労
力
に
よ

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



琵琶首村の戸数 ・人口等の変遷表

年
号

西
暦
戸
数
竃

数
男

女

享

保
17
年

寛

延
2
年

安
永
10
年
天
明
6
年

享

和
3
年

文

化
6
年

馬

牛

木
地

翔

備
　
考

村
方
目
録

宗
門
改
帳

宗
門
改
帳

宗
門
改
帳

書
上
帳

風
土
記

　
　
　
作
恐
以
書
付
奉
願
上
候

當
村
ノ
儀

ハ
博
士
山

ノ
麓
ニ

居
住
仕
高
山
ノ
冷
水

ヲ
以
御
田
地
ノ
用
水
ニ
仕

尤
極
薄
田
ノ
地
方

ニ
テ
熟
作
ノ
年

ニ
ス
ラ
他
村

ノ
半
作

ニ
モ
相
至
リ
不
レ申
畑

方
ト
テ
モ
右
同
様

ニ
テ
精
業
ノ
無
=其
甲
斐
一貧
村
ニ
御
座
候
近
年
諸
品
高
値

ノ
上
御
戦
争
引
続
昨
三
年

ノ
違
作
ニ
付
テ

ハ
作

モ
皆
無
同
様
取
穀
無
=御
座
一

露
命
難
=相
保
一様
ニ
相
至
候
御
上
様
賑
恤
被
レ成
=下
置
一御
救
助
米
麻
敷
代
ナ

ド
拝
借
被
二仰
付
一右
ヲ
以
雪
中

モ
相
凌

候

へ
共
當
春
ニ
至
リ
田
畑
仕
付
可
レ

申
様
無
=御
座
一候
ニ
付
右
ノ
段
歎
願
奉
=申
上
一候

ヘ
ハ
格
別

ノ
以
二御
愛
憐

仕
付
夫
食
米
拝
借
被
=仰
付
一且
組

内
ヨ
リ
モ
貧
村
ノ
故
ヲ
以
村

々
配
當

ノ
内

ヲ
以
助
情
ニ
相
成
當
作
無
難
ニ

仕
付
御
愛
憐
ノ
程
難
レ有
仕
合
ニ
奉
レ存

候
然

庭
前
分
奉
=
申
上
一候
通
極
薄
地
ノ
村
方
當
年
熟
作
候
ト

ハ
乍
レ申
他
ノ
半
作

ニ

モ
不
=相
至

秋
中

ヨ
リ
青
雑
仕
最
早
米
喰
盡

シ
同
様
ニ

相
成
諸
産
物

モ
秋
中

　

ヨ
リ
引
越
夫
食
米
仕
付
夫
食
米
□
□
拝
借
御
返
納
差
向
其
上
不
足
ノ
分

ハ
組

　
合
親
類

ハ
不
二申
及
一

村
平
ニ

助
力
仕
是
迄

ハ
上
納
仕
候
得
共
當
納
方
何
レ

　
差
支
大
肝
煎
元

ヨ
リ
厳
重

二
納
方
被
=申
付
一候
得
共
産
物

ハ
皆
拂
ニ

仕
其
上

　
家
財
農
具
迄
モ
質
入
賣
代
替
致
シ
候
上
ニ

ハ
一
村
立
ノ
侭
ニ
相
成
如
何
様
共

致
方
無
=御
座
一候
ニ
付
大
肝
煎
元
迄
右
ノ
段
御
願
申
上
候
是
迄
厚
以
=御
愛
憐
一

　
露
命
相
染
罷
在
御
返
納
遅
引
致
候
テ
ハ
不
=相
成
一旨
厚
沙
汰

モ
在
レ之
候

二
付

　
色
々
才
覚
仕
候
得
共
別
紙
名
前
ノ
者
共
只
今
調
金
ニ
相
成
急
候
間
無
=余
儀
一

　
奉
=頭
上
一候
恣
ノ
儀
奉
=恐
入
一候
得
共
何
卒
此
上
ノ
以
御
情
愍
當
十

一
月
卅

　
日
迄
御
延
被
レ成
=下
置

度
奉
二願
上
一候
右
日
限

ニ
ハ
屹
度
御
返
納
可
仕
候
間

　
幾
重

ニ
モ
深
厚
ノ
以
=御
仁
恤
一右
願
ノ
通
被
=仰
付
一被
二下
置
一度
奉
二願
上
一

　
候
　
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
代
　
鈴
木
嘉
兵
衛

　
　
　
　
牛
閏
　
十
月
　
　
　
　
　
　
年
　
寄
　
同
　
嘉
右
衛
門

　
　
田
島
　
御
役
所
　
　
　
　
　
　
　肝
　
煎
　
同
　
長
右
衛
門

　
享
和
三
年
（
一

八
〇
三
)
の

『書
上
帳
』
に
、

　

「當
村

ハ
山
ニ
附
住
居
仕
候
」

と
あ
る
如
く
博
士
山
麓
に
あ
り
標
高
高
く
冷
水
を
用
水
と
し
て
い
る
た
め
、

　

「熟
作
ノ
年
ニ
す
ら
他
村

の
半
ニ

も
相
至
リ
不
レ申
」

で
反
収
少
く
天
明
三
年
以
来
三
年
間
の
凶
作
続
き
で
作
柄
は
皆
無
同
様
と
な
り

夫
食
米
に
も
事
欠
く
様
と
な
り
貢
税
納
入
期
限
の
延
期
方
を
訴
願
し
た
文
書
で

天
明
六
年

の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
文
書
の
後
に
大
肝
煎
が
、
十

一
月
中

に
は
貢
納

の
見
詰

(見
積
)
が
立
て
ら
れ
る
の
で
御
猶
予
願
い
た
い
と
奥
書
を



し
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
た
ま
た
ま
琵
琶
首
に
あ

っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
農
民

の
窮
状
は
ど
の
村
も
同
じ
で
あ
り
、
困
難
な
状
態
を
強
く
生
き
ぬ
い
て
き
た
先

人
の
努
力
に
感
謝

の
念
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

　

『宗
門
改
帳
』
は
各
戸
の
所
属
寺
院
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
寛
延
二
年
の
そ

れ
に
よ
れ
ば
戸
数
三
十
八
戸
の
う
ち
三
十
二
戸
は
大
乗
寺
、
六
戸
が
西
念
寺
で

木
地
小
屋
八
戸
は
若
松
御
城
下

一
向
宗

本
光
寺

の
檀
家
で
あ

っ
た
。
本
光
寺
は

現
在
大
町
名
子
屋
町
に
あ
る
浄
土
真
宗
寺
院
で
あ
る
。
大
胆
な
推
察
を
す
れ
ば

本
光
寺
檀
家
が
上
琵
琶
に
木
地
師
と
し
て
入
植
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
三
十
二
年
後

の
安
永
十
年

に
は
木
地
小
屋
は
十
二
戸
と
な
り
こ
の

時
は
凡
て
大
乗
寺
に
属
し
て
い
る
。

　
字
居
平
に
面
積

一
ア
ー
ル
の
寺
跡
と
い
わ
れ
る
屋
敷
が
あ
る
。
京
峯
山
沢
福

寺
と
称
し
た
と
伝
え
て
い
る
が
な
ん
の
資
料
も
な
く
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
。

　
前
掲

『書
上
帳
』
に
、

　

「當
村
本
海
道
ニ
無
御
座
野
尻
組
通
リ

ニ
御
座
候
」

文
化
三
年
の

『書
上
帳
』
に
は
、

　

「若
松
御
城
下
ヨ
リ
申
ノ
方
ニ
當
海
老
山
通
ニ
而
道
法
八
里
七
丁
拾
六
間
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
当
村
が
御
城
下
に
通
ず
る
道
は
、
大
成
沢

・
高
森
を
経
て

海
老
山
峠
を
越
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。
大
成
沢
と
の
間
に
獅
獅
落
の
嶮
が
あ
り

旧
道
の
路
傍

の
岩
に
馬
頭
観
音
像
を
彫

っ
た
磨
崖
仏
が
あ
る
。
い
つ
の
時
代
の

も
の
か
不
明
で
あ
る
が
旅
の
安
全
を
祈
念
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
道
路
は
本

海

(街
)
道
で
は
な
い
が
野
尻
組

(
昭
和
村
)
小
野
川
村
に
通
ず
る
主
要
街
道

で
あ

っ
た
。
今
は
県
道
柳
津
小
野
川
線
と
な
り
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
ま
た
滝

谷
川
向
い
に
は
く
る
み
平
か
ら
間
方
村
と
小
中
津
川
村

へ
の
小
径
が
あ
る
。
こ

れ
ら
が
生
活
要
路
で
あ

っ
て
、
桑

・
麻

・
木
炭

・
繭

・
人
参

・
青
苧
等
を
運
搬

し
生
活
用
品
を
購
入
し
た
。

　
現
在
琵
琶
首
三
十
戸
中
十
五
戸
に
屋
号
が
あ
り
今
で
も
屋
号
が
通
用
し
、
近

年
ま
で
カ
ド
屋
は
駄
馬
二
頭
を
飼
育
し
て
荷
物

の
運
送
や
商
人
宿
を
経
営
し
た
。

現
在
残

っ
て
い
る
屋
号
を
挙
げ
る
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

琵琶首村の屋号一覧表

屋
　
号

大
谷
屋

前
田
屋

山
本
屋

山
崎
屋

沢
本
屋

当

主

名

鈴
木
吉
太
郎

鈴
木
　
久
仙

鈴
木
　
英
次

鈴
木
　
謙
重

鈴
木
　

一
佐

屋

号

月
本
屋

北
沢
屋

清
水
屋

徳
川
屋

カ
ド
屋

当

主

名

鈴
木
　
光
雄

鈴
木
　
初
治

鈴
木
　
武
夫

鈴
木
　
勝
伸

鈴
木
　
　
勇

屋

号

中
島
屋

福
田
屋

前
川
屋

宮
本
屋

小
沢
屋

当

主

名

鈴
木
　
　
巌

鈴
木
　
　
忠

鈴
木
　
正

一

鈴
木
シ
ゲ
ノ

鈴
木
　

一
喜

　
三
十
戸

の
中
鈴
木

の
姓
が
圧
倒
的
に
多
く
二
十
七
戸
、
土
橋
二
戸
、
小
椋

一

戸
で
同
族
集
落
と
し
て
発
展
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
村
は
二
回
の
大
火
に
見
舞
わ
れ
た
。
明
治
二
年
の
大
火
に
は
地
蔵
堂
の
上
手

土
橋
吉
男

・
鈴
木
伍

一
は
類
焼
を
免
が
れ

「火
除
け
の
地
蔵
L
と
呼
ん
で
い
る
。

　
享
和
三
年

の

『
書
上
帳
』
に
当
村
の
産
物
と
し
て
、

　

「
柴
蕨
少
々
御
座
候
雪
中
男

ハ
薪

ヲ
取
リ
女

ハ
太
布
仕
候
」

と
あ
り
、
太
布
と
は
織
物
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
原
料

で
あ
る
麻
を
栽
培
し
麻

の
ま
ま
で
出
荷
す
る
か
糸
を
紡
い
で
麻
布
を
作
り
、
か
た
び
ら
、
蚊
帳
な
ど
に



用
い
ら
れ
た
。
女
子
の
家
内
工
業
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
昭
和
二
十
年
代

ま
で
続
い
た
。

　
こ
の
村
の
信
仰
に
つ
い
て
触
れ
て
み
る
。
多
賀
神
社
や
観
音

・
地
蔵
堂
に
つ

い
て
は
第
八
章
の
項
に
述
べ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
全
戸
仏
教
徒
で
信
仰
は

深
い
。
庚
申
信
仰
も
あ
り
村
上
の
旧
道
に
文
化
元
年

(
一
八
〇
四
)
明
和
七
年

(
一
七
七
〇
)
安
永
三
年

(
一
七
七
四
)
に
建
て
ら
れ
た
三
基
の
供
養
塔
が
あ

る
。
山
の
神
講
は
十

一
月
十
二
日
と

二
月
十
二
日
に
行
う
。
古
峯
神
社
講
は
火

除
け
の
講
中
で
毎
春
四
人
ず

つ
古
峯
本
社

へ
代
参
す
る
。
そ
の
外
飯
豊
山

・
湯

殿
山
参
拝
や
津
島
講
な
ど
伝
承
さ
れ

て
い
る
。

三
明
治
以
後

　
明
治
五
年
学
制
が
布
か
れ
公
立
小
学
校
が
設
置
さ
れ
民
家
を
用
い
て
授
業
が

な
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
児
童
男
十
五
人
女
十
三
人
で
あ

っ
た
。

　
明
治
九
年
の
調
査

(皇
国
誌
)
に
よ
る
と
戸
数
本
籍
二
十
四
戸
、
人
口

一
七

三
人
、
牛
馬
十
八
頭
、
貢
税
国
税
金

六
十
円
三
十
二
銭
二
厘
で
あ

っ
た
。
小
椋

福
次
氏
所
蔵
の

『歳
代
記
』
に
明
治
十
五
年
頃
の
日
当
男
子
十
五
銭
、
女
子
十

銭
で
あ

っ
た
と
記
し
て
あ
る
。
明
治
十
五
年
当
時

の
土
地
区
分
は
、

　

田
地
　
十
町
五
反
九
畝
十
三
歩

　
畑
地
　
二
十

一
町
八
反
五
畝
二
十

八
歩

　
宅
地
　
九
反
七
畝
二
十
歩

　
山
林
　
四
町
六
反
七
畝
二
十
七
歩

　
　
計
　
三
十
八
町

一
反
二
十
八
歩

　
当
村
は
標
高
高
く
気
候
的
に
は
恵
ま
れ
な
い
。
反
収
も
少
な
か

っ
た
が
一
戸　

平
均
所
有
反
別
多
く
品
種

・
技
術

の
改
良
農
機
具

の
導
入
に
よ
り
増
収
を
み
、

供
米
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
村
道
中

ノ
川
昭
和
線

(琵
琶
首
大
岐
間
)
が
開

通
し
た
の
は
昭
和
十

一
年

で
あ
る
。
道
路
改
修
に
よ

っ
て
交
通
量
も
増
し
、
電

化
に
伴

っ
て
急
速
に
生
活
様
式
が
変
貌
し
た
。
山
林

・
山
菜
の
外
土
木
工
事
な

ど
農
外
収
入
を
得
て
い
る
が
、
西
山
地
区
に
共
通
す
る
過
疎
的
傾
向
が
み
ら
れ

そ
の
対
策
や
県
道
小
野
川
線
の
整
備
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

下
平
　
本
村
か
ら
県
道
を
南
に
行
く
と
道
下
に

一
軒
家
が
あ
る
。

こ
こ
が
か

っ

て
の
木
地
集
落
下
平

で
あ
る
。　
『新
編
会

津
風
土
記
』
に
は
、

　

「木
地
小
屋

　
○
下
平
本
村

の
南

　
　

十
八
町
に
あ
り

　
　
家
数
五
軒
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

前
述
の
住
居
跡
台
(上

琵
琶
)
が
下
平
の
発

祥
と
考
え
ら
れ
る
。

寛
延
二
年

の
宗
門
改

帳
に
木
地
小
屋
八
戸

(
一
戸　
小
屋
不
持
)

と
あ
り
全
て
会
津
若

下 平 の た た ず ま い



松
市
本
光
寺

(
一
向
宗
)
の
檀
家
と
な

っ
て
い
る
か
ら
若
松
か
ら
の
入
植
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
よ
う
o

　
会
津
若
松
の
産
業
会
津
塗
と
関
連
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
入
植
の
年
代
不
詳

で
あ
る
が
、
弘
治
元
年
の
山
崩
れ
に
よ

っ
て
埋
没
し
現
在
地
に
移

っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
冑
中
村
の
冑
中
沼
の
近
く
に
木
地
師
の
住
居
跡
が
あ
り
数
基
の
墓
石

が
あ
る
が
そ
の
中
に
、

　
安
政
二
年
　
九
月
二
十
八
日

　
　
　
釈
　
種
　
讃
　
光
　
信
　
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
之
助

の
法
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
釈
を
用
い
る
の
は
浄
土
真
宗

(
一
向
宗
)
で
あ
る

か
ら
前
述
と
符
合
す
る
。
更
に
冑
中
か
ら
下
平
と
九
々
明
に
移
住
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
大
成
沢
の
宗
門
改
帳
に
よ
れ
ば
大
成
沢
の
木
地
師
が
冑
中
や
九

々
明
に
移
住
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
『
書
上
帳
』
に
、

　

「
木
地
共
木
を
伐
り
尽
し
候
」

と
あ
る
よ
う
に
原
木
資
材
を
求
め
て
移
動
し
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
渡
木

下平の戸数 ・人口の変遷表

人 口

63

42

戸 　 　数

　　　　　　戸

8(-1)

　　　12

　　　10

　　　5

　　　5

年　　号

寛延2年

安永10年

天 明6年

享和3年

文化6年

地
師
達
で
あ
る
。

　
戸
数
人
口
の
変
遷
は
上
記
の
通
り
で

あ
り
、
享
和
三
年

『書
上
帳
』
に
、

　

「木
地
小
屋
　
壱
ケ
所
　
上
琵
琶
小

　
屋
唱
但

シ
家
数
五
軒
」

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
頃
か
ら
戸
数
の

移
動
は
な
く
昭
和
二
十
年
頃
ま
で
続

い

た
の
で
あ
る
。
木
地
挽
を
生
業
と
し
、
椀

・
膳
な
ど

の
製
品
は
若
松
に
出
荷
さ

れ
、
こ
れ
は
昭
和
初
年
ま
で
継
続
さ
れ
た
。
木
地

の
傍
ら
田
畑
を
開
墾
し
山
林

を
増
植
し
生
計
と
し
た
。

　
木
地
の
中
止
と
共
に
農
林
業
中
心
と
な

っ
た
が
、
耕
地
の
狭
隣
と
社
会
状
勢

の
変
遷
に
伴
な
い
、
境

の
沢
開
墾
に
出
る
な
ど
諸
所
に
分
散
し
、
昭
和
二
十
年

頃
に
は
小
椋
福
治
氏
一
戸　
と
な

っ
た
。

　
祖
先
土
着
と
共
に
木
地
屋
の
氏
神
と
し
て
祀
っ
た
山
神
社
は
三
間
四
方
の
規
　
　

模
で
あ
っ
た
が
後
代
に
縮
小
し
今
は
方
一
間

半
の
堂
宇
と
な
り
小
椋
氏
が
管
理

し
て
い
る
。

境
の
沢
　
琵
琶
首
か
ら
下
平
を
経
て
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
境
の
沢
集
落

が
あ
る
。
字
名
は
境

の
沢
山
で
あ
る
が
通
称
境
の
沢
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
の
境

の
沢
は
、
集
落
琵
琶
首

の
項
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
楽
器
琵
琶
の
下
部
に
相
当

し
柳
津
町
最
南
端
に
位
置
す
る
集
落
で
あ
る
。
隣
村
昭
和
村
大
字
大
岐
ま
で
わ

ず
か

一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
そ
の
境
界
に
川
が
あ
り
字
名
集
落
名
も
こ
こ
か
ら
発
生

し
た
。
大
字
砂
子
原
か
ら
県
道
柳
津
小
野
川
線
を
南
に
十
六
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の

地
点
県
道
に
添

っ
て
五
戸
が
並
列
す
る
。
大
字
砂
子
原
か
ら
昭
和
村
に
至
る
主

要
な
通
路
で
あ

っ
た
。

　

昭
和
村
の
中
心
下
中
津
川

へ
の
途
中
喰
丸
峠
が
あ

っ
て
人
馬

の
通
行
が
可
能

と
い
う
程
度
で
、
県
道
と
い
っ
て
も
昭
和
二
十
年
頃
ま
で
は
車
も
通
行
不
能
で

あ
り
、
そ
の
周
辺
は
原
野
と
原
始
林
に
覆
わ
れ
て
い
た
。

　

琵
琶
首
か
ら
小
野
川
に
至
る
区
間
の
道
路
の
開
削
は
、
昭
和
村
奈
良
布
に
事

務
所
が
置
か
れ
主
に
韓
国
人
の
労
役
に
よ

っ
て
昭
和
二
十

一
年
に
完
成
し
た
も



の
で
あ
る
。

　

当
時
は
終
戦
直
後
で
あ
り
、
食
糧

が
不
足
し
食
糧
自
給
確
保
の
た
め
開
墾
が

奨
励
さ
れ
至
る
所
が
開
拓
さ
れ
た
。
両
沼
開
拓
組
合
が
組
織
さ
れ
昭
和
村
奈
良

布
地
区
が
開
拓
さ
れ
た
の
も
こ
の
頃

で
十
八
戸
が
入
植
し
、
奈
良
布
集
落
が
形

成
さ
れ
た
。
当
時
境
の
沢
は
楢
の
原
生
林
が
密
生
し
、
盛
ん
に
製
炭
が
行
わ
れ

ま
た
、
広
大
な
原
野
は
恰
好
な
萱
場

で
も
あ

っ
た
。

　

下
平
に
博
士
山
山
林
伐
採
の
事
務
所
が
置
か
れ
、
鈴
木
吉
次

・
小
椋
宗
吉

・

鈴
木
善
助
は
こ
こ
を
本
拠
と
し
て
境

の
沢
の
開
墾
に
着
手
し
た
の
は
昭
和
二
十

年
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
土
地
は
ほ
と
ん
ど
が
官
地
で
あ

っ
た
が
、
琵
琶
首

の

共
有
地

一
・
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
も
護
り
受
け
た
。
両
沼
開
拓
組
合
に
加
入
し
事
業

費

・
家
屋
建
築
費
の
補
助
を
受
け
昭
和
二
十
六
年
に
前
記
三
戸
と
鈴
木
光
広
が

家
屋
建
築
、
二
十
七
年
に
鈴
木
義
美

が
建
築
し
現
在
の
集
落
が
形
成
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　
小
椋
宗
吉
は
下
平
か
ら
他
は
す
べ
て
琵
琶
首
か
ら
の
入
植
で
あ
る
。
開
拓
は

進
め
ら
れ
田
畑
一
戸

平
均
二

・
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
杉

の
植
栽
面
積
三

ヘ
ク
タ
ー

ル
に
及
ん
で
い
る
。

　
地
内
に
氏
神
を
祀

る
屋
敷
と
し
て
、
面
積
五
ア
ー
ル
を
確
保
登
記
し
て
あ
る

が
現
在
は
祀
ら
れ
て
は
い
な
い
。
五
戸
共
に
仏
教
を
尊
崇
し
て
い
る
。

　
水
道
は
開
拓
と
同
時
に
敷
設
さ
れ
、
電
気
は
琵
琶
首
か
ら
延
長
し
た
も
の
で

昭
和
二
十
二
年
小
野
川
と
同
時
に
完
成
し
た
。
電
話
は
昭
和
四
十
七
年
九
月
に

開
通
し
昭
和
局
に
属
し
て
い
る
。

　
生
業
は
耕
作
と
農
閑
期

の
土
建
業

の
労
務
、
官
林
の
撫
育
、
冬
季
間
の
出
稼

に
よ
る
も
の
で
、
製
炭
は
中
止
さ
れ
た
。
水
田
は
反
収
七
俵
程
度

で
琵
琶
首
よ

り
多

い
が
こ
れ
は
引
水
が
温
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

　
昭
和
四
十
九
年
九
月
現
在
で
戸
数
五
戸
、
人
口
十
八
人
、
児
童
生
徒
は

一
人

も

い
な
い
。

　
現
在
ま
で
の
児
童
生
徒
は
通
学
の
便
宜
か
ら
昭
和
村
に
委
託
さ
れ
喰
丸
小
学

校
小
野
川
分
校

(冬
季
間
は
大
岐
季
節
分
校
)
に
通
学
し
て
い
た
。
そ
れ
は
丁

度
三
島
町
小
野
川
原

の
児
童
生
徒
が
西
山
小
中
学
校
に
通
学
し
て
い
る
の
と
同

様
で
あ
る
。

　
道
路
の
開
削
は
進
み
、
小
野
川
か
ら
三
沢
を
経
て
両
原
に
通
ず
る
三
沢
林
道

は
博
士
山
の
木
材
運
搬
を
目
的
と
し

て
昭
和
二
十
二
年
に
開
通
し
た
。
柳
沢
林

道
は
大
岐
か
ら
小
中
津
川
に
通
ず
る
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
道
路

で
昭
和
四
十
五
年

に
開
通
、
西
山
地
区
か
ら
昭
和
村
の
中
心
に
至
る
最
短
路
線
と
な

っ
た
。
不
動

沢
林
道
は
境

の
沢
か
ら
高
田
町

へ
通
ず
る
も

の
で
現
在
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
程
度

開
削
さ
れ
て
い
る
。
博
士
林
道
は
小
野
川
か
ら
博
士
山
の
中
腹
を
通
り
会
津
高

田
町

・
会
津
若
松
市

へ
通
ず
る
も
の
で
す
で
に
完
成
、
境
の
沢
か
ら
会
津
若
松

市
ま
で
車
で
約

一
時
間
の
路
程
で
あ
る
。
境
の
沢
は
行
政
区
は
柳
津
町
で
あ
る

が
地
理
的
条
件
か
ら
昭
和
村
や
会
津
高
田
町
方
面
と
の
交
流
が
大
き
い
。

　
気
候
は
夏
は
高
原
の
涼
味
を
満
喫
で
き
る
が
、
冬
季
の
寒
気
風
雪
厳
し
く

一

夜
に

一
メ
ー
ト

ル
の
降
雪
も
珍
し
く
な
く
除
雪
作
業
は
大
き
な
負
担
と
な
り
白

銀

の
陸
の
孤
島
に
な
り
か
ね
な
い
が
、
近
年
路
上
の
除
雪
が
行
わ
れ
通
行
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
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滝
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一
〇、

小

　

ノ
　

川

一
　
小
ノ
川
村
の
成
り
立
ち

　

小
ノ
川
村
は
、
滝
谷
川
の
最
下
流
、
只
見
川
と
の
合
流
点
に
あ

っ
て

(最
上

流
に
も
昭
和
村

の
小
野
川
部
落
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
の
関
係
は
明
か
で
は
な
い
)

川
を
挟
ん
で
両
岸
に
上
小
ノ
川

・
下
小

ノ
川
の
二
集
落
に
分
か
れ
て
い
る
。
家

の
造
り
が
新
し
い
の
は
、
昭
和
二
十

八
年
完
成
の
柳
津
発
電
所
建
設
に
と
も
な

っ
て
、
全
戸
が
移
転
し
改
築
し
た
た
め
で
あ
る
。
も
と
の
村
は
、
渇
水
時
に
姿

を
あ
ら
わ
す
、
最
下
段
の
平
坦
面
に
あ

っ
た
。
現
在
で
は
、
当
時

の
村
落
よ
り

一
段
と
高
台
に
あ

っ
た
、
正
徳
寺
と
鎮
守
の
稲
荷
社
が
水
没
を
免
れ
て
残

っ
て

お
り
、
そ
の
頃
の
お
も
か
げ
を
伝
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
集
落
の
移
転
は
こ
の
時

だ
け
で
は
な
く
、
『新
編
会
津
風
土
記
』

に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
宝
永
年
間

(
一
七
〇
四
～

一
〇
)
に
今

の
地
に
集
め

た
と
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
頃
に
も
大
規
模
な
移
転
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
そ
れ
以
前
は
、

　

「
旧
今
泉
、
中
崎
と
云
所
に
二
区
あ
り
て
凡
そ
三
区
L

に
分
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
今
で
も
字
今
泉

・
字
中
崎
地
内
に
は
、
昔
の
住
居

跡
が
見
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
頃
ま
で
は
、
自
作
耕
地
を
中
心
と
し

て
、
血
縁
集
団
の
小
集
落
が
分
散
し

て
点
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
で
は
、
い
つ
頃
こ
う
し
た
小
集
落
が
で
き
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
明
確

で
は
な
い
。
前
記
の
風
土
記
の
記
載

に
よ
れ
ば
、
今
泉

・
中
崎
に
は
そ
れ
ぞ
れ

館
跡
が
あ
り
、
年
代
は
不
明
だ
が
、
今
泉
に
は
小
堀
山
城
某
、
中
崎
に
は
鈴
木

弥
太
郎
某
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
正
徳
寺
が
永
正
十
六
年

(
一
五

一

九
)
に
建
立
さ
れ
た
と
あ
る
の
で
、
こ
の
頃
に
は
集
落
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　
ま
た
、
古
屋
敷
村
の
項
で
引
用
さ
れ
て
い
る
、
鈴
木
家

の

『
先
祖
来
由
記
』

(鈴
木
□
□
氏
蔵
)
に
よ
る
と
、
中
崎
に
住
し
て
い
た
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。

　

「元
祖
鈴
木
與
治
右
衛
門
良
金
ト
申

ハ
紀
州
熊
野
松
城
之
住
人

ニ
テ
源
平
之

　
戦
ニ
故
有

ッ
テ
落
人
ト
成
、
当
国
火
玉
之
庄
小
川
村
ニ

下
着
シ
久
鋪
住
居
致

　

得
共
ヲ
ボ
ロ
ケ
ノ
縁

ニ
テ
隣
村
小
野
川
村
中
崎
ト
云
所
ニ
引
移
リ
暫
ラ
ク

　
住
シ
」

そ
の
後
、

　

「大
成
沢
村

・
漆
峠
村

・
桧
原
村

・
稲
川
庄
小
野
川
村
ト
方
々
へ
分
レ
」

た
と
あ
る
。
筆
者
が
桧
原
村

の
鈴
木
貞
夫
氏
に
聞

い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
小

ノ
川
山
に
熊
野
権
現
を
祀
る

石

の
小
祠
が
今
で
も
残

っ
て
お
り
、
そ
こ
に
屋
敷

が
あ

っ
て
、
昔
は
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

っ

た
。

　
室
町

.
戦
国
期
に
鈴
木
家
の
先
祖
と
な
る
小
集
落
が
、
中
崎
地
内
に
定
住
す

る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
は
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
小
堀
山
城
某
の
小
ノ
川
村

に
お
け
る
そ
の
後
は
不
詳
で
あ
る
。

二
　
正
徳
寺
の
建
立

　
現
在
は
無
住
と
な

っ
て
い
る
が
柳
津
に
あ

っ
た

「松
徳
坊
L
を
僧
教
賢
が
永

正
十
六
年
に
移
し
た
も

の
で
、
四

百
五
十
余
年
の
歴
史
を
も

つ
多
宝
山
正
徳
寺



の
建
立
は
、
小
ノ
川
村
の
発
展
を
示
す

一
つ
の
指
標
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

『会
津
旧
事
雑
考
」
に
、

　

「
永
正
十
六
年
己
卯
濟
家
徒
教
賢
於
稲

川
荘
小
野
川
邑
正
徳
寺
」

と
あ
る
が
、
後
に
は
宗
旨
も

「
さ
だ
か
な
ら
ず
L
と
い
う
状
態
が
続
き
、
寛
永

七
年

(
一
六
三
〇
)
臨
濟
宗
と
な
り
円
蔵
寺

の
末
寺
と
な
っ
た
と
、
『新
編
会

津
風
土
記
」
は
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
、
浄
土
宗

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る

点
が
あ
る

(第
八
章
参
照
)
。

　
古
く
か
ら
村
人
の
信
仰
を
あ
つ
め
、
ま
た
寄
合

の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て

来
た
正
徳
寺
で
あ
る
が
、
現
在
は
何
の
文
書
も
残

つ
て
い
な
い
の
が
惜
し
ま
れ

る
。
境
内
に
は
、
寛
政
六

(
一
七
九
四
)
年
念
仏
講
中
建
立
の
万
霊
塔
や
、
古

い
墓
碑
が
多
く
残

っ
て
い
て
盛
時
を
物
語

っ
て
い
る
。
最
も
古
い
も
の
と
し
て

正
徳

(
一
七

一
〇
～
)
年
間
と
、
享
保
四

(
一
七

一
九
)
年
の
刻
銘
を
持

つ
も

の
が
あ
る

(『
柳
津
町
の
姿
」
町
教
育

研
究
会
編
)。

三
　
近
世
の
村
勢
と
変
遷

　
近
世
初
頭
、
文
禄
三
年

(
一
五
九
四
)
の
蒲
生
氏
に
よ
る
太
閤
検
地
に
よ
れ

ば
、
村
高
は
小

ノ
川
村
と
中
野
村
と
合
わ
せ
て

一
五
四
石
九
斗
五
升

で
、
給
人

と
し
て
直
接
領
主
は

「池
伝
丞
」

で
あ

っ
た
。

　

そ
の
後
、
保
科

(松
平
)
正
之
の
時
代
、
寛
文
五
年

(
一
六
六
五
)
の

『
稲

河
領
牛
沢
組
郷
村
万
改
帳
』
に
よ
る
当
時

の
村
勢
の
概
要
は
次
の
よ
う
で
あ

っ

た
。

　

一
、
此
村
南
北
壱
町
十
間
東
西
二
十
間
、
家
居
東
ノ
向

ニ
テ
南
北
エ
並
ヒ
東

　
　
ニ
田
畠
有
テ
川
流

ル
　
村
ノ
際

二
柳
津

ヨ
リ
伊
北

ヱ
ノ
海
道
有
リ
　
小
ノ

　
　
川
村
ノ
謂
不
分
明

　

一
、
家
拾
五
軒

竃
二
十
四

男
五
十

一
人

女
三
十
九
人

馬
三
疋

牛

　
　
壱
疋

年
々
増
減

ア
リ

　

一
、
田
方
壱
町
七
反
四
畝
三
歩
…
…
下
ノ
中

　

一
、
畠
方
九
町
三
反
九
畝
四
歩
…
…
下
ノ
中

　

一
、
高
百
三
拾
石
弐
斗
弐
升
八
合
　
　
略

　
　
此
取
二
十
石
五
斗
二
升
四
合
　
免

一
ツ
五
粉
五
厘
壱
毛
五
拂
七
味
　
年
々

　
　
増
減
ア
リ

　
年
貢

　

一
、
金
六
両
三
分
銀
三
匁
壱
粉
弐
厘

年

々
増
減
ア
リ

　
　
　
内
大
豆
四
石
三
斗

油
荏
二
斗
六
升

ニ
テ
納
ル
　
年
々
増
減
ア
リ

　
小
役

　

一
、
金
壱
分
銀
八
粉
五
厘
　
　
　
　
　
綿
　
役

同

一
、
金
壱
粉
銀
四
匁
八
粉
三
厘
　
　
　
糠
　
藁

同

一
、
銭
三
貫
三
百
六
十
九
文
　
　
　
　
足
　
前

同

一
、
銀
五
匁
五
粉

　

　

　

　

　

　
山

役

　

一
、
代
弐
百
七
拾
文
　
　
　
　
　
　
　
松
葉
サ
ラ
イ

　

一
、
弐
千
六
百
四
十
八
本
　
役
漆
木
　
此
漆
弐
十
六
盃
四
合
八
夕
五
才
納
ル

　
　
漆
木
不
足
故
大
分
ノ
未
進

ア
リ

　

一
、
五
拾
五
貫
六
百
十
八
匁
　
御
役
蝋
　
漆
木
不
足
故
ニ
大
分
ノ
未
進
積
リ

　
　
十
四
年
以
前

ヨ
リ
大
買
蝋
小
買
蝋
御
赦
免
ア
ル
　

其
上
植
木
ヲ
致

ス
故
近



　
　
年

ハ
未
進
相
誥

メ
少
有
リ

　
　
　
以
下
略

　
同
改
帳
に
よ
れ
ば
、
中
野
村
の
石
高
は
三
十
九
石
八
斗
七
升
四
合
で
あ
る
か

ら
、
両
村
の
合
計
は

一
七
〇
石
余
と
な
り
、
文
禄
検
地
よ
り
十
五
石
余
り
増
加

し
て
い
る
。

一
割
の
増
加
は
か
な
り
大
き
な
新
田
開
発
が
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。
ま
た
、
家
数
十
五
軒
に
対
す
る
竃
数
二
十
四
も
注
目
さ
れ
る
。
本
来
は

一

戸

一
竃
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
ま
だ
完
全
な
分
家
独
立
こ
そ
し

て
い
な
い
が
、
そ
れ

へ
向

っ
て
の
小
家
族

へ
の
分
出
、
小
農
経
営

へ
の
移
行
過

程
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
年
貢
は
米
と
貨
幣

の
両
方
で
納
入
さ
せ
ら
れ
、

一
部
大
豆
、
油
荏
の
現
物
納

(藩
の
公
定
価
格
で
貨
幣
納

の
中
か
ら
差
引
き
す
る
)
と
な

っ
て
い
る
。
米
の

租
率
は

一
割
五
分
五
厘
余

で
低
い
よ
う
に
み
え
る
が
、
基
準
と
な
る
村
の
石
高

は
畠
を
含
め
て
の
総
生
産
を
、
米
に
換
算
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
小
ノ
川

村
の
場
合
、
畠
が
全
耕
地
の
約
八
五

パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
る
こ
と
を
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
米
の
現
物
年
貢
量
二
十
石
五
斗
二
升
四
合
そ
の
も

の
は
、
当

時
の
生
産
力
か
ら
み
て
、
お
そ
ら
く
壱
町
七
反
余
の
田
方
の
全
生
産
量
に
匹
敵

し
た
で
あ
ろ
う
。
租
率

一
ツ
五
粉
五
厘
な
ど
と
い
う
数
字
に
、
ま
ど
わ
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
。

　
村
役
人
と
し
て
の
肝
煎
は
、
寛
文

二
年

(
一
六
六
二
)
に
は
七
郎
右
衛
門
で

あ

っ
た
こ
と
が
、
郷
戸
原
の
入
作
に

つ
い
て
取
極
め
た

『相
渡
申
書
物
之
事
』

の
署
名
に
よ

っ
て
わ
か
る
が
、
他
に

つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　
ま
た
、
さ
き
の
万
改
帳
に
よ
れ
ば
、
村
の
北
五
十
間
程
の
と
こ
ろ
に
大
(第
)

六
天
ノ
宮
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
現
鎮
守
稲
荷
神
社
は
ま
だ
祀
ら

れ
て
い

な
か

っ
た
。

　
寛
文
期
か
ら
九
十
年
程
た
っ
た
、
寛
延
～
宝
暦
六
年

(
一
七
四
八
～
五
六
)

頃
に
成

っ
た
と
推
定
さ
れ
る

『牛
沢
組
高
目
録
』
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
村
の

変
遷
を
み
て
み
よ
う
。

　
小
ノ
川
村
　
　
　
肝
煎
彦
六
　
忰
　
辰
右
衛
門

　
　
高
百
八
石
三
斗
　
　
　
　
　
本
田
新
田

　
　
　
免
　
　
弐
ツ

三
歩
五
厘

　
　

田
　
弐
拾
八
石
六
斗
壱
升
四
合

　
　
　
　
　
　
　
　
此
反
畝
　
　
弐
町
五
畝
拾
五
歩

　
　
畑
　
三
拾
壱
石
七
斗
六
升
三
合

　
　
　
　
　
　
　
此
反
畝
　
拾
町
弐
反
七
畝
拾
九
歩

　
　
高
　
三
拾
壱
石
七
斗
六
升
三
合
　
新
田

　
　
人
数
　
百
七
人
　
五
拾
九
人
男
　
四
拾
八
人
女

　
　
家
数
　
弐
拾
九
軒
　
但
弐
拾
九
竃

　
　

一
、
綿
　
役
　
銀
九
匁
九
分
五
厘

　
　

一
、
糠
　
藁
　
金
壱
分
銀
壱
匁
三
分
三
厘

　
　

一
、
足
前
銭
　
壱
貫
九
百
三
拾
文

　
　

一
、
山
　
役
　
銀
五
匁
六
分

　
　

一
、
漆
　
木
　
弐
千
六
百
四
拾
八
本
五
分



一
、
漆
　
目
　
弐
拾
六
盃
四
合
八
夕
五
才

一
、
蝋
　
目
　
百
拾
三
貫
八
百
八
拾
六
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(以
下
略
)

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第

一
に
村
高
の
大
幅
な
減
少
で
あ
る
。
寛
文
五

年
と
比
較
す
る
と
約
二
十
二
石
も
減

っ
て
い
る
。

一
体
な
に
が
起

っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
田
畠
は
そ
れ
ぞ
れ
約
六
反
と
九
反
の
増
加
を
み
せ
て
い
て
、
新
田
が

三
十

一
石
余
も
開
発
さ
れ
て
い
て
で
あ
る
。
「村
高
目
録
L
に
よ
る
田
畑
(本
田
)

の
高
は
七
十
八
石
五
斗
四
升

一
合
に
し
か
な
ら
な
い
。
寛
文
五
年
の
村
高
は
、

よ
り
少
な
い
耕
地
で
百
三
十
石
余
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
生
産
力
を
高
く
見
積
り

過
ぎ
た
た
め
の
も

の
で
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
研
究
に
待

つ
。

　
年
貢
は
米
の
現
物
納
に

一
本
化
さ
れ
た
が
、
村
高
に
免

(租
率
)
を
乗
じ
て

計
算
す
る
と
、
二
十
五
石
四
斗
五
升
五
勺
で
、
寛
文
期
に
此

べ
て
五
石
余
り
の

増
で
あ
る
。
田
方

の
石
高
が
実
収
量
に
見
合
う
も
の
と
す
れ
ば
、わ
ず
か
だ
が
、

三
石
余
は
飯
米
量
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
る
が
、
果
し
て
ど
う
で
あ

っ
た
ろ
う

か
。

　
第
二
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
家
数
の
増
加
で
あ
る
。
十
五
軒
か
ら
二
十
九
軒

へ
と
倍
増
し
て
い
て
、
竃
数
と

一
致
し
て
い
る
。
(
一
戸　
当
り
の
人
口
は
約
三

・

七
人
と
な
る
)
寛
文
期
を
小
家
族
経
営

へ
の
渦
渡
期
と
す
る
な
ら
、
寛
延

・
宝

暦
期
は
、
自
立
し
た
小
家
族
経
営

の
成
立
期
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う

(
そ
れ

は
ま
だ
、
本
家

・
分
家
と
い
う
関
係
の
も
と
、
労
働
力
や
耕
地
を
め
ぐ
る
隷
属

関
係
が
、
完
全
に
絶
ち
切
ら
れ
た
、
真

の
自
立
と
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
自

己
名
義
の
耕
地
と
家
を
持

つ
こ
と
は
、
自
立
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
)。

　
小
農
経
営
の
進
行
に
伴
な

っ
て
の
も
の
か
は
不
明
だ
が
、
耕
地
面
積

の
細
分

化
の
な
か
で
、
馬
や
牛
が
全
く
飼
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
目
に

つ
く
。

　

こ
の
よ
う
に
、
耕
地

・
家
数

・
人
口
と
も
に
増
加
し
、
小
ノ
川
村

の
村
勢
は

発
展
を
み
た
わ
け
だ
が
、
長
く
は
続
か
な
か

っ
た
。
さ
き
に
み
た
苛
酷
な
年
貢

と
雑
税
に
よ

っ
て
、
そ
の
日
を
過
ご
す
の
が
や

っ
と
の
ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
で
は

貯
え
な
ど
あ
ろ
う
筈
は
な
か
っ
た
。

一
度
大
規
模
な
天
災
に
襲
わ
れ
れ
ば
、
脆

弱
な
基
盤

の
上
に
や

っ
と
成
り
立

っ
て
い
る
小
農
の
生
活
は
、
破
滅
す
る
し
か

な
か

っ
た
。
天
明
三
年

(
一
七
八
三
)
か
ら
大
凶
作
が
五
年
も
連
続
し
て
襲

っ

て
き
た
。
他
に
資
料
が
な
く
断
定
は
さ
け
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
空
前
の
大
飢

饉
に
よ
る
、
村
勢
の
衰
退
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
文
化
六
年
(
一
八
〇
九
)
に
成

っ

た

『
新
編
会
津
風
土
記
』

で
は
、
家
数
十
六
軒
と
半
減
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。

　

一
書
に
よ
れ
ば
、
「
(天
明
)
三

・
四
年
諸
国
大
不
作

ニ
テ
、
キ
キ
ン
ニ
テ
巳

ノ
年

(五
年
)
ニ
合
戸
村
　
村
之
五
ケ
村
亡
滅

ス
」
と
あ
る
。

　

ま
た
、
野
老
沢
村
月
光
寺
の
過
去
帳
に
よ
れ
ば
、
最
も
死
亡
者

の
多
か

っ
た

　

天
明
四
年
の

一
年
間
で
、
五
十

一
人
も

の
死
者
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
「村
高
目
録
」
の
冒
頭
に
肝
煎
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
。
彦
六
と

忰
辰
右
衛
門
で
あ
る
。

　
小

ノ
川
村
に
多
い
姓
は
、
鈴
木
氏
と
長
谷
川
氏
で
あ
る
が
、
代
々
肝
煎
を
勤

め
て
き
た
の
は
、
細
越
の
増
井
氏
か
ら
分
か
れ
た
、
現
増
井
武
彦
氏
の
家
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
寛
文
二
年

の
古
文
書
に
あ
る
肝
煎
の
七
郎
右
衛
門

と
は
、
そ
の
他
の
資
料
か
ら
み
て
異
質

の
命
名
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
推
測



だ
が
、
七
郎
右
衛
門
は
鈴
木
氏
で
あ
り
、
彦
六
は
増
井
氏
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
増
井
氏
が
肝
煎
に
代

っ
た

の
は

(あ
る
い
は
、
小
ノ
川
村
に
来
住
し

た
の
は
)、寛
文
期
か
ら
、
寛
延

・
宝
暦
頃
の
間
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き

よ
う
。

四
　
現
代
の
小
ノ
川
村

　
文
化
年
代
以
後
、
明
治
に
至

る
ま
で
村
勢
の
大
き
な
変
化
は

な
く
、
明
治
以
降
の
町
村
制
の

改
変
に
よ

っ
て
合
併
し
、
は
じ

め
は
郷
戸
村

つ
い
で
倉
戸
村
と

な
り
、
柳
津
村
と
な

っ
た
。
現

在
の
柳
津
町
と
な

っ
た
の
は
昭

和
三
十
年
で
あ
る
。

　
さ
き
に
記
し
た
よ
う
に
、
戦

後
の
電
源
開
発
事
業
に
併
な
う

柳
津
発
電
所
ダ

ム
の
建
設
に
よ

っ
て
、
集
落
が
全
戸
水
没
す
る

た
め
、
昭
和
二
十
八
年
に
現
在

地
に
移
転
し
た
。

　

こ
の
ダ

ム
に
よ

っ
て
、
村
の

肥
沃
水
田
で
あ

っ
た
、
旧
稲
荷

神
社
の
周
辺
、
字
前
田
の
七
へ

小ノ川
至古屋敷

(今
泉
)

旧
集
落

小
郷
橋脚

至柳津

越戸 田地剛

正徳寺

 

下

、

ノ

ー

ク
タ
l
ル
の
う
ち
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
も
が
、
や
は
り
水
没
し
て
い
る
。
郷
戸
原
に

も
耕
地
を
所
有
し
て
い
る
が
、
最
近
で
は
兼
業
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
と
い

え
よ
う
。
ま
た
、
山
林
経
営
に
熱
意
を
持
ち
、
一
戸

平
均
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
部

落
共
有
林
を
も

っ
て
い
て
、
杉
の
植
林
に
共
同
で
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

沢蟹字

馬音前田田地

1字小ノ川

戸数　　　15戸字 長 メ

小
ノ
川橋

男　 30名

女　 42名

旧 街 道

人口

7名

1名

2名

3名

1名

1名

鈴 木

増 井

田 崎

長谷川

柳 沼

菅 家

字下吹山

至中野



　
　
二

、

中

　

　

　

野

一
　
中
野
村
と
そ
の
成
り
立
ち

　
中
野
村
に
は
国
鉄
只

見
線

の
滝
谷
駅
が
あ
る
。
旅
行
客
は
駅
前

の
集
落
を
滝

谷
と
間
違
え
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
が
、
こ
れ
は
駅
名
の
せ
い
で
あ
る
。
柳
津

・

宮
下
間
が
開
通
し
た
の
は
、
昭
和
十
六
年
十
月
で
、
そ
れ
以
来
昭
和
三
十
年
代

中
頃
ま
で
、
こ
こ
が
西
山
地
区

へ
の
関
門
と
し
て
大
い
に
栄
え
て
い
た
。
乗
降

客
は
勿
論
の
こ
と
、
西
山
地
区
か
ら
搬
出
さ
れ
た
、
木
材

・
薪
炭
や
陶
土

(白

土
)
が
、
今
は
空
地
と
な

っ
て
い
る
構
内
に
山
積
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
滝
谷
駅
の
設
置
に
よ

っ
て
、
鉄
道
官
舎
や
日
本
通
運
の
事
務
所
、
そ
れ

に
食
堂
や
温
泉
旅
館
も
で
き
、
中
野
村
は
急
速
に
発
展
し
た
。

　
村
の
西
端
は
高
い
断
崖
で
、
崖
下
に
は
、
鮎
釣
り
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
釣
人
で

賑
わ
う
滝
谷
川
が
、
南
か
ら
北

へ
流

れ
、
や
が
て
東
に
向
き
を
か
え
て
小

ノ
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

'

村

へ
向

っ
て
い
る
。

　
村
内
を
通
る
県
道
は
、
村
は
ず
れ
か
ら
こ
の
滝
谷
川
沿
い
に
南
に
折
れ
、
三

島
町
滝
谷
を
経
て
西
山
地
区

へ
通
じ
て
い
て
、
柳
津
と
西
山
地
区
を
結
ぶ
幹
線

道
路
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
こ
の
道
路

の
改
修
と
拡
張

・
舗
装

と
冬
季
間
の
除
雪
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
現
在
で
は
三
十
戸
を
数
え
る
集
落
と
な

っ
た
中
野
村
も
、
明
治

は
じ
め
は
田
崎
氏
六
戸
、
目
黒
氏
二
戸
の
僅
か
八
戸
で
あ

っ
た
。
で
は
中
野
村

は
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
o

　
文
化
六
年

(
一
八
〇
九
)
に
成

っ
た

『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
は
、

　

「
館
跡
　
村
東
二
町
計
山
上
に
あ
り
、
東
西
二
十
五
間
南
北
二
十
間
、
明
徳

　
の
頃
田
崎
筑
後
某
と
云
者
居
り
、
天
正
の
頃
廃
せ
り
と
云
」

と
あ
る
。
明
徳
と
は

一
三
九
〇
年
～
九
二
年

の
こ
と
で
、
南
北
朝
合
体

の
成

っ

た
時
、
今
か
ら
五
八
〇
年
前
に
あ
た
る
。
『
三
島
町
史
』
が
引
用
し
て
い
る

『
山

内
事
跡
考
』
で
は
、

　

「
中
野
村
柵
　
東
西
二
十
五
間
南
北
二
十
間
、
田
崎
筑
後
築
き
住
居
也
」

と
あ
る
が
、
他
の
柵
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
住
居
し
て
い
た
時
期
が
年
号
で
記

載
さ
れ
て
い
る
の
に
、
中
野
村
柵
に

つ
い
て
だ
け
記
載
が
な
い
。
同
じ
く

『
会

津
四
家
合
全
』
か
ら
引
用
し
て
、
滝
谷
山
ノ
内
俊
政
家
頼
名
が
連
記
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
中
に
、
田
崎
筑
後
が
含
ま
れ
て
い
る
。
天
正
十
八
年

(
一
五
九
〇
)

の
山
ノ
内
氏
解
体
直
前
の
も
の
と
す
れ
ば
、
明
徳
と
は
か
な
り
年
代
が
離
れ
て

い
る
が
、
襲
名
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
断
定
は
で
き
な
い
。

　
こ
れ
ら
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
室
町

・
戦
国
期
に
設
置
さ
れ
た
柵
か
ら
成
立

し
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
野
と
い
う
村
名
の
由
来
は
明
か
で
な

い
。

二
中
野
薬
師
堂

　
中
野
村
に
は
、
古
く
か
ら
安
産
と
授
乳
の
霊
験
で
近
郷
の
人
々
の
信
仰
が
篤

い
薬
師
如
来
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
薬
師
堂
境
内
に
あ
る
、
こ
ぶ
し
の
巨
木

は

「郷
戸

の
こ
ぶ
し
」
と
し
て
、
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
樹

令
も
相
当
古
く
、
幹
周
り
も
非
常
に
太
く
て
、
ひ
と
き
わ
高
く
聳

え
た
ち
、

春
に
は
純
白
な
花
が

一
面
に
咲
い
て
見
事
で
あ
る
。
最
近
、

一
部
の
枝
が
枯

れ
は
じ
め
、

そ
の
保
存
対
策
に
町
や
県
で
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。



　
こ
の
薬
師
堂
の
由
来
は
、
箱
書
に
よ
れ
ば
次

の
よ
う
に
な

っ
て
い
る

(信
仰

形
態
、
箱
書
の
原
文
は
第
八
章
参
照
)
。

　

「
本
尊
で
あ
る
東
光
瑠
璃
光
薬
師
如
来
尊
像
は
行
基
菩
薩
の
作
で
、
も
と
和

　
泉
国

(大
阪
府
)

の
菅
平
寺
に
あ

っ
た
。
源
平
合
戦
の
治
承

(
一
一
七
七
～

　
八
〇
)
年
代
に
、
源
頼
朝
が
武
運
と
源
氏
の
再
興
を
祈

っ
て
鎌
倉
に
移
し
た

　
が
、
奥
州
の
藤
原
氏
を
衣
川
で
亡
ぼ
し
た
功
と
し
て
、
山
内
氏
が
貰

い
受
け

　
て
横
田
に
祀
ら
れ
て
い
た
。
後
に
本
名
村
辺
で
疫
病
が
大
流
行
し
た
時
、
こ

れ
を
鎮
め
る
た
め

本
名
に
移
し
、
以

来
ず

っ
と
本
名
村

に
安
置
し
て
あ

っ

た
。
明
徳
年
間
に

な

っ
て
、
芦
名
氏

の
家
臣
田
崎
氏
が

中
野
館
に
お

っ
た
。

山
内
氏

の
息
女
で

あ

っ
た
そ
の
妻
が

出
産
後
乳
の
病
に

罹
り
治
ら
な
か
っ

た
時
、
高
祖

(小

ノ
川
村
正
徳
寺
の

初
代
住
職
を
さ
す

中 野 薬 師 堂

　
か
)
の
霊
夢
に
よ

っ
て
、
そ
の
お
告
の
通
り
本
名
の
薬
師
如
来
に
お
祈
り
し

　
た
と
こ
ろ
、
そ
の
功
徳
に
よ

っ
て
治
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
時
は
応
永
二

　
年
四
月
七
日
の
暁
で
あ

っ
た
と
い
う
」

こ
う
し
た
縁
で
、
応
永
二
年

(
一
三
九
五
)
に
中
野
村
に
安
置
さ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
文
は
、
正
徳
寺

の
住
職
百
拙
に
よ

っ
て
、
厨
子
再
興
の
年
で
あ
る
安
政

三
年

(
一
八
五
六
)
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「縁
起
本
寺
に
之
を
収
め
る
L

と
あ
る
が
、
応
永
か
ら
安
政
ま
で
五
百
年
近
く
も
た

っ
て
い
て
、
こ
の
間
の
こ

と
は

「縁
起
本
寺
に
之
を
収
め
る
」
と
あ

っ
て
も
、
今
日
で
は
残

っ
て
い
な
い

の
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
明
徳
の
田
崎
氏
、
後
代
に
は
山
内
氏
の
家

臣
に
な

っ
た
と
さ
れ
る
田
崎
氏
と
、
山
内
氏
と
の
結
び

つ
き
、
安
産
と
授
乳
の

功
徳
の
縁
起
や
、
そ
の
こ
と
と
の
正
徳
寺

(建
立
は
永
正
十
六
＝

一
五

一
九
年

小
ノ
川
村

の
項
参
照
)
の
か
か
わ
り
合
い
な
ど
、
筋
が
整

っ
て
い
て
面
白
い
が

安
政
三
年
よ
り
四
十
七
年
前
に
成

っ
た
前
掲
書

『新
編
会
津
風
土
記
』

に
は
、

こ
の
薬
師
堂
に
つ
い
て

「造
立

の
年
代
を
伝

へ
ず
」
と
記
し
、
さ
ら
に
古
い
『
万

改
帳
」
(後
出
、

一
六
六
五
年
)
で
も

「開
基
不
知
」
と
あ
る
。

三
　
近
世
の
中
野
村
と
そ
の
変
遷

　

天
正
十
八
年

(
一
五
九
〇
)
に
天
下
を
統

一
し
た
豊
臣
秀
吉
は
、
蒲
生
氏
郷

に
会
津
を
与
え
て
東
北
の
鎮
治
と
し
た
。
蒲
生
氏
に
よ
る
文
禄
三
年

(
一
五
九

四
)

の
「
高
目
録
帳
」

に
よ
る
と
、
中
野
村
は
小
ノ
川
村
と
合
わ
せ
て
村
高
一

五
四
石
九
斗
五
升
で
、
給
人

(蒲
生
氏
の
家
臣
で
中
野
村
の
領
主
)
は
池
伝
丞

で
あ

っ
た
。
当
時
ど

の
よ
う
な
村
で
あ
り
、
支
配
が
ど

の
よ
う
に
具
体
化
さ
れ



て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　
保
科

(松
平
)
正
之
の
治
世
、
寛
文
五
年

(
一
六
六
五
)
の

『
稲
河
領
牛
沢

組
郷
方
万
改
帳
』
に
よ

っ
て
、
江
戸
時
代
初
期

の
村
勢
が
ほ
ぼ
明
か
と
な
る
。

　
　
　
中
野
村
　
　
若
松

ヨ
リ
西
行
程
四
十
七
里

　

一
、
此
村
南
北
十
二
間
東
西
十
五
間
、
家
居
南
北
エ
並
ヒ
西
ノ
家
際
ニ
柳
津

　
　
ヨ
リ
伊
北

エ
ノ
海
道
ア
リ
、
南
ニ

田
ア
リ
東

ハ
山
　
村
之
謂
不
分
明

　

一
、
家
三
軒
　
竃
四
ツ
　
男
十
三
人

　
女
五
人
　
年
々
増
減
ア
リ

　

一
、
田
方
　
五
反
壱
畝
十
三
歩
ー

略
ー

並
之
下
ノ
上

　

一
、
畠
方
　
四
町
弐
反
七
畝
二
十
七
歩
ー

略
ー

並
之
下
ノ
上

　

一
、
早
稲
少

・
晩
稲
中

・
糯
稲
少

・
大
麦

・
小
麦

・
大
豆

・
小
豆

・
油
荏

・

　
　
粟

・
稗

・
芋

・
蕎
麦

・
麻

・
菜

・
大
根

・
外
野
蒜

・
野
大
根

・
欸
冬

・蓬

・

　
　

ス
キ
ナ

　

一
、
高
三
十
九
石
八
斗
七
升
四
合
　
本
田

　
　
　
此
取
六
石
六
斗
七
升
壱
合

　
　
　
免
　
壱

ツ
六
粉
七
厘
三
毛
六
味
　
年

々
増
減
ア
リ

　
年
貢

　

一
、
金
弐
両
銀
拾
三
匁
四
粉
弐
厘
　
年

々
増
減
ア
リ

　
　
　
　
内
　
大
豆
壱
石
四
斗
　
油
荏
七
升

ニ
テ
納

ル

　
小
役

　

一
、
銀
五
匁
壱
粉
八
厘
三
毛
六
拂

　

　

　

　

綿

役

同

一
、
銀
六
匁
三
粉
八
厘
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
糠
　
藁

同

一
、
銭
壱
貫
三
十
七
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
　
前

同

一
、
銀
五
匁
壱
粉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
山

役

　

一
、
三
百
五
拾
本
　
役
漆
木
　
此
漆
三
盃
五
合
納
、
漆
木
不
足
故
年

々
半
分

　
　
程
金
子
ヲ
以
上

ル

　

一
、
七
貫
三
百
五
拾
目
　
御
役
蝋
　
本
木
不
足
故
大
分
ノ
未
進
積
リ
十
四
年

　
　
以
前

ヨ
リ
大
買
蝋
小
買
蝋
御
赦
免
有
ル
　

殊
ニ
近
年
漆
ノ
実
モ
多
ク
有
之

　
　
段
々
未
進
詰

ル

　

一
、
此
村
之
営
　
春
ニ

至
テ
炭
ヲ
焼
商
売

ス

　

一
、
柿

・
梅

・
李

・
栗

・
槻

・
胡
桃

　
社
　

　

　

　

村
ヨ
リ
戌
ノ
方
八
間

ニ
ア
リ

　
　
薬
師
堂
　
長
二
尺
五
寸
ノ
座
像
本
尊
計

一
躰
在
リ
開
基
不
知
　
昔

ハ
七
間

　
　
　
　
　
四
面
ノ
萱
葺
堂
　
五
十
年
以
前
怠
顛
シ
テ
以
後
方

一
間
ノ
ワ
ラ
葺

　
　
　
　
　
ニ
立
置

堂
ノ
地
東
西
十
間
南
北
十
五
間

杉

一
本
ア
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(以
下
略
)

　
右
に
あ
る
よ
う
に
、
当
時
の
中
野
村
の
人
口
は
僅
か
十
八
人
、
戸
数
は
三
戸

で
あ
る
。
世
帯
数
は
四
で
平
均
四

・
五
人
と
な
る
。
今
日
の
よ
う
な
小
家
族
形

態
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

耕
地
は
田
畑
合
わ
せ
て
四
町
七
反
九
畝
程
だ
か
ら
、

一
世
帯
平
均

一
町
二
反

と
な
る
。
現
在
の
柳
津
町
の
平
均
規
模
と
こ
れ
も
同
じ
と
い

っ
て
よ
い
。
米
の

現
物
年
貢
量
六
石
六
斗
七
升
余
は
、
五
反

一
畝

の
田
地
か
ら
み
る
と
そ
の
全
収

獲
高
に
匹
敵
す
る
か
、
若
干
不
足
し
た
と
考
え
ら
れ
る
o
そ
の
他
に
金
納
分
が



あ
る

(
た
だ
し
、

こ
の
金
納
分
か
ら
大
豆
と
油
荏
の
現
物
納
分
が
、
藩
公
定
価

格
で
差
引
か
れ
る
)
し
、
小
役
納
が
あ
り
、
蝋
漆
役

(通
史
近
世
参
照
)
が
あ

っ
た
。
金
納
分
だ
け
で
、
金
二
両
、
銀
二
十
匁
程
と
銭

一
貫
三
十
七
文
で
あ

っ

た
。

　
引
用
文
で
は
省
略
し
た
が
、
田
畑

そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
、
土
質
や
地
味
に
つ

い
て
書
き
上
げ
て
あ
り
、
ま
た
、
主
な
作
物
に

つ
い
て
も
知
ら
れ
る
。
中
野
村

で
は
ほ
と
ん
ど
が
自
給
作
物
で
あ
り
、
作
付
面
積
に
も
よ
る
が
、
商
品
化
さ
れ

た
か
も
知
れ
な
い
と
推
測
で
き
る
の
も
麻
だ
け
で
あ

っ
た
。

　
年
貢
等
の
金
納
と
、
農
具
そ
の
他

の
必
需
品
購
入
の
た
め
の
、
貨
幣
を
入
手

す
る
た
あ
に
、
炭
を
焼
い
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

「
此
村
の
営
み
、
春
に
至
り
て
炭
を
焼
き
商
売
す
」

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
農
閑
期

の
旧
正
月
か
ら
、
全
村
民
の
仕
事
と
な

っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
薬
師
堂
と
村

の
位
置

の
記
述
は
注
目
さ
れ
る
。
薬
師
堂
に

つ
い

て
、

　

「
村

ヨ
リ
戌
ノ
方

(西
北
)
八
間

ニ
ア
リ
L

と
さ
れ
て
い
て
、
現
在
地
と
異
な

っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
村
に
つ

い
て
も
、

　

「
南
ニ

田
ア
リ
東

ハ
山
」

と
な

っ
て
い
て
、
現
在
地
と
は
合
致
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
位
置
関
係
を
図
示

す
る
と
下

の
よ
う
に
な
る
が
、
ど
こ
に
比
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

『
新
編
会
津
風
土
記
』

で
は
、
薬
師
堂
は
、

薬師堂の

東西10間

南北15間

　　　 中野村

南北12問 、東西15間

西の家際 に柳津 よ り

伊北 への海道 あ り

堂 の地 、村 よ り戌 の方(南 北)

8問 に あ り・一

小野川の河は村の西

4町 隔て流る

南 に田 あ り

村より南7町 隔フジ沢山の

水落切 り大沼郡滝谷村と境

　

「村
よ
り

　
辰
の
方
(東

　
南
)
山
下

　
に
あ
り
L

と
記
さ
れ
、

現
在
の
村
と

の
位
置
関
係

は
合
致
し
て

い
る
。
か
り

に
、
こ
の
時

の
村
落
が
現

在
の
中
野
村

の
基
と
な

っ

て
い
る
と
す

れ
ば
、
次
の

両
書

の
記
載
の
差
も
、

一
つ
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
そ
う
で
あ
る
。

　

「
村
ヨ
リ
南
七
町
隔

フ
ジ
沢
山
ノ
水
落
切
リ
大
沼
郡
滝
谷
村
卜
境
」

(『万
改

帳
』
)、
「南

八
町
滝
谷
組
滝
谷
村

の
界
に
至
る
L
(『
新
編
会
津
風
土
記
』
)
と
あ

っ
て
、
滝
谷
村
と
の
界
が

一
町
ず
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
寛
文
期

の
村
は
南

へ
一
町
だ
け
滝
谷
村
と
の
界
に
近
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
全
集
落

の
移

転
が
事
実
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
な
ぜ
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
寛
文
か
ら
九
十
年
程
た

っ
た
、
寛
延
か
ら
宝
暦
六
年
頃
(
一
七
四
八
～
五
六
)



の
も
の
と
推
定
さ
れ
る

『
牛
沢
組
村
高
目
録
』
と
、
前
掲
書

『
新
編
会
津
風
土

記
』
に
よ

っ
て
、
近
世
に
お
け
る
そ
の
後
の
村
の
変
遷
を
み
て
み
よ
う
。
右
の

「村
高
目
録
」
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

中
野
村
　
　
　
肝
煎
　
清
八
　
　
忰

　
源
治

　
高
四
拾
九
石
五
斗
九
升
七
合
　
　
本

田
新
田

　
　
免
　
弐
ツ
七
分

　
　
田
　
九
石
六
斗
壱
升
弐
合
　
此
反
畝
　
八
反
壱
畝
弐
拾
三
歩

　
　
畑
　
弐
拾
六
石
弐
斗
六
升
七
合
　
此
反
畝
　
五
町
三
反
弐
拾
九
歩

　
　
高
　
拾
三
石
七
斗
壱
升
八
合
　
　
新
田

　
人
数
　
四
拾
四
人
　
弐
拾
弐
人
男
　
弐
拾
弐
人
女
　
家
数
八
軒
　
伹

八
竃

　

一
、
綿
　
役
　
　
銀
四
匁
六
分
九
毛

　

一
、
糠
　
藁
　
　
銀
七
匁
四
毛

　

一
、
足
前
銭
　
　
九
百
三
拾
八
文

　

一
、
山
　
役
　
　
銀
五
匁

　

一
、
漆

木

　
三
百
五
拾
本

　

一
、
漆
　
目
　
　
拾
五
貫
五
拾
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
貫
三
百
五
拾
目
　
　
　
御
年
貢

　
　
　
　
　
　
　

内
　
四
貫
九
百
目
　
　
　
　
　
大
買
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
貫
八
百
目
　
　
　
　
　
小
買
蝋

　

こ
の
九
十
年
程
の
間
に
、
家
数
は
三
軒
か
ら
八
軒

へ
、
人
数
は
十
八
人
か
ら

四
十
四
人

へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
急
速
な
増
加
を
み
せ
て
い
る
。

一
世
帯
平
均
五

・

五
人
で
こ
れ
も

一
人
増
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
増
大
が
村
内
で
の
分
家
独
立
に

よ
る
も

の
か
、
他
村
か
ら
の
転
入
に
よ
る
も

の
か
は
不
明
だ
が
、
前
述
の
村
落

移
転
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
耕
地
に

つ
い
て
み
る
と
、
田
地
で
三
反
、
畑
地
で
九
反
程
の
増
が
、
す
で
に

本
田
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
新
田
高
が
拾
三
石
七
斗
余
も
あ
り
、
村
高
も

十
石
余
り
ふ
え
て
四
十
九
石
余
と
な

っ
た
。

　

こ
れ
ら

の
指
標
は
、
明
ら
か
に
村
勢
の
発
展
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

人
口
増
加
に
比
し
て
耕
地
の
増
加
は
僅
か
だ
か
ら
、

一
世
帯
当
り

の
平
均
耕
地

は
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
新
田
の
反
別
が
不
明
な
の
で
持
高
で
み
る
と

寛
文
五
年
に
は
十
石
余
で
あ

っ
た
の
が
六

・
二
石
と
な

っ
て
い
る
。
生
産
力
の

向
上
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
零
細
化
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
本

田
畑
の
反
別
が

一
町
二
反
程
増
加
し
て
い
る
の
に
、
そ
の
高
の
合
計
は
三
十
五

石
八
斗
八
升
余
で
、
寛
文

の
三
十
九
石
八
斗
余
よ
り
か
え
っ
て
減
少
し
て
い
る
。

検
地
に
お
け
る
耕
地

の
等
級
判
定
で
、
今
ま
で
よ
り
下
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
が
、
こ
こ
に
、
当
時
の
農
民
闘
争
の
反
映
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
他
方
で
は
年
貢
率
は
上

っ
て
い
る
の
で
、
村
民
の
生
活
向
上
に

は
直
接

つ
な
が
ら
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

免

(年
貢
率
)
は
弐
ツ
七
分

(二
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
)
に
な

っ
て
い
る
。
五

公
五
民
と
い
う
こ
と
か
ら
は
低
率
に
み
え
る
が
、
村
高
に
乗
じ
た
年
貢
量
は
十

三
石
四
斗
九
升
余
と
な
る
。
し
か
も
今
ま
で
の
米

・
金
納
か
ら
米
の
現
物
納
だ

け
に
な

っ
て
い
て
、
田
方
の
高
九
石
六
斗
か
ら
み
る
な
ら
、
米
の
実
収
量
よ
り



多
か

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
文
化
六
年

(
一
八
〇
九
)

の
前
掲
書

『新
編
会
津
風
土
記
』
に
よ
る

と
、
家
数
は
九
軒
に
ふ
え
て
い
る
。

こ
の
間
に
は
、
有
名
な
天
明
の
大
飢
饉

に

襲
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
被
害
状
態
、
影
響
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
以
後

幕
末
ま
で
九
戸

の
村
と
し
て
続

い
た
が
、
も
は
や
農
閑
期
の
炭
焼
き
の
副
業
だ

け
で
は
間
に
合
わ
ず
、
屋
根
ふ
き
職
人
と
し
て
兼
業
化
す
る
家
が
多
か

っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
明
治
は
じ
め
に
八
戸
に
な

っ
た
こ
と
は
、
は
じ
め
に
記
し
た
。

四
　
滝
谷
川
の
漁
業
と
漁
業
権
争
い

　
は
じ
め
に
述

べ
た
よ
う
に
、
滝
谷
川
は
シ
ー
ズ
ン
に
は
鮎

つ
り
で
賑
わ
う
。

と
こ
ろ
が
寛
文

の

『万
改
帳
』
に
よ
れ
ば
、

　

「魚

ハ
色

々
有
ト
イ

ヘ
ド
モ
取

コ
ト
ナ
シ
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
小
ノ
川
村
の
項

に
は
、

　

「脆

・
鰹

・
川
戈
、
秋
ニ
至
テ
鱒
ア
リ
夏
ハ
鮎
少
ノ
ボ
ル

い
と
い
う
記
載
に
は
疑
念
が
も
た
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
他

の
史
料
に
よ
る
と
、
寛
文

の
前
後
に
、
か
な
り
の
漁
獲
が
あ

っ
た
こ

と
や
、
漁
業
権
を
め
ぐ
る
争
い
ま
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『元
禄
九
年
丙

子
滝
谷
川
出
入
事

(以
下
六
件
、
い
ず
れ
も
滝
谷
川
漁
業
に
関
す
る
事
を
標
題

と
し
て
い
る
)
覚
書
」
(享
保
年
代
の
滝
谷
組
郷
頭
山
内
吉
右
衛
門
編
著
、
山
内

俊
英
氏
所
蔵
)
を
引
用
し
た

『
三
島

町
史
』
に
よ

っ
て
、
そ
の
概
要
を
記
し
て

み
よ
う
。

　
文
禄
三
年

(
一
五
九
四
)

の
検
地
に
よ

っ
て
、
滝
谷
川
漁
業
に
運
上
銀
が
課

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
は
じ
め
は
銀

一
〇
五
匁
と
申
し
渡
さ
れ
た
が
、た

っ

て
の
願
に
よ
り
銀
四
十
二
匁
と
減
額
さ
れ
、
毎
年
の
定
役
と
さ
れ
た
。
こ
の
運

上
銀
四
十
二
匁
は
、
漁
業
を
行
う
村
々
が
、
漁
獲
量
に
応
じ
て
分
担
す
る
こ
と

に
な

っ
た
が
、
小
ノ
川
村
は
、
魚
の
登
り
口
の
村
で
あ
る
と
し
て
除
か
れ
、
中

野
村
十
二
匁
六
厘
、
滝
谷
村
二
匁
三
分
、
蕪
中
村
十
六
匁
二
厘
、
砂
子
原
村
六

匁
三
分
、
黒
沢
村
五
匁
三
分
二
厘
と
き
め
ら
れ
た
。

　
運
上
銀
課
役
に
つ
い
て
、
『
覚
書
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
往
古
よ
り
小
ノ
川
、
中
野
、
滝
谷
此
三
ケ
村
に
て
鮠

・
雑
小
魚

・
雑
喉

・

　
川
才

・
鱒

・
鮭

・
鮎
を
取
分
け
て
中
野
、
滝
谷
に
て
夥
敷
之
を
取
り
、
之
に

よ
よ

っ
て
運
上
を
出
す

べ
き
旨
、
又
砂
子
原

・
黒
沢

・
蕪
中
に
て
は
、蕪
中
(今

　
冑
中
卜
云
)
之
大
滝

の
下

へ
鱒
夥
敷
集
り
こ
れ
を
取
故
運
上
出
す

べ
き
旨
、

　
尤
川
の
入
口
小

ノ
川
は
す
べ
て
諸
国
共
に
入
口
の
所
は
免
許
之
御
大
法
故
、

　
此
村
を
相
除
か
れ
、
残
り
五
ケ
村
に
て
運
上
銀
百
五
匁
指
上

べ
き
旨
下
知
あ

　

り
　
　
中
略
-

是
文
禄
三
年
甲
午
九
月
な
り
、
達
而
御
詫
書
申
上
、
御
吟

　
味
之
上
銀
四
拾
弐
匁
永
々
定
役

二
仰
付
ら
れ
候
事

　

そ
の
後
、
寛
永
九
年

(
一
六
三
二
)
に
な
り
、
蕪
中
村
よ
り
、
近
年
鱒
が
上

ら
な
く
な

っ
た
の
で
、
運
上
銀
を
値
下
げ
し
て
ほ
し
い
と
の
願
書
が
出
さ
れ
、

同
時
に
中
野
村
か
ら
も
、
百
姓
数
が
減
少
し
漁
獲
も
ま
ま
な
ら
な
い
の
で
、
小

ノ
川
村
同
様
運
上
銀
を
免
除
し
て
ほ
し
い
と
の
訴
え
が
出
さ
れ
た
。
吟
味
の
結

果
両
村
の
訴
願
は
認
め
ら
れ
、
改
め
て
村
毎
の
納
入
額
が
定
め
ら
れ
、
以
後
、

正
式
に
川
役
と
し
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
時
、
各
村
の



簗
場
の
数
も
定
め
ら
れ
、
漁
期
や
漁
法

に
つ
い
て
も
代
宮
守
岡
主
馬
か
ら
指
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
示
を
受
け
て
の

『請
書
』
に
は
、
各
村
の
肝
煎
が
連
印

し
て
い
る
が
、
中
野
村

の
肝
煎
は
五
郎
左
衛
門
、
小
ノ
川
村
肝
煎
は
七
右
衛
門

で
あ

っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
寛
文
期
が
ど
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
あ

っ
た
か
が

わ
か
る
。

つ
ま
り
、
「取
る
こ
と
な
し
」
に
は
違
い
な
い
が
、
戸
数
や
人
口

が
減

っ
て
し
ま

っ
て
、
取
り
た
く
と
も
取
れ
な
い
よ
う
な
状
態
に
あ

っ
た

と
も
い
え
よ
う
。

　

つ
ぎ
に
漁
業
権
争
い
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
争
い
は
元
禄
九
年

(
一

六
九
六
)
の
春
、
郡
中
の
各
地
か
ら
集
ま

っ
た
人
々
が
、
只
見
川
と
の
合

流
点
川
口
で
、
小
屋
掛
け
ま
で
す
る
大

が
か
り
な
漁
獲
を
始
め
た
こ
と
か

ら
起

っ
た
。
こ
れ
を
発
見
し
た
小

ノ
川
村
民
ら
が
、
漁
業
権
を
認
め
ら
れ

て
い
な
い
村
々
の
漁
獲
は
禁
制
で
あ
る
と
、
い
く
ら
制
止
し
て
も
き
か
な

い
た
め
、
滝
谷
村
肝
煎
儀
八
郎
に
知
ら
せ
た
。
郷
頭
と
相
談
し
た
儀
八
郎

は
、
村
中

の
若
者
を
多
勢
集
め
て
川
口

へ
押
し
掛
け
、
小
屋
を
倒
し
、
魚

投
網
な
ど
を
押
収
し
た
。
驚
い
た
人
々
は
、
酒
な
ど
買

っ
て
今
後
は
決
し

て
や
ら
な
い
と
詫
び
た
た
め
、
押
収
物
を
返
し
て
事
は
お
さ
ま

っ
た
か
に

み
え
た
。
と
こ
ろ
が
和
泉
村
太
郎
兵
衛
、
細
越
村
次
郎
助
、
高
田
村
四
兵

衛
、
柳
津
村
茂
左
衛
門
の
四
名
が
、
小

ノ
川
村
は
御
私
領

(松
平
藩
)
で

あ
り
、
川
口
で
は
今
ま
で
も
人
々
が
魚

を
取

っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
滝
谷

村

(幕
府
直
轄
領
)

の
仕
打
ち
こ
そ
許

し
が
た
い
こ
と
だ
と
、
若
松

へ
訴

え
出
た
。
訴
訟
は
幕
領
と
私
領
に
ま
た
が

っ
て
い
た
の
で
、
江
戸
の
幕
府

中 野

勘
定
奉
行
所
扱
い
と
な
り
、
六
月
二
十

一
日
に
裁
決
が
下

っ
た
が
、
滝
谷
村
の

勝
訴
と
な

っ
た
。
文
禄
以
来

の
運
上
銀
納
入
、
寛
永
九
年

の
守
岡
主
馬
文
書
な

ど
に
よ

つ
て
、
滝
谷
川

の
漁
業
権
が
、
川
筋
六
ケ
村

に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
と
い
う
理
由
で
あ

っ
た
。

字 岩 下

字　川　前

宇居平

薬師堂

・郷 戸 の こぶ し

天然記

戸数　　　　　 26名

男49名 女54名人口

1名

1名

1名

1名

1名

1名

田　崎　14名　荒　明

小 柴　1名 　阿 部

若　林　 1名　長谷川

星　 2名 菅 沢

栗 城　1名 郡 司

目 黒　2名 柏 倉
至大峯至滝谷


